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俺様婚約者～お見合いからの始まり～










出会い




　――カコーン。

　耳に心地いい鹿しし威おどしの音が響く。

　そちらに目をやり、秋の日本庭園を眺めながら、深いため息をついた。清らかに流れ落ちる水とは裏腹に、私の心の中は混乱と動揺が溢あふれていた。

　ここは有名な高級料亭の一室。無駄に広い和室の中央に私は座っている。派手な着物で着飾っている自分が、この場所では変に浮いているようでバカみたいに思えてくる。私の向かいに座っている人は落ち着いた紺色のスーツなのに。

　ちょっと動くたびに、頭にザクッと挿されたかんざしの飾りが揺れる。

　七五三を祝う少女でさえ、ここまでゴテゴテと飾り立てるだろうか。まるで着せ替え人形にでもなったように無抵抗で、されるがままにしていた少し前の自分に怒りたい心境だ。

　だって、私がものすごくはりきってここに来たみたいじゃない？

　少なくとも、目の前のこの人はそう思っているのではないかと気になる。

　どうしてこんなことになっているのか、いまだに納得できない。

　着物の帯の位置を変えようと、お腹のあたりにそっと手をやりながら、向かいに座る男の顔に視線を戻した。

　濃いめの日本茶をなに食わぬ顔で飲む所作は美しいし、沈黙の中、ただ向き合って座るだけの状態がしばらく続いているけど、背筋を伸ばしたままで足を崩すそぶりも見せない。

　改めて、まじまじとその顔を見つめた。

　どこかで会ったような、会っていないような……そんなことを思っていると、私の視線に気づいてふと顔を上げた彼と、不意に目が合った。

「どうかしましたか」

　微かな笑みをたたえながら、抑揚のない声で彼が言う。

「あ……す、す、すみません」

　私は慌てて目を逸そらし、ごまかすように湯飲みを掴つかんだ。

「熱っ！」

　すると手元が狂ってお茶を少しこぼしてしまい、焦って腰を浮かせる。

「大丈夫ですか。これを」

　間髪いれずにスッと差しだされたハンカチをおずおずと受け取り、再び座り直す。

「すみません」

　もう、恥ずかしい。逃げだしたい。着物に落ちたしずくを拭ぬぐいながら、私は泣きだしたい気持ちになっていた。

『だいたいなんで私が、お見合いなんかしてるのよおっ！』と叫んでしまいたくなる。

　そりゃ昨日まで合コン三昧で、〝彼氏募集中〟の看板ぶら下げて歩きながら、会う友達みんなに『誰か紹介して～』と口癖のように言っていたわよ。だけど、この状況はいきなりすぎじゃないかしら！

　心の準備もないままに、突然こんな目に遭ったら、誰だって動揺するに決まっている。緊張するのも当然だ。

　しかもこの人……すごくイイ。

『理想が服を着て座っている』と表現してもおかしくないほど、見事に私の好みストライク。まさかお見合いで、こんな素敵な人に出会えるなんて思わなかった。こういった場所にはむさ苦しい人しか現れない、と勝手に想像していた。

　目の前にいる男性は、艶つやのある髪を後ろに流して綺き麗れいにまとめている。キラリと光る漆黒の瞳をたたえた目は鋭く、意志の強さを感じる。でも、私に向けられる視線は優しげだ。なにより、顔立ちの端正さに圧倒される。

　大企業のひとり息子らしいけど、容姿といい雰囲気といい、生まれながらのサラブレッドであることが見るからに窺うかがえる振る舞い。気品に満ち溢れている感じだ。

　だけど、この人もきっと私と同じ。おそらく付き合いかなにかで断れなくて、渋々ここに来ただけだろう。

　女性に不自由はしていないと思うから、自分からお見合いを望むなんてありえないはず。

　そりゃ私だって結婚は早くしたいけれど、まだ大学生だし、遊びたいし。実際には当分先の話だと思っていた。二十歳はたちになったばかりなのよ？　いくらなんでもこの展開にはついていけないわ、お母さん。

　会社の合併とか言っていたけど、マジで私には関係ない。今どき政略結婚だなんて考えられないでしょ。ドラマや映画じゃないんだから。

「あの、少しよろしいですか」

「は？」

　部屋にふたりきりにされて、すでに三十分。だんまりだった彼が突然口を開いた。

「百ゆ合り子こさんでしたね。今回のお話は……」

　その言葉の切りだし方にピンときた。

　やっぱりそうよね。お見合いでの結婚なんて考えられないよね。

　私も同じことを思っていたから、遠慮なく断ってほしい。そうしたら、今からなら合コンに合流できる。今日のお相手は一流商社マンだから、逃す手はない。早く行かないとみんなにいい人を取られてしまう。

　今はだいたい五時くらいかな……？　部屋には時計がないので、時間がわからない。でも、まさかこの人に尋ねるわけにはいかないし。

　今すぐ家に帰って、着物を脱いでワンピースに着替えれば、おそらく七時からのスタートには間に合うだろう。

　この人だって、これだけのルックスなら彼女のひとりやふたりはいるはずよね。ええ、ええ、いいですとも。わかってるわよ、そんな困った顔しなくても。

　だけど、ちょっと惜しい気もする。容姿については完璧だし、超好みだったから。あなたとはこんなお見合いなんかじゃなく、合コンの場で出会いたかったな。

　そんなことを考えて待っている間も、彼はなかなか話を始めないでいた。私の顔をじっと見つめている。

「あの、どうぞ？　遠慮なくなんでもおっしゃってください。私は構いませんから」

　思わず私が催促しても、なお黙っている。早くこのお見合いを終わらせて立ち去りたいけれど、簡単にはいかなそうだ。

　もしかして、私に断らせたいんだろうか。

　いやいや、あなたが言ってよ。そうすれば、私はあとでお母さんに『相手の男性から気に入られなかった』とだけ言えば済むんだから。私から断ると怒られてしまう。この人が得意先の関係者ならなおさら。

　あ……でも、この人も私と似た状況なのかな。それなら断りにくいのはお互い様ね。

　仕方ないから、彼が言葉を選んでいる間は待とう。そう思い、お茶に手を伸ばして飲もうとした瞬間。

「今回のお話は、このまま進めさせていただいてもよろしいですか？」

「ゴホゴホッ！　……え？」

　彼が突然放った言葉に、ついむせてしまった。

　お茶を吹きだしそうになるのを堪こらえて彼の顔を見たけど、その目は真剣で、冗談なんか言っていないことがわかる。

　なに、なに～!?　あなた、正気なの？　さっき初めて出会って、今初めてまともに口をきいたのよ？

「えっ……と、私と……結婚したい、と……？」

「ええ。そうです」

「そんな、どうして？　さっきから、特に話もしていないのに」

「話、ですか。そうですね、なにをお話ししましょうか」

「なにを、って」

「ご質問があればどうぞ」

　え？　質問？　なんなの？　その余裕な態度は！　今の言い方だと、まるで私があなたと話したくてたまらないみたいじゃないの！

　しかも話し始めた途端、急に彼の様子が変わった。気づけば正座を崩してあぐらをかいている。

「べ……別に聞きたいことなんてありません」

　私がそっけなく答えて目を逸らすと、彼はフッと鼻で笑った。

「そう」

　そしてあっさり話をやめて立ち上がり、庭の見える窓へと近づいていく。

　うわ、背が高い。

　彼の後ろ姿をまじまじと観察する。長い脚にすらりと伸びた両腕。細い腰。均整の取れた背中。

　……ふぅん、なかなかじゃない。なにもかもがこんなふうに完璧だから、人に対して偉そうなのかも。自分がどんな態度でも女は言うことを聞くと思ってるんだわ。

　勝手に想像して、だんだんムカムカしてきた。

　私も立ち上がって彼の後ろに立ち、負けじと背伸びをしながら、彼の頭を見上げて声をかける。

「あの、こんなのおかしいと思うんです。私は今日まであなたのことを知らなかったし、あなたもそうですよね。私はきちんとした恋愛を経てから結婚したいんです。このようなお見合いとかではなくて」

　彼がくるりと振り返って私を見下ろす。

「この結婚に、恋愛期間なんて必要ない」

「は？　どうしてですか。恋愛しないと相手のことがわからないでしょ」

　意味がわからない。恋愛しないで、どうしていきなり結婚なんてできるのよ。

「〝澤さわ乃の井い建設〟は、建築業の中では今や日本でも指折りの大企業だ。澤乃井建設と合併することによって、君の実家の〝鹿か島しまホーム〟というブランドを失わずに保つことができるのは、鹿島ホームにとっては理想的なんだよ。今より遥はるかに業績を上げることだってできるだろう」

　急に饒じょう舌ぜつに語りだした彼の話は難しくて、私にはなんのことやらわからない。確かに私の実家の鹿島ホームは、一般住宅をメインに扱う小さな建築会社だけど。

　首を傾げて彼を見つめた。そんな私を見て、彼は笑う。

「ははっ。そうだよな。君はわからなくていい。ただ、この婚姻は、鹿島にとって大きな利益に繋つながるということだ」

「うちの会社のためだって言うの？」

　信じられない。結婚相手をそんな理由で決めるなんて。

「そうだ。だけど君の会社のためだけじゃない」

「え？　じゃあ、他にどんな理由があるって……！　んっ――」

　私が言い終わらないうちに突然、唇が塞がれた。

　ぎゃー!!　なに!?　なんなの！

　叫びたいけれど、声を出すことができない。私の唇に彼の唇が重なっている。彼の性急なキスの勢いに飲み込まれそうだ。

　私の腰をしっかりと掴んでいる手のひらから、熱を感じる。まるで愛し合う恋人同士が、つい抑えきれなくなって触れ合うみたいに情熱的なキス。

　でも、私たちは違うでしょ!?　初対面なのよ。どうしてよ！

　溶けるようなキスに足がガクガクと震えてくる。腰が抜けそうになる前に離れないと……！

「んっ……、ちょっと！」

　彼を両手で押しやり、唇を離した。

「なっ、なにするのよ！　どうして……！」

　すると彼は、涼しげな顔でニヤリと笑いながら言う。

「これから〝きちんと〟恋愛すればいい。俺はいつからでもいいよ。早速、今からもっと確かめてみる？　君の言う『きちんとした恋愛』というのは、日替わりで合コンに出かけて、そこで出会った男とするものなのか？　まともな感覚の人間がすることじゃないと思うがな」

　なっ、なっ、なんなの、この人!!

　私は驚きで言葉が出ない。

　話し方とか表情とか、全体的にキャラが変わってるし！　どうして私が合コンに行きまくっていることまで知っているのよ！

　まさか、お母さんが話した!?　それとも事前に調べたの？　この人はどこまで私のことを知っているの？

　わなわなと震える私の顔に息がかかるほど顔を近づけて、彼は言う。

「それから、『あなた』じゃなくて『悠ゆう斗と』。俺は澤乃井悠斗。他人行儀な呼び方は禁止な。悠斗って呼んでくれ、夫婦になるんだから。というわけで、これから末永くよろしく、百合子」

　は？　末永く？　しかも、なれなれしくいきなり呼び捨て？

　驚く私を無視して、彼はペラペラと話し続ける。

「はー、疲れた。百合子が警戒するかもしれないと思っておとなしくしてたけど、結局すぐに本性なんてバレるからな。偽者を演じるのはやめた。ありのままでいいよな」

　驚きと怒りと戸惑いで、なにも言えずに目を見開いている私に、彼は再びフッと鼻先で笑った。

　その言動にカチンとくる。なんだかあまりにも上から目線だ。

「そうね。偽者を演じられて、あとで驚かされるのは困るわ。本性のキャラが強烈なようだから。ご心配なく。私はありのままよ。あなたと違って別人を演じられるほど要領がよくないの。あ、『あなた』じゃなくて『悠斗』でいいんだったわね」

「……ぶっ……。はははっ。やっぱりな」

　嫌味交じりで言い返したのに、悠斗は軽く吹きだしたあとで楽しそうに笑った。

「君はきっと俺を好きになる。いつしか気づけばちゃんと恋愛してるさ。さっき恋愛期間がいらないと言ったのはなぜかというと、それは、俺が――」

　彼がそこまで話したとき、私のお父さんの秘書である弥や生よいさんが室内へ入ってきて、話は中断された。彼女はうちの会社に二十年近く勤めているので、私にとっては家族同然の存在。

「失礼します。お話は弾んでいらっしゃるかしら、百合子さん。悠斗さんは素敵な方でしょう。社長もきっと百合子さんのお気に召すだろうとおっしゃっていたんですよ。悠斗さんは澤乃井建設の次期社長になられる方だから、今回のことは鹿島ホームにとっては願ってもない縁談なんです。それを澤乃井さんのほうから望まれたなんて、百合子さんは幸せ者だわね。本当にいいご縁で、私も嬉うれしいですわ」

　ニコニコしながら一気に話す弥生さんに、私はなにから説明したらいいかわからない。先ほど中断された彼の話も、なにを言いたかったのか不明のままだ。

『この男は二重人格なのよ。私はごめんだわ』

　そう言いたいのに、うまく言葉にならない。そんな私を差し置いて、彼が弥生さんに話しだす。

「いや、私のほうこそ、こんなにお綺麗なお嬢様とは存じ上げず、お会いして驚きました。百合子さんにはお伝えしましたが、よろしければ前向きにご検討いただきたく思います」

　弥生さんは彼に笑いかけられ、頬ほおを赤らめて瞳を輝かせた。

「あらあら、まあ。すっかりお互いにお気に召したようでよかったですわ。おほほほ」

　そんなふたりの様子を見ながら、私は焦った。

　ちょ、ちょっと待ってよ……！　弥生さん、こんなやつの言うことを簡単に信じないでよ。しかもお互いにって、私はなにも言ってないわよ……！

　だいたい弥生さんたら、大学まで迎えに来てくれただけだと思ってたのに、美容院やら呉服屋やらあちこち連れまわした挙げ句、こんな男に私を丸投げするなんて、とんだくせ者ね！

　しかも、この男もふたりのときと今じゃ、ずいぶん態度が違うじゃない。確かに『おとなしくしてた』とは言っていたけど！　私とふたりのときは鼻で笑ってばかりだったくせに、弥生さんとはにこやかに会話したりして。

　そのとき、入口の襖ふすまが再びスッと開いた。

「あら、常務!!　今おふたりで楽しくお話をされたようで、澤乃井さんも『前向きに』とおっしゃってます。もう百合子さんも、澤乃井さんの魅力に先ほどからうっとりなさってますわ」

　突然部屋に入ってきた私のお母さんを見るなり、弥生さんは間違ったことをお母さんに向かって並べ立てた。そんな弥生さんにツッコむべく、思わず大きな声を上げる。

「お母さん！　これってどういうことなの？　お見合いだなんて私、聞いてないよ！困るよ。結婚なんてまだできるわけないでしょ！」

　でも、お母さんはにこやかな表情を崩さないまま、私を見ながら強い口調で言う。

「百合子、あなたはもう子供じゃないのよ。あまりわがままを言わないでちょうだい。私が困るわ」

　その口ぶりから、私の意見は聞き入れてもらえないことがわかった。

　私が小さな頃からお母さんは厳格で、ほとんど甘やかされたことなどない。一度決めたこと、特に仕事に関する決断は絶対に曲げない。目的達成のためなら手段を選ばない横暴なタイプの女性だ。彼女は鹿島ホームの常務でもある。今回のお見合いについても、必死でまとめにかかるはず。

　そんなお母さんの力があってこそ、鹿島ホームは小さい会社ながらも、なんとか潰れることなく経営を続けてこられたんだろう。そのおかげで、私はなに不自由なく育てられたので、それについては感謝しているけど。

　今回ばかりは、言いなりになることはできない。そう思ってお母さんを睨にらむも、彼女は動じることなく冷たい視線を私に向ける。それから悠斗のほうに向き直ると、わざとらしいほどの満面の笑みを浮かべ、猫ねこ撫なで声で話し始めた。

「澤乃井悠斗さん、はじめまして。鹿島でございます。娘がわがままばかりで困っておりますのよ。どうか悠斗さんのお力で、これからうまくご指導いただきたいですわ」

　すると、彼もお母さんに負けないほどの笑顔で応える。

「ええ。お美しい上にとても活発で、私の好きなタイプの女性ですよ、百合子さんは。どうぞお任せください」

「あら、まあ」なんて言ったあとで、「おほほほーっ」と甲高い声で笑うお母さん。

　ちょっと待って！　勝手に話をまとめないでよ……！

　しかもこの男もにこやかにうまく話を合わせている。大ダヌキだわ……。

　このままだと私、本当にこの男と結婚させられちゃう。

　確かに、お互いにひとりっ子で会社の跡取り同士らしいし、私は会社の経営なんてできないし興味もないから、『お婿さんが優秀でないと』といつもお母さんは言っている。この結婚がもたらすメリットは大きいみたいだけれど、だからといってなんでこうなるの!?

「――ですね、百合子さん」

「え……？　なに？」

　突然名前を呼ばれて、彼のほうへ振り返る。

「まあ、この子ったら。まだぼんやりして」

　お母さんが呆あきれたように私を見る。

「百合子さんは照れてらっしゃるんですよ、常務。それとも澤乃井さんに見とれていらっしゃったのかしら」

　もはや弥生さんの言葉にツッコミを入れる元気もない。

「あの……？」

　私は彼をうつろに見上げた。

　ふと、もしかしたら彼は本当に、私にひと目惚ぼれしたのかもしれない、と思った。もしそうならば、それは政略結婚なんかじゃなく、私の望むラブロマンスの始まりだ。

　淡い期待が瞬時に心に広がる。

　そうよ。きっとそうだ。そうでなければ、こんなに積極的に私との結婚を望むはずない。

　だけど、それをどう尋ねたらいいんだろう。

『君を好きになった。理想の女性だ。俺と結婚してほしい』

　そんなふうに言われたなら、断る理由はなくなる。悔しいけれど、彼は私の理想のタイプそのものなんだから。

　こんなことを期待するなんて、むしろひと目惚れしたのは私のほうなの？

　ううん、そんなことない、と自分に言い聞かせる。

　愛のない政略結婚なんて絶対に嫌だけど、彼が私を好きになったのなら話は別。

　いろいろなことが頭に浮かんでは消える。考えすぎてどうしたらいいかわからなくなってくる。

　だけど信じたい。きっと彼は私に特別な想いを抱いたんだ、と。そうじゃないと、おかしいもの。

「ふたりで庭のほうを少し歩きませんか」

　彼はニコニコと笑顔を向けてきた。

　いつまで好青年を演じるんだろう。疲れないのかしら。さっき一瞬だけ見せた本性とは別人だ。

「行ってらっしゃいよ、百合子」

　お母さんにグイグイと背中を押されて、私は渋々立ち上がった。

　いいわ。どういうつもりなのかじっくり見てやろうじゃないの。

「ええ、行きましょう」

　私がそう言うと、彼は白々しく私の手を取り、エスコートしながら歩きだす。

　襖を閉める瞬間に、部屋の中をちらっと覗のぞくと、お母さんと弥生さんがこちらを見ながらニヤリと笑っていた。

　私はため息交じりに襖をぴしゃりと閉めた。




　秋の日本庭園は心が洗われるような美しさだ。空気が澄んでいて、心地いい風が頬を撫でていく。

　お母さんと弥生さんの異様な勢いから解放され、ホッと息を吐く。でも、その直後に気づいた。

　ちょっと待って。いつまで手を繋いでいるのよ……！

　私が手を振りはらおうとすると、悠斗はさらに強く、グッと握りしめてきた。

「離してよ……！　もういいでしょ」

「……窓からお母さんたちが見てるぞ。……仲のいいふりをしろ」

　小声で耳打ちされて、手に力を入れるのをやめた。

『なんなのよー！　なんで命令されなきゃならないの!!』と心の中で叫ぶけど……ニコニコと私たちを眺める、和室からの熱い視線に、諦めてそのまま彼の言うとおりにしたのだ。

　私の隣を無表情で歩く彼の横顔を見上げる。

　黙っていたらイケてるのに。すごい二重人格だわ。会社の次期トップともなれば、そのくらいの演技力は必要なのかもしれないけど。

「……あの、本気なの？　このままじゃ本当に結婚させられるわよ。お母さんと弥生さんから逃れるのは難しいってわかったでしょ？　あのふたりはしつこいんだから、今のうちに断ったほうがいいわよ」

　悠斗はピタリと足を止めると、私を見下ろす。

「心配してくれてるのか？　でも、俺のことより自分のことを考えたら？　君にも同じことが言える。さっき断らなかっただろ」

「断るタイミングがわからなかっただけよ！　あなたが私を好きじゃないなら、私はあなたとなんて結婚しないわ。了承だってしていないわよ。まわりに圧倒されているだけ」

　私がそう言うと、悠斗は平然とした様子で、さも当然のように言葉を発した。

「俺は、するよ。君と結婚」

「どうして……！　好きでもないのに？」

「そんなことはどうでもいい。気持ちなんてあとからどうにでもなるさ」

　……はあ!?　な、なんて言った？　『どうでもいい』ですって!?

　冗談じゃないわ、勘弁してよ!!　なんでお互い好きでもない相手と結婚する必要があるのよ。

「鹿島が澤乃井と合併することには大きな意味がある。今さら引き返せない。そんな子供じみたことにこだわってなんていられないはずだ」

　彼が言ったはっきりとした理由に、私は泣きたいような気持ちになった。やっぱりひと目惚れなんてロマンチックな理由じゃなかった。

　完全に政略結婚じゃないの……。

「私は嫌だわ！　会社のための結婚なんて！　私はちゃんと好きになった人とじゃないと……！」

　興奮して、思わず大声で言い返した。

「じゃあ、俺をちゃんと好きになればいい。あまり大きな声を出すな。お母さんたちに聞こえてしまうだろ」

　はあー!?　なんじゃそりゃー!!　いきなり好きになんてなれるかー!!

　怒りと驚きで震える私をチラリと見て、悠斗はニヤリと笑った。

「俺も、君を本気で好きになれるように努力するよ」

「簡単に言わないでよ。私のことなんてなにも知らないくせに……！」

「ああ、君のことなんて知っちゃいないさ。短気で怒りっぽいこと以外はね」

「それなら、結婚なんかできないじゃない!!　今すぐお母さんに断ると言ってよ！」

　私は腕を大きく振り落とすようにして、悠斗の手を払った。

　頭に血がのぼり、怒りで呼吸が荒くなる。肩ではぁはぁと息をしながら、悠斗を真正面から睨みつける。

　彼はそんな私を冷たい視線で見下ろしながら、フンと鼻で息をした。

「本当に子供じみてるな。お母さんの言うとおりだ」

　ポツリと呟つぶやいて、私からフイッと顔を背けた。




「百合子!!　百合子、開けなさいっ！　いい加減にしなさいよ！」

　外では、オレンジ色の空が夜の闇に包まれそうになっている。

「はぁ……」

　開け放した窓のそばで、白くぽっかりと浮かぶ月を見上げながら深いため息をつく。

　先ほど慌ただしく帰ってきたお母さんが、私の部屋のドアを力任せに叩たたきながら、開けろと騒いでいる。

「百合子っ！　閉じこもってないで出てきなさい！　きちんと説明してちょうだい!!なにがあったのよ。悠斗さんと仲よくしていたでしょ！」

　ドンドン、ドンドン！としつこく何度もドアを叩かれ、そちらに目をやる。

　うるさいなあ……いつまでもこのままではいられないか。お母さんにあいつの本性を話さないと。よしっ！

　そう思い、気合いを入れて立ち上がる。カチャリと鍵を外し、ドアを開けた。

「お母さん、私ね、やっぱり……」

「やっと出てきたわね！　この子は！　悠斗さんになんて失礼なことを!!」

　顔を見るなり、お母さんは私の肩を掴み、激しく揺さぶった。

　あまりの剣幕に驚いて、声が出ない。

「悠斗さんはね、経営の行きづまったうちの会社を救うために、今回のお話をくださったのよ。もし悠斗さんのことが気に入らないのなら、あなたには藤ふじ井い商事の正まさ樹きさんとの縁談もあったからそちらにしましょうか。お母さんはそれでも構わないけれど！」

　え？　藤井商事の正樹さんって……確か五十過ぎのおじさんよね……。

　えええー!!　もっと嫌よ！　しかもうちの会社って、そんなにヤバかったの？

　驚きながらも、やっぱりそうだったんだ、とも思う。私にまったく打診もしないで、急に無理やりお見合いをさせたことに、少し違和感を覚えていた。

　しかも相手は、あの有名な澤乃井建設の次期社長。お母さんも必死になって縁談をまとめようとしているし、なにか事情があるんだろうと予想はしていた。だって、冷静に考えれば会社の規模が違いすぎる！

　でも、まさか私がどこかの御曹司と結婚しなければ生き残れないほどに、会社が追いつめられていたなんて。

　そんなこととはつゆ知らず、お見合いで悠斗と言い合った直後、私は彼の手を離し、着物の裾を持ち上げて全力疾走でその場を逃げだしたのだ。

　絶対、あんたなんかとは結婚しない……！

　精いっぱい、私なりに彼にそう伝えたつもりだった。

　だけど、帰ってきてからなぜかため息ばかりで、今日のあいつの顔が頭から離れなかった。

　まあ、多少……いや、かなり好みのタイプだったせいかな。

「会社の経営不振と、私の結婚がどうして結びつくのよ……！　私にはお見合い結婚しか道はないわけ!?」

　改めてお母さんに聞いてみる。どうしてこんなことになっているのか、いまだに納得できないでいる。昨日までの私は、お気楽なただの女子大生だったのに。

「当たり前でしょ!!　あなたはうちのひとり娘なんだから!!　こんな大変なときに、お父さんはインドネシアへの出向で半年も帰ってこないし。お母さんひとりでどうしろっていうのよ。百合子もお父さんも、この非常事態を全然わかってはくれないんだから」

　彼女はきっぱりと言いきった。呆れて反論もできない。娘の将来をなんだと思っているんだろう。

　実際、お母さんは常務とは名ばかりで、心根の優しいお父さんを尻に敷いて、裏では社長のように振る舞っている。まあ、お父さんに頼りない部分があるのは事実だから、そうせざるをえないんだろうけど。

　お母さんには、今はなにを言っても通用しないだろう。

「だとしたら、藤井商事のおじさんか、澤乃井悠斗か、ふたりのうちどちらか結婚相手を選べって……？」

「ええ、そのとおりよ」

　お母さんはあっさりと言った。

「だけどまあ、正樹さんはちょっと……さすがにお母さんも、年上の息子はどうかと思うから悠斗さんに懸かけてるのよ！　百合子、よく考えてご覧なさい。あんな男前で、しかも御曹司なのよ？　あんたが自力で出会えるような相手ではないの！　あんたが精を出している合コンに何百回行っても、悠斗さんほどの人はいないと思わない？」

　まるで、無理やりお見合いさせたことが自分の手柄だとでも言わんばかりに、彼女は興奮交じりでまくし立てる。

「……でも、いきなり結婚なんて。あの人も私を好きなわけではないし」

　私が口ごもりながらも小声でなんとか反論しようとした、そのとき。

　ピンポーン、と玄関のチャイムが軽快に鳴り響いた。

「あら、誰かしら。忙しいのに……」

　お母さんがまだ言い足りなそうな雰囲気を漂わせながら、玄関に向かう。

　私は彼女が去ったことにホッとしながら室内に戻り、ベッドにドスンと寝そべると、天井を見上げながら悠斗の不機嫌な顔を思い浮かべた。

　そこへ、パタパタとスリッパの音がこちらへ向かって聞こえてきた。

　また来た……。もう、今日はひとりにしてほしい。

　そう思いながらドアのほうへ目をやると、お母さんが花の寄せ植えの入った大きなバスケットを抱えながら飛び込んできた。

　ミニバラやパンジー、マリーゴールドやバーベナ。ところ狭しと、色とりどりの小さな可愛かわいい花が満開になっている。バスケットには金色のリボンが結んであり、それがキラキラと揺らめいて、とても豪華。

「なに!?　それ」

　驚いて身体を起こした私に、お母さんは嬉しそうに言う。

「百合子!!　これ、悠斗さんからよ！　綺麗ねー！　やっぱり男はここまで気配りができる人じゃないと！　お母さんの目に狂いはなかったわ。彼を逃す手はないわね。あんた、ちゃんとお礼しときなさいよ!!」

　そう言われても、電話番号もメールアドレスも知らないんですけど……。

　私は彼女の抱えているバスケットを、ポカンとしながら見ていた。

「早く受け取りなさい!!　とりあえず、お母さんが悠斗さんに電話してくるわ」

　ドサリと私にバスケットを渡すと、お母さんは満足そうに部屋を出ていった。どうやら彼から花が送られてきたことで気をよくして、先ほどまでの会話の続きはどうでもよくなったようだ。さっきは私の身体を揺さぶるほどヒートアップしていたのに。本当に我が母親ながら、いつだって彼女の行動パターンは読めない。

　自分の抱えているバスケットを見つめながら考える。

　どういうつもりかしら。確かに悠斗の急変した態度にも問題はあったけど、私はなにも言わずに逃げだすというありえない行動をしたのに。彼にはまだ私と結婚する意志がある、ということなんだろうか。

　なんで傾きかけた会社とセットになっている私なんかと結婚したいのよ。あの人なら選び放題、よりどりみどりでしょうに。彼の本意がわからない。

「あれ？　なにこれ」

　バスケットの端にカードが挟まっている。おそるおそる手に取り、書いてある文字をゆっくり読む。

　丁寧に書かれた綺麗な字。おそらく悠斗の直筆だろう。彼ほどの地位の人ならば、女性への贈り物などは秘書に任せる可能性もあるけど、なぜか素直に本人の字だと思えた。都合のいい思い込みと言われたなら、それまでだけど。

【親愛なる百合子様

　明日、午後六時。南なん急きゅうホテルのロビーにてお待ちしています。

　澤乃井悠斗】

　えええ!!　どういうこと？　お待ちしています？　南急ホテルのロビーまで来いってこと？

　カードを持ったまま考える。

　ど……どうしよう。どんな顔して会えばいいのよ？

　ふと、突然されたキスの場面を思い出す。

　きゃー！　そういえば、キスされちゃったんだ!!

　合コンなどでこれまでたくさんの男性と出会ってはきたけど、正直、悠斗ほど好みの男性には会ったことがなかった。

　過去に付き合った人とキスをしたことだってあるけど、こんなに動揺することもなかった。

　悔しいけれど、今日一日でよくも悪くも彼に心をわし掴みにされたことは、間違いない。

　最悪だけど、最高で、インパクトの強い人だった。

　彼は私の心に大きななにかを落としていった。それだけは、はっきりとわかる。

　今さらひとりで赤くなっている私の姿を、悠斗にはとても見せられない。きっとまたバカにして鼻で笑うに決まっている。

　だけど、さすがに今日、私が取った行動は失礼だったと思い、少し後悔する。

　走って逃げだすなんて。どうしてあんなことをしてしまったのか、自分でも信じられない。お見合いの最中なのに非常識にもほどがある。

　だって『気持ちなんてあとからどうにでもなる』って言われたら、なんだかバカにされているみたいで……。私は親の言いなりになる人形なんかじゃない、と彼に伝えたかった。

　とりあえず明日、もう一度彼に会ってはっきりさせてこよう。

　私の気持ちをきちんと伝えて、わかってもらいたい。私は、好きになった人とちゃんと恋愛してから幸せな花嫁になりたい。相手の男性も、私だけを愛してくれる人がいい。

　誰だってそうだと思う。私の願いは、お母さんや悠斗が言うようなわがままなことではないはず。

　彼は、私を好きになるように努力すると言った。でも、それは不可能かもしれない。先のことは誰にもわからない。

　いずれにしろ、こんな曖あい昧まいなままじゃ困るから、彼とはもう一度会わなければ。

　ところでこの花、彼が選んだのかしら。花屋で買い物するなんて想像できないけど、どんな顔で選んだのかな……。私のことを考えたりしたのかしら。

　私はそれを窓際にそっと置いて、しばらく眺めていた。不機嫌で偉そうな彼の顔を思い浮かべながら。










婚約




　翌日。バスケットにあったカードで指定されたとおり、私は南急ホテルのロビーで窓際のソファに座り、彼を待っていた。

　早く来すぎちゃったかな。

　振り返り、フロント横の柱時計を見る。まだ待ち合わせの六時まで十分ほどある。

　視線を窓に移すと、外はもう夕闇に包まれていた。行き交う人々が足早に通り過ぎていく。

　私は窓に映った自分の姿を無意識に確認していた。緩く巻いた髪を、イミテーションダイヤがキラキラ光る、お気に入りの蝶ちょうの形のバレッタで軽く留めて、唇には淡いピンクのルージュ。パッチリと立たせた睫まつ毛げと、丁寧に引いたアイライン。花柄のフレアスカートが印象的な、清せい楚そなイメージのお嬢様スーツ。それと色を合わせたリボンのついたパンプス。今すぐこのままパーティーにでも行けそう。

　改めて見て、思わず『なんでこんなに気合い入れちゃってんの？』と自分で自分に問いかける。綺麗に見せたって、今日でもう会わないかもしれないのに。だいたい、あんなやつにどう思われようが関係ないじゃない。

　それになによりわからないのが、なんだか大好きな人に会いに来たみたいな、不思議なくらいソワソワした気持ち。

　ううん、きっと男の人とふたりで会うなんて久しぶりだから、つい着飾っちゃったのよ。彼に可愛いと思われたいわけじゃないわ。

　必死で、『彼なんて気にならない』と心で否定しながら首を横に振る。

　あんなやつのためじゃない。合コンに行くときだって、いつも充分お洒しゃ落れしているから、これはおかしなことじゃない。

　そう思いながら窓の外を眺めていると、ホテルの正面に一台の車がスーッと軽やかに滑り込んできた。見るからに高級そうな、ピカピカに磨き上げられたその黒塗りの車から、背の高い男が颯さっ爽そうと降り立った。

　あ、来た。悠斗だ。

　ドキンと胸が揺れる。

　一般人とは明らかに違う、異様に輝くオーラをまといながら、彼は出迎えのボーイに車のキーを渡すと、正面の自動ドアをすり抜けて私と同じ空間に入ってきた。

　すると、フロントからひとりの男性が飛びだしてきて、悠斗のほうへ小走りで近づいていく。

　私も悠斗の姿を見た瞬間から彼に向かって歩いていたので、悠斗の横顔まであと数メートルの位置に来ていた。でも、大きな柱の陰だからか、彼は私に気づいていないようだ。

「これは、これは……！　ようこそ澤乃井様。いつもありがとうございます」

　深々と頭を下げながら、その初老の男性が言った。

「ああ。どうも、支配人」

　軽く返事をしながら、横に立つ私にふと気づいたらしく、悠斗はこちらを見た。私たちの視線が絡み合う。

　今日の彼は、昨日のかしこまった正装とは全然違っていた。昨日は髪をオールバックにして額を出していたけど、今日は長い前髪をサラリと垂らし、癖のありそうな後ろ髪が無造作に跳ねている。

　そこに堅苦しさはなく、最近の若者となんら変わりはない。今どきの青年といった風情。漂う気品とずば抜けた容姿以外は。

　服装もカジュアルで、私の大学の同級生に交ざっていても不思議じゃないほど。黒いシャツの上に、茶色のジャケットを重ね着している。濃い茶色のスラックスも長い脚によく似合っている。

　ただ……手首にある腕時計は、金色に輝いていた。

　あれって、超高級ブランドの今年の限定モデルよね？　確か五百万円くらいはしたような気がするんだけど。

　でも全然嫌味じゃない。容姿がいいと本当に得よね。……性格は最悪だけど。

　そんなことを思いながら、悠斗を見ていた。彼も私を見つめたまま、動きを止めている。

　なによ、私のどこかが変だとでも言いたいの？　自分ではイケてると思っているのに。珍しいものでも見るようにジロジロ見ないでよ。

　見つめ合う私たちの隣で、支配人と呼ばれた男性が不思議そうな顔をしている。

「ちょっと――」

　私が沈黙を破ろうとするのと同時に、支配人が話しだした。

「あの、澤乃井様？　いかがなされましたか」

　明らかに怪け訝げんそうな顔をして、今度は悠斗と向き合う私を見る。

「お客様、ご用ならフロントにて承りますので……」

　私を怪しい者とみなしているのか、『あっちへ行け』とばかりに、フロントのほうを案内するように手で指し示した。

「あ、いえ。私は……」

　なんて返そうか困りながら愛あい想そ笑いを浮かべた私を、悠斗は黙って見ている。

　なんとか言ってよ！

　私はそう思い、彼を睨んだ。

『私はこの〝澤乃井様〟に用があるのよ、おじさん！』と言いたいのをグッと堪える。ふたりにバカにされているようでムカムカする。

　まったく、昨日といい今日といい、悠斗と一緒にいると、なんでこうイライラさせられるのかしら。

　すると悠斗が私の肩に手を置いて、自分のほうへグイッと抱き寄せた。

「ちょっと！　やめてよ！」

　思わず声を上げたけど、彼は私を無視して、ニコニコしながら顔を支配人のほうに向けて言う。

「支配人、この女性は私の婚約者です。お気遣いは無用ですから」

　ええっ!?　涼しい顔してなに言ってんのよ！　まだ婚約者だと決まってはいないでしょ！

「こ、これは失礼いたしました！　ご婚約なさったとは存じ上げませんでしたので！」

　支配人は額にうっすらと汗を滲ませながら、ペコペコと私たちに頭を下げた。

　いや、そんなに謝らなくてもいいって。

　私はさっきとは対照的に、支配人が気の毒に思えてきた。

　肩に置かれたこの手はどうしたらいいの？　振りはらうにもタイミングが……。

　私は悠斗をチラリと見上げた。彼は昨日、うちのお母さんの前で見せたのと同じ表情で笑っている。また〝いい人〟を演じているんだ。

「では、プレジデントスイートをご用意いたしましょうか？　本日は空きがございますが」

　ぎゃー！　支配人、気は確かなの!?　なに言ってるのよ！　部屋なんて取らないってば!!

「……あの」

　さすがに焦って、断ろうと私が口を開いたのと同時に、悠斗が話しだす。

「いや、それよりも今日はブライダルサロンの予約をしてあるんだが。直接行けばいいのかな？」

　は？　ブライダル……なんですって？

「さようでございましたか！　承知いたしました。しばらくお待ちくださいませ」

　支配人はまた小走りでフロントに戻っていった。私はその様子をポカンとしながら見送る。そしてフッと我に返った。

「ちょっと、ブライダル……なんとかってなによ。勝手なことばかり言って」

　隣ですましている悠斗に突っかかるように尋ねる。彼は笑顔のまま、小さな子供にするように私の頭を優しく撫でた。

「いや、結婚式のこととか決めなきゃいけないだろ。君の衣装だって。挙式はここのホテルでいいよな。ウエディングドレスの品しな揃ぞろえは都内で一番だ。ここの衣装が気に入らなければ、また日を改めて違うホテルへ決めに行こう」

　さも自分の話していることが当然の流れであるかのように、すらすらと話す彼を見ながら、私は思わず首を傾げる。

　言っている意味がよくわからないんですけど。もう結婚は決まっちゃってるわけ？お母さんといい、こいつといい、私に選択の余地はないわけ？

　展開が早すぎて、頭がついていかない。

「あの、私、結婚するってあなたに言ったかしら。勝手に婚約者だなんて紹介したりして。私は昨日、お見合いの途中で逃げだしたのよ。あなたはそんな私でいいって言うの？」

「いいもなにも、俺は君と結婚すると言ったはずだ。澤乃井との結びつきは、鹿島の大きな利益に繋がると。また同じ話を繰り返したいのか」

　なっ、なによ、偉そうに。だから、会社がどうとか私には関係ないんだってば。お母さんが勝手に盛り上がっているだけで。

　でも、今そんな話をこの人にしても、どうせまた言い返されるに決まっている。

「ほら、行くぞ」

　ぷーっとむくれる私の手を悠斗が無遠慮に引っ張り、歩きだす。

　そのままフロントにたどり着くと、彼はこのホテルの最高責任者であるはずの先ほどの支配人を、当然のように軽く呼びだした。

　こんなふうに振る舞えるなんて、よっぽどのお得意様なのかしら。まさか、毎日のようにこのホテルに女性を連れ込んでいる常連だとか？

　まあ、それもありえなくはないわね。モテそうだもの。そうよ。きっとそうだ。

　そんなことを考えていると、支配人がフロント奥のスタッフルームから飛びだしてきた。

「大変お待たせいたしました、澤乃井様。準備が整いましたので、こちらへどうぞ」

　支配人はそう言いながら先に立って歩きだした。私も悠斗に手を引かれるままに、仕方なく前に進もうとしたそのとき。

「あら、悠斗！　どうしたの？　偶然ね」

　後ろから声がして、私たちは揃って振り返った。

「菜な緒お子こ」

　悠斗が親しげに名前を呼んだその女性は、身体のラインがはっきりわかる真っ赤なタイトワンピースをサラリと着こなしている。

　派手めな化粧を施した、なかなかの美人だ。彼女は高いヒールの靴でカツカツと軽快な音を鳴らしながら、悠斗に近づいてきた。

「今日はどうしたの。忙しいあなたとこんな時間にこんなところで会うなんて。ホテルの視察にでもいらしたの？」

「いや、今日は所用でね。君こそ元気そうだね」

「嫌だ、元気なんてないわよ。あなたが最近ちっとも相手にしてくださらないんですもの」

　その女性は、誘うような艶やかな視線を悠斗に投げかけながら、豊かな胸を強調するように身体をくねらせて言った。だけどそれには目もくれずに、彼は淡々と言葉を返す。

「また近いうちに食事にでも誘うよ。じゃあ、急ぐから」

　面倒くさそうに彼女をあしらうような言い方で話したあと、再び歩きだそうとした悠斗に、彼女は食い下がる。

「ちょっと待ってよ。お連れの方は紹介してくださらないの？」

　え？　私？

　突然、話の矛先が自分に向けられてぎょっとする。

　彼女の顔を見て、その視線に明らかな敵意を感じた。私の全身を上から下まで舐なめるように見つめている。

　なんなのよ、この人。

　私も負けじと、彼女の目をまっすぐに見つめ返した。なぜだか、ここでひるんではならないと感じた。火花が散るようにお互い睨み合う。

「彼女は、鹿島百合子さん」

　彼の簡単な紹介で、『菜緒子』と呼ばれた女性の眉がピクリと動いた。

「鹿島……？　鹿島ホームの……？　そう、あなたが」

「ああ、そうだ。俺は彼女と結婚する」

　涼しい顔でこともなげに言う悠斗とは裏腹に、菜緒子さんの眉はみるみるつり上がり、目は大きく開かれる。

「悠斗、本気なの!?　鹿島ホームよりもうちのほうが断然格上じゃないの！　それに、失礼だけどあなた、年はおいくつ？」

　声を荒らげて尋ねてくる彼女には、もう笑顔で話す余裕はないようだ。

「彼女は二十歳だ」

　私の代わりに悠斗が答えた。

「まだ子供じゃない。あなたと七つも離れているわ」

「年齢は関係ない。急ぐから失礼するよ」

　彼女の返事も聞かずに、悠斗は再び私の手を引いて歩きだす。

「ちょっと、悠斗！」

　菜緒子さんが呼びかけるけど、もう彼は振り返らない。私を引っ張り、ずんずん進む。エレベーターの前で待機していた支配人にひとこと「すまない」と詫わびて、そのままエレベーターに乗り込んだ。

　隣の悠斗をそっと見上げる。相変わらず不機嫌そうに黙り込んでいる顔を、じっと見つめた。

　うん、やっぱりいい男だわ。〝容姿端麗〟とは、この人のためにある言葉のような気がしてくる。

　二十七歳なんだ。結構年上だったのね。だったらなおさら菜緒子さんの言うとおり、私なんて相手にしなきゃいいのに。彼のまわりには、菜緒子さんみたいに魅惑的な大人の女性が溢れているはずなのに。

　変な人。そう思っていると、ふと彼が私を見た。パチリと目が合い、ドキッとする。

　私はごまかすように彼から視線を外し、ガラス張りのエレベーターから吹き抜けのロビーを見下ろした。そこに菜緒子さんの姿はもうなかった。

　彼女が悠斗のことを好きなのは間違いない。悠斗もそれに気づいているんだろう。なぜか胸の奥がザワザワしてきた。

　――ポーン。

　しばらくしてエレベーターのチャイムが鳴り響き、ドアがスッと開いた。

「お待たせいたしました。十七階でございます。ブライダルサロンは右手です。さあどうぞ、こちらです」

　丁寧に説明しながら、支配人が案内する。

【南急ブライダルサロン】と書かれた西洋風の大きなドアが開き、中に入ると、目がチカチカするほどの金色を基調にしたガラス張りの棚が正面奥にあった。その中には色とりどりのドレスがズラッと並んでいる。

　手前のショーケースの中には、キラキラの指輪やネックレス、ピアスなどがライトアップされて惜しみなく輝いていた。

「わあ……！」

　思わず感嘆の声を上げてしまった。悠斗がそんな私をチラリと見て、フッと微かに笑う。

「好きなものを選ぶといい。ここにあるのは貸し衣装だが、同じものをオーダーして買い取ってもいい。指輪もどれでもいいぞ」

　そう言われて我に返る。

　はっ!!　しまった、私ったら！　嬉しそうな声を出して。こんなものでごまかされないわ。

　だけど、ここにあるものはすべてが女の子の憧れ。誰だって感動するはず。

　昨日出会った人といきなり婚約で、その上、衣装選びだなんて。どうしたらいいの？来週も大学の仲よしグループの子たちと、合コンの予定が入っているのよ。私はなんでこんなところにいるの？

　私がぼんやりしていると、悠斗が頬をちょんとつついた。

「百合子、どうした？　気分でも悪いのか」

　振り返ると、彼は無表情のまま尋ねてきた。

「い……いいえ、なんでも」

「じゃあ早速、気に入ったものから試着していってくれ。俺はここで見てるから」

「今着て、あなたに見せるの？」

「当然だろ。今日中に衣装を決めて式を急がないと。合併を少しでも早めないとな。それに、百合子のセンスを俺以外の誰が評価するんだよ。選んだものが致命的に似合わないかもしれないじゃないか」

　この男……！　ひとこと多いのよ！　なにが合併よ！　そんな理由じゃ結婚するのは嫌だって言ってるのに。

　だけど、悠斗もお母さんも私の意思なんてお構いなし。今はおとなしく言うことを聞くしかないか。

　よし、こうなったら片っ端から試着して、何時間も付き合わせてげんなりさせてやろう。

　そう思い直し、私は彼を見て笑いながら言う。

「そうね、あなたに判断していただくしかないものね」

　ものわかりのいいふりをして適当に一着を取りだすと、フィッティングルームに入った。

　あの男、本気なのかしら。会社絡みの結婚なら、もちろん別れられないだろうし、さっきから無表情で全然楽しそうにも見えない。

　確かに私も楽しんでいるわけではない。この先どうなってしまうのか、大きな不安がある。結婚は、こんなにあっさりと人に言われてするものではないはず。一生共に生きていくわけでしょ？

　私たちの選択はお互いを不幸にするだけのような気がしてならないけれど、彼は怖くはないのかしら。

「苦しくありませんか？」

　突然話しかけられ、ドキッとする。振り返ると、衣装を着せてくれている着つけ担当の女性が、私を見て返事を待っていた。

　あ、なんだ。ドレスのサイズがきつくないか聞かれているのね。

「はい。大丈夫です」

　答えながら、ドキリとした理由を考える。頭の中で考えていたことが知られてしまったような、なんだか不思議な感じだ。その女性の尋ね方が、私が考えていたことと偶然重なって、悠斗に対する気持ちを問われたようで一瞬焦っちゃった。

　私……まさかね？　昨日出会ったばかりの人に対して、ありえない。

　でも、さっきの菜緒子さんのことを考えると、なんだかムカムカしてくる。

　いや、きっと私をバカにしたような彼女の態度が気に入らないだけよ。これは嫉しっ妬となんかじゃない。どうやって断ろうか、ついさっきまで考えていたんだから。

「はい、できましたよ。よくお似合いですわ。こういった鮮やかな色のものは、なかなか着こなせる方がいらっしゃらないんですよ。お客様はお顔立ちがはっきりされていますから、ドレスの色に負けないんですね。本当にお綺麗です。早くお見せしないと、お連れ様がお待ちかねですわね」

　わざとらしいほどに褒めちぎられて赤くなる。悠斗もそう思ってくれるのかしら。

　……いや、別に待ってないでしょ。しかも適当に選んだドレスだから、私もあまり好きなデザインじゃないし。

　そう思いながらも鏡を見ると、なかなかイケてる感じ。綺麗な紫色のシフォンドレスだ。

　本当なら、最初は純白のウエディングドレスから選ぶほうが自然なのかもしれないけど、あえて奇抜な色のカラードレスから選んだ。

『あなたの色に、染まりたい』

　純白のドレスにはそんな意味があると聞いたことがある。でも、今回の結婚には私の意思などまったく関係ないから、これは私なりのささやかな抵抗。そんな思いが果たして悠斗に伝わるのかは疑問だけど、せめてちょっとでも困らせることができればいい。

　大きく広がったスカート部分には、無数のリボンがついている。胸元には散りばめられたビーズがキラキラと輝く。少し派手な気がするものの、こうして着てみると意外と悪くない。このドレスは、私のためにあるような気さえしてくる。

　私は顔つきが派手めで、きつく見られがちだから、こういった強めの色の服は着ないようにしている。わざと嫌いな色を選んだのに、自分で言うのもなんだけど、彼を困惑させるはずがどうして似合っちゃうのよ。

「お待たせいたしました」

　着つけの女性が、シャッとカーテンを開ける。悠斗はサロンに置かれている雑誌を読んでいたようだったけど、パッと顔を上げて私を見た。なんだか唖あ然ぜんとしているような表情だ。

　自画自賛して浮かれていたのに、あなたはきっと意地悪な言い方で『似合わない。やり直し』って言うんでしょ。

　わかってるわよ。好きなだけ文句を言えばいい。あなたになにを言われても動じたりしないんだから。どうせ、好きでもない政略結婚の相手のウエディングドレスなんて、興味ないでしょう。

　私は心では強気なことを考えながらも、思わず俯うつむいていた。豪華なドレスを着たのに、こんなに惨みじめな気持ちになるなんて。

「うん。なかなかいいんじゃないか？　似合ってる。可愛いじゃないか」

　意外な言葉が聞こえた。

　私が驚いて顔を上げると、悠斗は立ち上がって目の前まで来ていた。そして私のまわりをくるくる回って、前からも後ろからも丹念に観察している。

「あの、悠斗」

　私が『恥ずかしいからあまり見ないで』と言おうとしたとき、彼は笑いながら私を見つめた。

「よし、まずはこれだな。上出来」

　そう言うと、着つけの女性を手招きした。

「これと同じものを新調してもらえるかな」

　そして、そのままあっさりと注文してしまった。

「はい、承知いたしました。ありがとうございます」

　悠斗の言葉に、着つけの女性がいそいそと一旦席を外す。今度は私が呆あっ気けに取られる番だった。いきなり一着目から、私に確認もしないでオーダーするなんて。面倒だからなのか、あまりに手抜きな選び方に思える。

　私はなんだか無性に悲しくなってきた。

　なんで、こんな……私のことを好きじゃないにしてもあんまりだわ。

「百合子、今の紫色のドレスとは違うデザインで、今度は白いドレスを探してくれ」

　にこやかに話しだした彼を、キッと睨んだ。彼はそんな私の顔を見て話をやめる。

「……百合子？　どうした」

　きっと私の目には涙が滲んでいるだろう。悔しいから隠したいのに、彼から目が離せなかった。

「あなたにとっては、些さ細さいなことかもしれないわ。だけど、結婚式は一度きりなのよ。ドレスを選ぶ自由さえ私にはないの!?　私の意思なんて本当にどうでもいいのね」

　たまりかねて、思ったことを一気に話す私を、悠斗は驚いた顔で黙って見ていた。

　私たちはしばらく無言でお互いの顔を見つめ合う。すると、しばらくしてから悠斗が突然ニッと笑った。

「バカにしてるの!?　なんなのよ！」

　彼は顔に微笑みを浮かべたまま、興奮する私とは対照的に、落ち着きはらって静かに言う。

「君は今、『一度きり』って言ったね。そうか、ようやく俺と結婚する気になったんだな。よかったよ、了承してもらえて」

「え……あ、違うわ。そうじゃなくて」

　自分でもわからないうちに、思わず口にしていた。

　どうでもいいはずなのに、悠斗が自分に興味のないそぶりを見せるたびに、やりきれない気持ちになる。

「俺はただ、さっきのドレスは本当に君に似合っていたから、いいと思って。しかも選ぶ権利は君にあったはずだろ。最初にあのドレスを選んで着たのは君なんだから。どうしてそれに決めたらダメなんだ」

　ギクッとする。適当に選んだのがバレてる？

「いや、ダメってわけじゃ。私はただ……」

　さっきまでの勢いが途端にしぼんでいく。しどろもどろになりながら言葉を探す。

「さっきから、なにをそんなにイライラしてるんだ？　……ひょっとしたら菜緒子のことを気にしてるのか？」

　悠斗は意外そうな声を出して、私のことを観察するように見つめた。

「バッ、バカ言わないでよ！　なんで私がそんなこと気にするのよ！」

　私が取り乱すと、彼はまたニタッと口角を上げる。

「ふぅん？　ま、いいけど」

　なんだかこの人、急に機嫌がよくなってない？　さっきよりもニコニコしている。きっと私をからかって気分がよくなったんだわ。本当にどうかしている。

　それに、無駄に笑顔を振りまかないでよ。みんな注目しているじゃない。ただでさえ目立つ容姿なのに。

　ほら、あの受付の子も、向こう側にいるお客さんも、店員も、みんな悠斗を見て顔を上気させている。

　……って、別に見られてもいいじゃないの、と自分でツッコんでみる。

　私ったら、なにを動揺しているのよ。

　でも、彼の言うとおりなんだかイライラする。どうしてなのかわからない。

　当の本人は周囲の視線もお構いなしで、ニコニコしながら純白のドレスのショーケースを眺めている。そんな彼にひとりの女性が話しかけて、ふたりでドレスを見ながら楽しそうに会話を始めた。

　ひとり取り残された私は、その場に立ちつくしている。無駄に豪華なドレスを着込んだままだ。

　なんだかやりきれなくなって俯くと、支配人が私に近づいてきた。

「こちらでよろしいでしょうか。ご確認をお願いしたいのですが」

「はい？」

　顔を上げてふと見ると、彼は両手で大切そうに持っている白くてふかふかしたものを私に近づけた。お盆のような金色の入れ物の上に、小さなクッションが乗っている。その上には、大きなダイヤモンドの指輪が、照明に反射してわざとらしいほどに光っていた。

　え？

　それを見て、息が止まりそうなほどに驚いた。

　返事に戸惑って黙っていると、いつの間に戻ってきたのか、悠斗が私の隣からスッと手を出した。その指輪をひょいとつまみ上げ、私の左手を取り、スマートな仕草で薬指にはめた。

　私は自分の左手を、目を見開いて見つめる。

「うん、似合ってるな。支配人、これでいい」

　悠斗がそう言うと、支配人はにこやかな顔で丁寧に頭を下げ、離れていった。

「あの、これ……」

　薬指を眺めながら呟く。なにを言ったらいいかわからなかった。

「婚約指輪」

　それがどうしたと言わんばかりの口調で、彼が手短に答える。

「……困るわ。まだ決まったわけじゃ……」

「まだそんなことを言っているのか。さっき結婚すると決めただろう。それとも、もしかして指輪が気に入らないのか？」

「や、そうじゃなくて。こんなに大きな……高いんじゃないの……？　それに、私が決めたわけじゃ……」

　おろおろしながら私が言うと、悠斗はクスッと笑った。

「俺を誰だと思ってんの？　値段なんてどうでもいい。そんなことより、百合子が気に入るかどうか」

　相変わらず、なんて俺様な発言……。しかも、やっぱり私の話を無視して自分の考えばかり。もう反論するのも疲れてきた。

　でもこれ、絶対、半端なく高いと思うんだけど。何百万じゃ買えない気がする。だとすると……。

　いろいろ考えながら固まっていると、悠斗が屈かがみ込んで顔を覗いてきた。

「百合子、機嫌直った？　菜緒子に会ってから、ずっと百面相しながら怒ってるだろ。あんなの関係ないのに嫉妬して、本当に子供だな」

　ムカッ！

　私は指輪から視線を外して彼を見上げ、睨んだ。

　なんでそんなに私を苛いらつかせるのがうまいのよ。しかも、怒っているのは彼女の態度によ。嫉妬なんてしていないのに自うぬ惚ぼれちゃって……！

　そう思ったけど、口には出さなかった。なんだか悠斗の機嫌がとてもよさそうだったから。

　フン、とばかりに彼を無視して、再び左手を見る。

　でも、本当に綺麗。見たこともない大きさの宝石が私の薬指で輝いている。信じられない。お母さんの宝石箱にだって、さすがにこんなに大きな石はない。

「澤乃井様、そろそろお召し物を替えられますか？」

　さっき悠斗とふたりで仲よくドレスを見ていた女性が声をかけてきた。その人は、うっとりと悠斗を見つめながら返事を待っている。着替えるのは悠斗じゃなくて私なのに、私のほうをチラリとも見ない。

「そうだな。じゃあ百合子、着替えを……」

　私の顔を見た瞬間、悠斗はピタリと動きを止めた。

　私はその女性のあからさまな態度が気に入らなかった。たぶん今、とても嫌そうな顔をしていると自分でもわかっている。でも止まらない。今日の私は少し変。

　悠斗がその女性に下がるように合図をすると、彼女は残念そうな表情になって私たちから離れた。

「ゆーりこ。また怒ったのか？　面倒くさいな」

　自分でもなぜだかわからない。悠斗に他の女性が近づくたびにムカッとくる。

「またひとつ百合子のことがわかった。やきもち焼きなんだな。まあいいけど」

　悠斗はニコニコしながら優しい声で言った。

　笑い事じゃない。なにがそんなにおかしいのよ。

　悠斗が言っていることは違う。やきもちなんて焼くはずない。今まで、付き合った人に対してそんな感情を持ったことはなかった。私はいったいどうしてしまったんだろう。

「仕方ないだろ。勝手に向こうが寄ってくるんだから。そんなに怒るなよ」

　だから、別にそんなんじゃない……って言える？

　そうなのかもしれない。私は嫉妬しているのかも。

　でもなんで？　まさか本当に、悠斗の言うとおり、好きになってしまったの？　こんなに短い期間でそんなことがありえるのだろうか。

「俺はまだ君のことをあまりよく知らないし、君もそうだ。だけど、百合子と結婚すると決めた以上は、他の女性とどうにかなろうだなんて思わない。結婚とはそういう契約だろ」

　契約……そうなの？

　最後のひとことが心にチクリと刺さる。笑顔を崩さずに私を見ている彼は、自分の言っていることがさも当然であるかのような態度。

　違和感を覚えるけど、悠斗の堂々とした様子を見ていると、私の考えが間違っているのかもしれないとも思う。

　頭が混乱してわからなくなってきた。私は薬指に輝くダイヤモンドを眺めて、呆ぼう然ぜんとしていた。

「だから百合子も、他の男と仲よくしようだなんて思わないことだな。その指輪は外すなよ」

　悠斗の顔から笑みが消え、命令するような言い方をした。

　やっぱりなにかが違う。私が欲しいのは、大きな花のバスケットでも、光り輝くダイヤモンドでもない。私が悠斗に望むものはなんなのか。自分はどうしたいんだろう。

　無性に腹が立ったり、イライラしたり、ドキドキしたり。昨日から、自分でもよくわからない気持ちを持て余している。

　悠斗は黙ったままの私を見ながら、ため息をひとつついた。

「そんなに俺が嫌なのか？　じゃあ、鹿島社長に俺から話してみるか。百合子からは断りにくいだろう。仕方ないな。俺だけがその気になってもうまくはいかない。残念だが、今回の話は白紙に戻そう」

　私は彼の新たな提案に驚いて、その顔を見た。優しく笑いながらも寂しそうな表情で私を見ている。

　え？　結婚することをやめるって言ってるの？

　今まで私が考えていたことは、結婚することが前提の話だ。

　いきなり降って湧いたような結婚話だったけど、私なりに悩んで、考えていた。今になって白紙に戻すなら、初めから強引に進めなければよかったじゃない。

　そりゃあ私だってよくない態度ばかりで、可愛げはなかったと自分でも思う。でも、だからといってこんな中途半端な状態で今さら投げだそうとするなんて。菜緒子さんとでもまたお見合いをするつもり？　自分勝手すぎる。

　考えているうちに、またしてもムカムカしてきた。やめるだなんて、ありえない。

「そうじゃないの。そんなことを願ってはいないわ。すべてをやめれば丸く収まるわけじゃない。私の心の中はね」

「どういうことだ？」

　突然話しだした私を、悠斗が不思議そうな顔で見つめる。だけど、なにを言えばいいのか……。

「あの、嫌じゃないのよ」

「え？　なんだって？」

　ぎゃー！　なんて言おう!?

　焦り始めた私を見ながら、悠斗が顔をしかめる。

「嫌なわけじゃないの。なんだか違和感があって」

「違和感？」

「結婚は契約だとか言われて少し戸惑ったの」

　なにを言うつもりなの、私!?

「と、とにかく。私はやめないわよ！」

「は？」

「あなたと結婚すること！」

「それって、どういう意味？」

　悠斗が首を傾げた。

「あなたは私と結婚するの！　白紙になんて戻さない。もうこの指輪は外さないから。悠斗が私にさっきそう言ったんだから」

　大きな声で言ったあとで、私は口を押さえた。

　私、今、なんて……？

　自分でも今言ったことが信じられなかった。焦りと勢いで、つい口走ってしまったのだ。悠斗も唖然としている。

　私ったらもしかして、逆プロポーズ!?

　えええ!?　どうしよう!!　なに言ってるのよ!!

　今さらおろおろする私を見て、悠斗はクスリと笑った。そして私の頭に手を乗せて、ポンポンと叩く。

「うん、わかった。結婚しよう」

　そう言って、私の目の高さに屈んで私と視線を合わせると、そっと唇を重ねてきた。

　うわ！　みんなが見てるってば！

　サロンにいる女性たちが「きゃっ！」とどよめく声が聞こえる。

　嫌だ！　恥ずかしい！

　一瞬そう思ったけれど、触れ合うだけの優しく柔らかい彼の口づけに抵抗できない。私も気づけば、目を閉じて受け入れていた。

　それから唇を離して静かに見つめ合う。

　頭がぼんやりしていて、自分の言ったことも、彼のしたことも、すべてが夢の中の出来事のように思えてくる。

　そんな気持ちでぽーっとしながら悠斗を見つめていると、彼が突然ニヤリと笑った。

「ちょっとカマをかけるつもりが、大きな収穫だったなあ。まさか百合子から愛の告白をされるとはな。これで、君が俺を好きなのがよくわかったよ」

　……カマ？　結婚するのをやめると言ったのが？

　ええっ!!　私、この人にまんまと乗せられちゃったの？　私が悠斗を好き？　そんなこと言ってはいないのに！

「嫉妬は鬱うっ陶とうしいけど、可愛いからまだ許せるな。とりあえずこれからよろしく、奥さん」

　悠斗にそう言われて、ボッと火が点いたように顔が熱くなる。

「そうと決まれば、白のウエディングドレスを選んでから食事に行くぞ。実はさっき、二着ほど百合子に似合いそうなのがあってさ。着て見せてくれないか」

　先ほど女性と話していた彼の姿を思い出す。

　なんだ。さすがにナンパされていたわけじゃなかったのね。

　悠斗がそっと私の背中に手を添えて歩きだそうとした、そのとき。サロンの入口のドアが開き、ひと組のカップルが入ってきた。

「いらっしゃいませ」

　にこやかに出迎える声につられて、何気なくそちらを見る。

「高たか橋はしくん？」

「え、百合子……？」

　そのカップルの男性を見て、思わず名前を口走ってしまった。彼のほうも同じように、私を呼んでしまった様子だ。

　私の背中に触れている悠斗の手が、ピクリと動く。

　あ、まずい。

　そう思ったけど、高橋くんから目が離せない。彼も私を見たまま動きを止めていた。高橋くんの隣の彼女が、怪訝な顔で彼を見ている。

　このまま通り過ぎるわけにもいかず、無理やり笑顔を作って彼に話しかける。

「高橋くん、元気だった？　私は元気よ」

　彼も明らかに、作り笑いだとわかる笑顔で答える。

「うん、元気だよ。百合子……さんも、結婚するの？　おめでとう」

「高橋くんも……おめでとう」

「ありがとう。じゃ、また」

　何事もなく私はにこやかに通り過ぎようとした。

　しかし私の隣の男が、それを許すはずはなかった。悠斗はくるりと向きを変えて高橋くんのほうを向くと、ニコニコしながら私に言った。

「百合子、紹介してくれないのか？　お友達を」

　友達じゃないってば。きっとわかっていて言っているのね、嫌味なやつ……。

　しかもわざとらしいほどの笑顔。なにかを察知したんだろう。

　だけど高橋くんとはもちろんとっくに終わっているから、今さらやましいことなんてなにもない。紹介くらいしてもいいかと思い、なんでもないふうに悠斗に言う。

「こちらは高橋智とも也やさん。ええと、友人なの」

　本当は元彼なんだけど、さすがにそうは言えなかった。

「高橋くん、こちらは……」

「百合子の婚約者の澤乃井悠斗です。よろしく」

　私が紹介する前に、悠斗は自分から名乗り出た。

「高橋です。こちらは来月結婚する彼女の梨り花かです」

　高橋くんの隣の女性がペコリと頭を下げた。

　ふぅん、この子か。一年前に高橋くんを誘い、私から寝取った女は。

　一時期はこのふたりを殺してやりたいほどに憎んでいた。苦しくて、悲しくて、自分でもどうしようもなかった。

　でも今は、不思議と心が痛まない。気持ちは至って平穏。だけど、もしもふたり揃って私の前に現れたのが一おと昨と日いより前だったなら、傷ついたのかもしれない。

　悠斗と出会う前だったなら……。
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　思い起こせば一年前。高橋くんと私は誰もが羨うらやむような仲のいい恋人同士だった。

　高橋くんとは友人の紹介で出会い、社会人で大人っぽい彼に、私はたちまち夢中になった。

　私は純粋に彼が好きで、彼もきっとそうに違いないと信じていた。大切に扱われて幸せを感じる日々、彼が私を傷つけるだなんて思ってもみない毎日だったからこそ、なおさら許すことができなかったのかもしれない。

「もうっ!!　信じられない！　どういうつもりよ!!」

　彼のアパートで、下着姿の女と玄関で鉢合わせた直後、私は叫ぶように言った。

　そのまま部屋へ飛び込むと、リビングでおろおろしていた彼の頬を力任せに殴りつけた。

「ゆ、百合子。違うんだよ。なにもないってば！」

　頬を押さえながら否定する彼の話は聞かずに、終わりを告げる。

「もう連絡してこないで！　二度と会う気はないから！　最低!!」

　呆然と事の成り行きを部屋の隅で見ていた女の顔は、覚えていなかった。

　今になって思えば、彼女があんな格好で来客を出迎えたこと自体が不自然だ。彼女は高橋くんを好きだったんだろう。なにもなかったという彼の話は本当だったのかもしれない。だけど、冷静さを失っていた私に、そんなことを考える余裕などなかった。

　私は勢いよくドアを閉め、雨の降る中、外に飛びだした。

　それ以来、彼とは会っていなかった。

　何度か校門で私を待つ彼を見かけたけど、避けて逃げた。電話やメールも無視していると、そのうち彼の姿を見かけることはなくなった。

　あの当時の出来事すべてが、昨日のことのように頭に蘇よみがえる。最近では思い出すことはなかったのに、記憶の中の彼の姿は不思議なくらいに鮮明だった。
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　ふと現実に戻ると、悠斗が高橋くんを見下ろし、じろじろとぶしつけに不機嫌そうな表情で眺めていた。そんな悠斗の気迫に、高橋くんはなにも言えずに戸惑っている。

　しばらくしてから、悠斗はひとことだけ低い声で言った。

「……まあまあなんじゃない」

　ちょっと、どういう意味よ！　失礼でしょ！

　高橋くんは、どこを見たらいいのかわからないように目をきょろきょろと動かす。梨花さんも私を覚えているのか、ばつの悪そうな表情だ。

「ゆ、悠斗。もういいでしょ」

　私が悠斗の腕を引っ張ると、彼はその手を払った。そして高橋くんの前に一歩進み、彼の顔をまっすぐ見ながらしれっと言った。

「お互いに幸せになりましょう、た・か・は・し・さん。もう会うこともないだろうけどな。というか、会いたくない。百合子にも二度と会わないでくれ。不愉快だ」

　なっ……！　なによ、その態度はっ！

　私は信じられない気持ちで悠斗を見上げた。もはや先ほどの笑みのかけらもない、冷たい表情を浮かべている。明らかに怒っているのがわかる。

　高橋くんは返事もできずに、目を見開いて悠斗を見たまま固まっている。

「悠斗！」

　私は無理やり悠斗を引っ張って、サロンの奥に移動した。

「なんなのよ、今の態度！」

「……あの男、昔の恋人だろ」

　どうしてそんなことがわかるのよ。

　私が悠斗から目を逸らすと、彼はクスッと笑った。

「彼の目が語っていたからな。あれは今でも百合子が好きだね。まさか、百合子も未練があるのか」

「そんなことあるはずないじゃない！　彼と最後に会ったのは、もうずいぶん前のことなのよ」

　慌てて否定する。実際、一瞬だけ昔のことを思い出したけど、ただそれだけ。

　だけど悠斗は、私が高橋くんとの記憶をたどったことを見破ったのかもしれない。

「百合子がもう忘れているのならば、過去の男のひとりやふたりくらいどうでもいいけどな。彼もあそこまで言えば諦めるだろ」

　呆れた。なにを牽けん制せいしているのよ。まだ高橋くんを好きだなんて、あるはずないことなのに。意外と子供っぽいところがあるのね。

　私よりも悠斗のほうが子供じみているのではないかと思う。

「君はもう俺のものだから、他のやつに色目を使われても困るんだよ。俺のことだけを考えてくれないと」

　艶やかな視線で私をとらえて、微かな笑みをたたえながら言う。

「なによそれ。色目なんて使わないわ」

　口では強がっているけど、心臓は破裂しそう。ドキドキして息苦しい。ごまかすように笑ってみせた。

「その笑顔を、俺以外の男には見せるなよ」

　もう、どうしたらいいのかわからない。悠斗のほうが危険だわ。他の女性にそんなふうに言ったりなんかしたら、きっとその人はたちまちあなたを好きになってしまうはずだから。

「バカじゃないの。やめてよ。自分が気をつけなさいよ。私はあなたの女性関係なんかに巻き込まれたくはないわ」

「バカは百合子だ。わかってないな」

　軽くため息をつく悠斗を横目で見ながら、私も呆れていた。自分が持つ魅力に本当に気づいていないのか、それともとぼけているのか。彼のことはまだなにも知らないんだから、今の私にはわかるはずもない。

「悠斗のほうが……！」

「そろそろご試着をお願いいたします」

　声をかけられて、話は中断された。

　それから私は悠斗の選んだ二着のドレスを試着して、そのうちの一着に決めた。ふんわりと柔らかなシフォン素材で、胸元に立体的な薔ば薇らの飾りがたくさんついている。後ろのウエストのあたりに大きなリボンが揺れていて、スカート部分のフレアは華やかに広がっている。まるでシンデレラの絵本に出てくるドレスのよう。

　こんな乙女チックなデザインを悠斗がチョイスするなんて、ちょっと笑える。だけど、すごく素敵。

　先ほどの高橋くんの一件も忘れ、悠斗と夢中になって鏡の前でドレスを見ていた。

「もう、いいっ！」

　突然聞こえた女性の大声に、サロン内が静まり返る。どうしたのかとそちらを見ると、高橋くんと梨花さんがなにかを言い争っていた。彼女は突然走ってサロンの外に飛びだしていく。

　その直後、取り残された高橋くんが、なぜだかパッと私のほうを見た。

　何事かと思いながら、私も彼を見つめ返す。すると彼はそのままこちらに向かって歩いてきた。

　え？　え？

　どうしたらいいのかわからない。隣の悠斗も話をやめて、彼の様子を窺っている。

　そのまま、彼は私たちの目の前まで来て立ち止まった。

「百合子……」

　私の名前を呼んで、突然そっと私の手を取る。

　なっ、なに？

　私が目をパチパチとしばたたいて驚いていると、高橋くんは静かに話しだした。

「俺はあれから、君を忘れた日はなかったよ。君はまだあの日のことを疑っているのかい？　本当になにもなかったんだよ。雨に濡ぬれた彼女に、シャワーを貸しただけだった。まあ、あの状況じゃ疑われても仕方ないけど」

　突然の展開に頭がついていかない。どうして今になってそんな話をするの？

　あの日、本当は彼と彼女の間になにもなかったのではないか、と心のどこかで思ったこともあった。だけど、今さらそれを認めても、時間を巻き戻すことなどできない。

「た……たとえそうだったとしても、今となってはもう、過去の話だわ」

　お互いにもう、別の道を歩き始めている。話し合っても仕方のないこと。

「君に冷たく突き放されて俺も意地を張ってきたけど、こうしてここでまた出会えたから、運命的なものを感じちゃってさ。このまま別れたらダメな気がしてたまらないんだ」

　そう言って寂しそうに笑う高橋くんに、なにを言ったらいいかわからなくなる。

　しばらく考えて、慎重に言葉を探す。高橋くんも黙って私を見つめていた。

「私たちは、もう……終わったの。これからも、なにもない」

　ようやく私の口から出た言葉。しかし彼は一瞬にして言い返してきた。

「そんなことないよ。きっとやり直せる。もう迷わないから」

　は？　な、なにを言いだしたの？　どうしたらいいの。

　高橋くんに手を取られたまま、そっと悠斗のほうを見る。私の代わりにまた意見してくれることを期待して。

　だけど、隣にいたはずの悠斗がどこにもいない。サロン内を見渡す。

「澤乃井様、お待ちください。いかがなされましたか。なにか不手際でも……」

　そのとき、入口のほうから支配人の声が聞こえた。

　そちらを見ると、悠斗がサロンを出ていこうとしているところだった。支配人が必死で引き止めている。

「悠斗っ！」

　私は高橋くんの手を振りはらってドレスの裾を持ち上げると、悠斗のほうへ向かって駆けだそうとした。

「あっ！」

　しかし、裾を踏んでその場に倒れるように転がってしまった。

「百合子！　大丈夫か！」

　高橋くんが隣から声をかけてくれたけど、自分の醜しゅう態たいと、置かれた現状に、泣きたい気持ちになる。

　どうしてよ……なぜ黙って出ていこうとしているの。

　そう思いながらうずくまったままでいると、目の前に黒い革靴が見えた。

　ハッとして顔を上げると、またしても不機嫌な表情で悠斗が私を見下ろしていた。

「悠斗……」

　私が呟くように名前を呼ぶと、悠斗はスッとしゃがみ込んで私の両腕を自分の首に巻きつけた。そのまま軽々と抱き上げられ、ふわりと身体が浮き上がる。

　目の前には悠斗の顔。至近距離で彼と目が合い、ドキリとする。

「なんだかいい雰囲気だったから。俺は邪魔かと思って帰ろうとしたけど、百合子が必死だから戻ってきた。こんなにイライラさせられる女には初めて出会ったな」

　怒って出ていこうとしていたくせに、なんでそんなに優しい顔で笑うのよ。涙が出そうになるじゃないの。

　私だって苛ついている。置いて帰るなんてありえないでしょ。

　とうとう涙が溢れてくる。惨めで悲しかった。

「おい、百合子」

　泣きたいわけじゃない。困らせるつもりもない。だけど、止まらない。

「うー……っ」

　涙を堪えているつもりなのに、視界が滲んでぼやけていく。

「百合子が悪いんだろ。なのに、なんで泣くんだ」

　悠斗がそんな私を見て、さすがに戸惑っている。

　私は悪くなんてない。高橋くんの手をちゃんと振りはらったわ。悠斗を追いかけようとした。気持ちは明らかに悠斗に向かっていたのに。

　私はそのまま、悠斗の首をキュッと抱きしめてしがみついた。抱きかかえられながらもさらにしがみついたりなんかして、まわりの人たちからしたら、私が悠斗を好きでしょうがないみたいに見えるだろう。

　だけど、離したくない。このままどこにも行かないで。

　そんなことを考えてしまう自分が信じられない。

「わかった、わかったよ。もう行かないから」

　そう言いながら抱きしめ返してくれるこの腕に、いつまでも包まれていたい。失いたくない。

「あのさ、ひとこと言わせてもらうけど」

　そう言われて悠斗の顔を見上げると、私のほうではなく、まっすぐに正面を向いている。

　私に話しているわけではない。私たちの目の前にいるのは……。

　忘れてた！　そうだ、高橋くん！

　私も悠斗の目線の先にいる高橋くんのほうを向く。彼は呆然と私たちを見ていた。

「運命とか感じるのは自由だけど、それを言うなら、俺が百合子にすでに出会ってしまってるから。俺よりあとだったんだから、君が百合子と再会したのは運命じゃなくてただの偶然。百合子も俺のほうがいいみたいだし、悪いけど手を引いてくれないか。いい加減にしてもらわないと、俺もそろそろ冷静じゃいられなくなる」

　キラキラした綺麗な笑顔だけど、話している内容はなかなかきつい。

　そう考えながらも、思わず見とれてしまう。こんなに強烈に、強引に心の中にグイグイと入り込んでくる人は初めてだ。心をいとも簡単にさらわれてしまった感覚。彼の言葉や行動のひとつひとつに惹ひかれてしまうような……。

　これが恋というものなら、私がこれまでしてきた男性とのやり取りはなんだったんだろう。

　離れたくない、離したくない、なんて思いながら誰かにすがったのは、初めてだ。

　私も高橋くんの目を見て言う。

「ごめんなさい。私はもう、あのときの真相とかはどうでもいいの。今は私には彼がいる。高橋くんも早くあの子を追いかけて。きっと待ってると思うの」

　高橋くんは両手をグッと握りしめて俯いた。

「俺たちは再会するのが……遅すぎたんだね。俺は運命だと思ったけれど、君はそうじゃなかった。君が同じ気持ちじゃないならば、ただの偶然だと言われても仕方がないな」

「私と離れてからずっと、あなたのそばにいたのは梨花さんよ。私じゃない。あなたの大切な人は彼女のはず」

　私が言うと、彼はゆっくりと顔を上げた。

「百合子は出会ったんだね。大切な人に」

　私と悠斗を交互に見ながら、高橋くんは微かに笑った。

「……うん。そうよ。とっても大切な人なの。この人は私にとって必要不可欠。彼のことが大好きなのよ」

　自然とそう答えていた。悠斗は驚いた顔で私を見る。

　そうだ。今わかった。

　私は悠斗が好きなんだ。

　心のすべてが悠斗に反応する。出会ってからの時間の短さに惑わされて、気づけなかっただけ。急速だけど確実に、彼に惹かれている。

　他の女性を見ないで。笑いかけたりしないで。私だけを見てほしい。

　怒ったり、嬉しかったり、恥ずかしかったり。泣きたくなったり、笑いたくなったり、嫉妬したりして心が乱されるのは悠斗にだけ。

　どうしてこの気持ちを、否定できるだなんて思ったんだろう。私の心からは愛が溢れて、悠斗に向かってすでに流れ出ていたのに。

「わかった。俺も、大切な人を守るよ。百合子にとって彼が大切なように、俺も今は梨花が大切だ。これまで尽くしてくれた彼女がいなくなるはずはない、と高たかをくくっていたみたいだ。ようやく気づいたよ」

　私の目をまっすぐに見つめたまま、高橋くんは言った。

　私たちふたりの関係は壊れてしまったけれど、今こうしてお互いの存在によって本当の気持ちを引きだせたんだから、ふたりで過ごした時間は決して無駄ではなかったと心から思える。

「あのね……ありがとう。……あのとき言えなかったけど、大切にしてくれて。そして、今の気持ちを気づかせてくれて」

　私が言うと彼は、私が当時大好きだった優しい表情で笑った。

「俺も感謝してる。ようやく百合子のことを本当に忘れられそうだ。……じゃあ、俺はこれで。百合子をよろしくお願いします」

　悠斗は返事をしない。ムスッとしたままだ。

　そんな悠斗の様子を気にするわけでもなく、高橋くんはそのまま私たちの前を横切ってサロンを出ていった。

　彼女とうまくいくといいな。そう思いながら彼の背中を見送る。

「お前に言われたくないってんだよ」

　ポツリと悠斗が呟いた。

　その直後に気づく。私は悠斗に抱えられたままだ。

「ちょ、ちょっと。下ろしてよ。もういいから」

　下りようと足をばたつかせる。

「ん？　ああ。どーしよーかな。百合子はすぐ他の男に目移りするからな。信じられない。この浮気女」

　悠斗は私を睨むように見ながら言った。

　高橋くんに再会したことが、そんなに気に入らないの？　しかも、私を尻軽みたいに言って。

　私が怒りの視線を向けると、悠斗はクスクスと笑った。

「はいはい。わかったよ。下ろせばいいんだろ。なんだよ、自分から抱きついてきたくせに。勝手だな」

　ブツブツ言いながら、彼は私をそっと下ろした。

「さっきは甘えて可愛かったのに、気分が変わるのが早すぎる。やっぱりまだ子供だ。ついていけない」

「なんとでも言いなさいよ。動じないから」

「へえ？　そうなのか？　なにを言っても動じないって？　本当かよ。百合子が俺に言い返すことを我慢できるわけないだろ」

　からかうように笑いながら言う。だけど本当に腹は立たなかった。

　ヤバい。悠斗の暴言に対して免疫がつき始めているのかもしれない。いちいち言い返さなくても、流せるようになってきている……？

　こんなことに慣れたくなんてないのに。まさか、恋は盲目ということかしら。自覚した途端、急に許せるようになるものなの？

　自分が彼に新しく作り変えられていく。これからどうなってしまうのか、自分でもわからない。だけど彼を選んだのは私。

　高橋くんの手を取ることなく、悠斗についていこうとした自分に、私自身が一番驚いていた。










本音




　南急ホテル最上階。三十二階のレストランで料理を待っていた。

　その間ずっと、自分の顔の前に左手をかざして、薬指に輝く指輪を飽きもせずに眺めていた。

　本当に綺麗。右手で頬杖をつきながらうっとりする。

　そんな私の様子を、向かいに座る婚約者はさらに綺麗な笑顔で、黙って見ている。

　そのとき私たちのテーブルへ、金色に縁取られた皿が静かに置かれた。

「仔こ羊ひつじのロースト、ホワイトクリームイタリアン仕立てバジル風味でございます」

　はい？　なんだって？

　……まあ、いいか。さっぱりわからなかったけれど、とってもおいしそう。

　パクリと口に入れて驚いた。

　んっ!?　おいしいっ！

「本当、百合子って……」

　悠斗が私を見つめたまま静かに口を開く。

「表情がくるくる変わって面白いな。見ていて飽きないよ。可愛い」

　そう言ってふわりと微笑む。

　出た……！　悪魔の微笑み……！

　悠斗の笑顔は魅惑的だ。ただ黙っているだけでも目が覚めるほどの美男子なのに、笑って見つめられたりなんかすると、思わず引き込まれて目が離せなくなる。気持ちをわし掴みにされて、冷静さを失ってしまう。

　私は赤くなりながら目を逸らした。

「だ、だって、おいしいんだもん。この指輪もすごく綺麗で、私の薬指にあるのが信じられない。でも、いいの？　こんなに立派なものじゃなくてもいいのに」

「バーカ。値段とか気にするなって言っただろ。遠慮するなんて柄じゃないくせに。それに、指輪はそのくらいのものじゃないと鹿島常務にも納得してもらえないんだよ」

　え？　お母さんのためなの？

　私が固まったのを見て、悠斗は慌てて補足する。

「いや、そういう意味じゃない。俺が百合子にそれくらいのことをしてあげたいっていうことだ」

　なにをそんなに慌てているのよ。別に怒ってないけど。

　でも、なんだか可愛いかも。

　うろたえる彼を初めて見て、胸がキュンとなる。

「やだ。怒ってないわよ。私もここまでしてもらえて嬉しいわ。だけど正直、まだ実感がないの。婚約とか、結婚とか。悠斗のこともまだ全然わかっていないし。これでいいのかしら……。悠斗はこれでいいと本当に思ってるの？　私のことをたいして知りもしないで結婚だなんて」

　改めて、自分の中にある素朴な疑問を悠斗に直接伝えてみる。彼は黙って話を聞いていたものの、しばらくすると意外な答えを返した。

「俺は、だいぶ前から百合子のことを知っているけど」

　どういうこと？　昨日初めて会ったよね？

「え？　それって……？」

「ま、いいんじゃない。これから俺のことを知っていけば。百合子がどう思おうと、結婚は絶対だからな。逃がさないから」

　ニヤリと笑う悠斗にゾクッとする。私は慌てて彼からサッと視線を外し、ごまかすように仔羊のローストなんとかを口に運んだ。

「悠斗は、ここのホテルのお得意様なの？　みんなずいぶん気を遣っているみたいだけど。その……よく……誰かと利用してるとか？」

　今の言い方はおかしくなかっただろうか。なんだか探っているみたい。だけど気になる。

　先ほどの菜緒子さんとか。あの人は明らかに悠斗に気がある。きっとそういう女性が彼のまわりにはたくさんいる。

　改めて、なんだかすごい人と結婚することになっちゃったなあと思う。これからも疲れるかも。常に女性の影が彼につきまといそうで、そのたびにこうして悩まされるのか……。

　私が顔をしかめていると、悠斗は楽しそうに笑った。

「あはは。どういう意味？　俺がしょっちゅう女連れでここに通っているとでも言いたいのか」

　うっ。読まれてる。

「そうじゃないわよ。ただ、なんだかホテルの人たちの態度が、他のお客さんに向けてのものとは違うなーって思ったから。それに、菜緒子さんも私を敵対視していたように思うし。あれは、その、悠斗のことが……」

　おろおろする私に、彼はあっさりと言い放った。

「百合子が心配するようなことはなにもない。ホテルの授業員たちの態度に関しては、俺がここの株の大半を持っているからだよ」

　は？　それって、このホテルの大株主ってこと？

「そ、そうなの？」

「ああ。昔ちょっと投資にハマッていたことがあって。百合子もそういうことに興味があるなら、結婚してから任せるよ。他にも株はあるから、百合子が管理したらいい」

「私が？」

　無理無理っ！　未知の世界だ。

「む、無理よっ。なにも知らないから」

「ふぅん、そう」

　悠斗はあっさり話をやめると、なんでもないように食事を再開した。そんな様子を見ながら、なんだか私と彼はスケールが違いすぎると不安になる。

　実家が事業をしていても、私には経営の知識はまったくない。大学でも、経営とはほぼ関係のない分野である建築デザインを学んでいる。

　建築自体に興味がないわけではないので、デザインやインテリアの勉強をしてはいるけど、今のところ悠斗の妻として私が力になれることなんてなにもない。

　お母さんから聞いた話によれば、私とは対照的に、悠斗は生まれながらに日本でも有数の澤乃井グループの次期トップになることが決まっていて、跡を継ぐための英才教育を受けてきたらしい。女性関係にうだうだ言いそうになった自分が、すごく小さく思える。

　負債を抱えて経営が危うい鹿島ホームなんかを引き取って、澤乃井建設は大損にならないのかしら。おそらく規模といい、業績といい、なにもかもが違う。菜緒子さんだってそんなようなことを言っていたし。

　食事の手を止めて、彼を観察するようにじっと見る。

　御曹司で、これほどの容姿で、女性の扱いにも慣れている。性格には多少の難を感じるけれど。

　本当に今回の縁談には、考えれば考えるほど疑問点が多すぎる。

　しかも、私を昔から知っていたとはどういうことなんだろう。悠斗は鹿島ホームのことすら知らなくてもおかしくないはずなのに。不思議……。

「俺に見とれてないでちゃんと食べろよ？　さっき抱き上げて思ったけど、百合子は少し痩せすぎ。俺としてはもうちょい欲しいかな。ボリュームが足りない」

　なにを言っているんだろう。どういう意味か考える。

　って、ちょっと……！

「バカ!!　エッチ！」

　私が怒ると悠斗は、「あはは」と楽しそうに笑った。




　そのあと、悠斗に送ってもらうことになり、ホテルの正面で彼の車をふたりで待っていると、ボーイがピカピカに磨き上げられた車に乗って運んできた。それからボーイに助手席のドアを開けてもらい、乗り込む。

　音もたてずに車は走りだした。隣で運転する悠斗をそっと盗み見る。

　先ほどレストランでにこやかに会話していたのが嘘うそみたいに、黙りこくっている。街のネオンに照らされた彼の顔が、不機嫌そうに映しだされていた。

　重い沈黙が息苦しい。自分がなにかしてしまったのではないかと考える。

　身に覚えはない。でも容姿端麗な人が不機嫌だと、妙な迫力がある。

「あの、悠斗」

　沈黙に耐えかねて私が口を開いたとき、車はスッと停まった。

　窓の外を見ると、大きな公園の隣にある駐車場だった。もう公園に人が立ち寄る時間帯ではないため、あたりは静まり返っている。外灯と月の明かりが車の中に微かに入り込んで、かろうじて彼の顔だけは見えた。

「悠斗……？」

　私が話そうとした瞬間、シートベルトを外し、運転席から身を乗りだした彼に突然唇を塞がれた。

　ちょ、ちょっと！　どうなってるの？

　私の頭はパニック状態だ。彼は私の顎をクイッと持ち上げ、角度を変えるとさらに強く唇に触れてくる。

　う……うわ。ヤバい。キス……うまい。

　一瞬驚いたけど、私もいつしか夢中になって彼に応えていた。

　お互いの唇の温度がどんどん上がっていくみたい。ふたりの熱い吐息が車内に響いている。角度を変えながら何度も求め合う。

　いけない。飲み込まれそう。息苦しさに、思わず吐息が声になる。

「……んっ！」

　それを聞いて、悠斗は名残惜しそうに静かに唇を離した。そして無言で私をじっと見下ろしている。私も朦もう朧ろうとしながら、彼の黒い瞳を見上げた。

「百合子」

　彼は私の名前を小さな声で呟くと、今度は私の首筋に唇を這はわせてきた。

　えっ？　ちょっと待って……！　ここで？

　あたふたと身をよじって抵抗する。でも、彼の唇の動きに合わせて背中がゾクゾクしてくる。

「ゆ、悠斗……」

　私の呼びかけに、彼がゆっくりと顔を上げる。

「痕……つけてしまったな」

　彼はそう言いながら、ひんやりとした指先で私の首筋をなぞった。瞳と睫毛を微かに揺らしながら、艶やかな視線を私に向けてくる。

「あんまり可愛いから我慢できなかった。なるべく百合子を見ないようにしていたけどな」

　それで不機嫌に見えたのか、と理解した。だけど、これは突然すぎる。

「あ……あの」

　心臓が苦しいほどに早鐘を打っている。悠斗の柔らかな唇の感触と甘い余韻が、触れられた部分に強く残っている。

　目を逸らしたいのに逸らせない。彼の黒く大きな瞳にとらわれてしまっている。

　ダメよ。いくら婚約したとはいえ、出会って間もない人とこんなこと。

　確かに、合コンを重ねていた私は、まわりからは奔放そうなイメージを持たれているだろう。だけど実際の恋愛経験は意外に乏しく、付き合った男性も高橋くんしかいない。本当は純粋なタイプなのだ。恋愛の仕方も、実はよくわかっていない。

　それなのに、どうしてこんなに心がときめくんだろう。全然嫌じゃないなんて。

　でも、悠斗にも軽い女だと誤解されてしまうのは困る。

　そんなことを考え、ためらいながら彼を見つめていると、再び悠斗の顔が私の顔にゆっくりと近づいてきた。

「ダ、ダメッ……！」

　私はそう言って、思わず悠斗の胸を両手で強く押し返していた。彼が呆気に取られた表情で私を見ている。

「ご……ごめん。違うの。突然すぎるから」

　我に返り、慌てて謝った。

「……いい度胸だね。もの欲しそうに見つめたくせに」

　悠斗がぼそりと言った。

「俺を拒んだ女は百合子が初めてだ。ふーん、そうか。俺とこんなことをするのは嫌なのか。そういう態度ならますます面白いよ。絶対本気にさせてやる」

　うっ。目が怒っている。だって、いくらなんでもいきなりすぎでしょ。しかも今までで初めて拒まれた……って、どれだけやりたい放題だったのよ。私とは正反対だわ。

　本気にさせるだなんて、本当に俺様な態度。

「いったい、なににそんなにこだわっているんだか。素直じゃないな。俺を好きになるのが怖いのか」

　月明かりに照らされた黒くて大きい彼の瞳が、私を見つめながらキラリと光る。私の心の中の柔らかい部分を見透かすような鋭い眼差しに、なにかを奪われそうな不思議な感覚が湧き起こる。

「べっ、別に、そんな……」

　慌てて視線を悠斗から逸らした。彼は短いため息をつく。

「菜緒子の言うとおり、君とは年が離れている。俺も急ぎすぎないようにしないとな。だけど……あまり待ってはあげられないから」

　はあ!?　なんでここで菜緒子さんが出てくるのか。

　その名前を聞いてムッとなった。比べられているみたいで気分が悪い。

　しかも、私がお子様だとでも言いたいの!?　大人ぶっちゃって。

「ああ、気を悪くした？　俺はこれまで同世代の女性としか付き合ってこなかったからな、子供の相手は慣れていない。今は百合子の機嫌を取るための飴あめを持っていないから、どうにもできない」

　悠斗はバカにしたような投げやりな言い方で話しながら、身体を運転席に戻し、正面を向いた。

「なによ、飴って。失礼だわ」

　そんな悠斗に反論する。あんまりな態度だ。

「これまでの女なら、俺のキスで充分だったのに。百合子は面倒くさい」

　わざと私を挑発するような言い方を続ける悠斗に、私の怒りはだんだん増していく。

「これまでの女って。よく今そんなことが言えるわね」

　結婚したいと初めに言ったのは、悠斗のほうでしょ？　過去の女性と比較されても、私は私だからどうしようもない。

　高橋くんのことを怒っているのか、私が拒んだことを怒っているのかわからないけど、はっきり言えばいいのに。回りくどさに苛つく。

「言葉も選ばなきゃいけないのか。ちょっとした会話にさえ気を遣わなくてはならないんだな」

「悠斗がいつ、私に気を遣ったのよ？　いつも言いたい放題だと思うけれど？」

　彼は私の問いかけに返事もしないで、シートベルトを締めようとドア側に手を伸ばした。だけど、私が小さな声で呟くと反応して手を止めた。

「ん？　なんだ？」

　私の声が聞こえなかったらしく、聞き返される。

「子供扱いしないでよって言ってるの!!」

　自分でも声の大きさに驚く。悠斗もぎょっとした顔で私を見た。

「ええ、ええ。私はあなたから見ると確かに子供だわ。だけど、そんな私と結婚すると言ったのは悠斗なのよ。今まであなたと仲よくしてきたのは、菜緒子さんみたいな大人ばかりなんでしょ」

　言いだしたら止まらない。心の中にあるものを全部吐きだすように続ける。

「だから何度も聞いてるじゃない。本当にこれでいいのかって！　結婚相手は私でいいのかって！　嫌ならさっさとそう言いなさいよ！　今ならまだ白紙にできるから！」

　一気に大声で話したから息が切れた。肩で呼吸を整えながら、彼を見つめる。

　悠斗もポカンとしながら目を見開いていたけど、伏し目がちに俯くと、言いにくそうに口を開いた。

「嫌なわけ……ない。もともと……俺が割り込んだんだ。澤乃井は鹿島ホームの危機に関わってはいなかった。俺が、無理やり頼んで、破格の条件で……」

　今度はなんの話？　わけがわからず首を傾げる。

「俺は、ずっと前から百合子が好きだ」

　先ほどとは別人のような艶のある視線を私に向ける。甘く響くその低い声が、私の耳を優しくくすぐる。

　そんな悠斗をうっとりと見つめているうちに、私は怒りを忘れそうになる。

　……なにを言いだしたの？　しかも……『好き』って。

　えええっ！　今、『好き』って言った!!　そうなの!?

　我に返って聞き返す。

「好きになるように努力中なんでしょ？　言い方を間違えているんじゃないの？」

「努力なんか必要ない。とっくにハマッてる、ずっと前から。そう……ずっと前だ」

　悠斗は話しながら、なにかを思い出すかのように目を細める。そして私からフッと目を逸らし、彼はまた俯いた。

　驚いて言葉が出てこない。謎が多すぎて理解できない。悠斗は俯いたまま私を見ないので、表情もわからない。

「百合子はやっぱり嫌なのか？　結婚は無理なのか？」

　悠斗が顔を上げて私を見た。その瞳が悲しげで、私の胸は切なく締めつけられた。

　少し言いすぎたのかもしれない。どうしたらいいのかわからなくなり、とっさに彼の手を握りしめ、温めるようにギュッと包んだ。ひんやりとした彼の細い指が、私の手のひらの中でピクッと動いた。

「わ、私はあなたと結婚するって言ったでしょ。ただ、驚いただけなの。悠斗の言うように怖いのかもしれない。これからどうなるかわからないし、不安だらけだから」

　そこまで言って、悠斗を見上げた。彼も私をキラキラと潤んだ瞳でじっと見つめている。

「出会ったばかりのあなたに、どんどん惹かれていく。そんな自分がわからない。こんなことは初めてで……」

　そう。初めて。

　悠斗の言葉や行動に、いちいち過敏に反応してうろたえる自分が信じられなくて。

　今だってそうだ。普段なら恥ずかしくてとても言えない、歯の浮くような台詞せりふを、素直にこうして伝えずにはいられない。そんな、熱に浮かされたような感情を持っている。

「えっ……」

　彼が驚いたような顔に変わる。

「信じられないことだけど、私もあなたを好きになり始めてる」

　悠斗は黙ったまま固まっている。私はもう片方の手も伸ばすと、両手で彼の右手を包み込んだ。そのままふわりと持ち上げて、彼の手の甲に口づける。彼はそんな私の様子を、黙ったまま目を大きく開いて見ていた。

　でも、やがて私の背中に両腕を回し、そっと私を抱きしめ、私の肩にことりと顔を乗せた。

　う、うわ。どうしよう。緊張で身体が固まってしまう。

　悠斗のふわふわした柔らかな髪から、優しい香りが漂う。

「百合子……よかった」

　顔をゆっくり上げた彼と見つめ合う。そのままキスされると思い、期待して待つ。

　すると、パッと彼が身体を離して起き上がった。

　えっ！　し、しないの？

　急な肩透かしにポカンとする私に向かって、彼はサラリと言った。

「やっと言ったな。百合子の目を見たら、本当は俺を好きなことくらいわかっていた。だけどやっぱり、改めて言われると嬉しいもんだな」

　ニコニコと話す彼は、もう普段の様子だ。

　あれ、わかってた？　じゃあ、さっきの切なげな眼差しは……。

　考えて気づく。またしても、やられた!?

「私が単純だからって、騙だましたりしないでよ。傷つけたのかと焦って――」

　ブツブツ言い始めた私に、素早く彼の唇が重なる。それは軽く触れてからゆっくりと離れた。

　綺麗で優しげな彼の笑顔が、私の目の前にある。私はなにを怒っていたのか、よくわからなくなってきた。

「してほしかったんだろ？　それもわかってた。まだ足りないか？　もっとしてほしい？　俺は構わないけど」

　耳元で吐息交じりに囁ささやかれ、頭の芯がボーッとしてくる。

　はっ!!　いけない。またしてもとらわれかけている。

「こ、子供は相手にしないんでしょ。菜緒子さんみたいな大人の女性に頼みなさいよ」

　私なりの精いっぱいの虚勢。だけど彼には通用しない。ニヤニヤと笑いながら私を見ている。

　私って、相当のやきもち焼きだったのね。また菜緒子さんのことを考えている。

　これまでに経験したことのない感情。あの人の、私を小馬鹿にしたような視線が忘れられない。

「まだそんなことを言っているのか。菜緒子とはなにもないって。あいつは取引先の社長の娘で、向こうから勝手に近づいてきただけだ。ここまで言わないと信用できないのか？」

　悠斗が形のいい眉を微かにつり上げる。

「そうじゃないけど」

　彼の責めるような言い方に、私もついそっぽを向いた。

「俺も実は気になってるんだけど……高橋くんのことが」

　そうだ、忘れていた。思いっきり元彼と遭遇していたんだった。

「まあ、いいよ。これからは俺しか見えなくなるから。それに、百合子は本当は子供なんかじゃない。俺もつい子供だと言ってしまうけど、そんなことはない。俺にとっては充分に女だ。欲情するほどに」

　そんな色っぽい目で見つめないでよ。

　どこを見ればいいのかわからず、視線を泳がせる。

「だ、だって、子供じみてるってすぐに言うじゃない」

「可愛いってことだ。なあ、百合子。俺と結婚するのは嫌じゃないな？」

　言葉は偉そうで、自信に溢れているように聞こえるけれど、私の様子を確認するように見つめてくるその顔はどこか不安げに見える。

「うん……。嫌じゃないわ」

　私が改めて言うと、彼はふわりと笑った。

「君はもう俺のものだ。やっと捕まえた。長かった……」

　悠斗はときどき意味がわからないことを口走るけど、それは気にせずに、私は彼の笑顔を夢見心地で見つめていた。










気持ち




　気持ちを早くも通じ合わせ、この勢いでこのままホテルにでも行くのかと、ドキドキしながら悠斗の運転する車に揺られていた。

　ドライブの間中、私の指をもてあそんでいた彼の指は、もう冷たくはなかった。

「はい。着いたよ」

　彼に助手席のドアを開けてもらった先には、我が家がそびえ立っていた。

　あれ？　私、残念とか思った？　な、なにを考えているのよ。

　そんなことを考えながらドギマギしている私を見て、悠斗はクスリと笑った。

「これから、少しずつな。あんまり焦らなくてもいい。時間はたくさんあるんだ。とりあえず今日はシンデレラの時間は終わり。そんな不満そうな顔をするな」

　彼の言葉に顔がボッと赤くなる。

　また考えていることを読まれちゃってるの？　ぎゃー、恥ずかしい！　私ったら、出会ってまだ二日目なのにノリノリみたいじゃないの!!

「別に不満だなんて思ってないわ。決めつけないで」

「はいはい。ほら、足元に気をつけろよ」

　そう言われて勇んで車から降りると、履き慣れないパンプスの踵かかとがぐらついてバランスを崩す。

「きゃっ……！」

「おっと、危ない」

　悠斗の腕がすかさず、抱きかかえるようにして私の身体を受け止めた。細い割にはたくましい腕に、またしてもドキリとする。

　そして、そのまま抱きしめられた。

　うわ、どうしよう。そう思いながらも彼のぬくもりが心地よくて、私も彼の背中にそっと手を回した。

「あらあら、まあ！　嫌だわ！　お邪魔だったかしら!!」

　甲高い声に驚き、私たちはパッと身体を離す。

　見ると玄関先にはお母さんが立っていた。嬉しくてしょうがないといった感じの笑顔だ。

「私ったらぁ！　ごめんなさいねっ。タイミングが悪くて！　悠斗さん、わざわざ送っていただいてどうもすみません。いろいろ、決まりましたかしら？　私は商談で、お供できなくて申し訳なかったですわ」

「鹿島常務、こんばんは。百合子さんに遅くまでお付き合いいただいて申し訳ありません。一応、ドレスは百合子さんに似合うものを決めさせていただきました」

　悠斗はお母さんの妙なテンションに引くこともなく、にこやかに挨拶をした。その直後に彼女の目がすかさず私の薬指の輝きをとらえ、大きく見開かれた。

「悠斗さん。あの、それ。百合子、ちょっと見せて」

　お母さんが私の左手を取って、自分の目元に近づける。

「これ、先ほどいただいたの」

　私が慌てて言うと、彼女の目はさらに大きくなった。

「こんな、こんな高価なものを。この子にはもったいないですわ！　あの、どうか別のものに……」

　彼女がおろおろしながら悠斗に訴えかける。しかし彼はふんわり微笑みながらサラリと言った。

「いえ。これは百合子さんにこそ似合います。そうおっしゃらずに私の想いの深さをわかってください」

「まあ……。よろしいのかしら」

　さすがのお母さんも困惑気味だ。

「ええ。ぜひ受け取っていただきたいのです。では、私はそろそろ失礼いたします」

　悠斗はポカンとするお母さんにそう言うと、私のほうを向いた。そしてお母さんの目の前であるにもかかわらず、軽く屈んで私の唇に優しいキスを落とした。

「ちょっ……！　悠斗！」

「おやすみ、百合子。また連絡する」

　ニコリと余裕の笑顔。

「まあ……！」

　お母さんは口を手で押さえて驚いている。

　彼の車が走り去ったあとも、私とお母さんは呆然とその場に立ちつくしていた。

「あんた、昨日はあんなに嫌がっていたくせに……」

　お母さんがニヤリとしながら私を見る。

「いや、これは。その……」

「ね？　素敵な人だったでしょ？　お母さんはね、あんたの趣味くらいわかるのよ」

　会社のためでしょーが。そう思ったけれどなにも言わなかった。

　黙る私にさらに彼女は言う。

「ここ、隠しときなさいよ。うふふっ」

　お母さんは自分の首筋あたりを指差し、「おほほほ」と高らかに笑いながら家に入っていった。

　ここって……？　一瞬にして彼の言葉が蘇る。

『痕……つけてしまったな』

　あんの、男～!!　もう、やめてよー！

　ひとりで赤くなったり青くなったりしながら落ち着かない私を、空に浮かぶ月だけが、静かに輝きながら見ていた。




　翌日。大学の食堂で、仲よしの恵え美み子こと由ゆ佳かに、昨日と一昨日の二日間の経緯を説明する。

「……は？　婚約!?」

　ふたりとも口を開いたまま固まっている。

　そりゃ、そうよね。本人もビックリだもん。

「そういうわけで、来週の合コンはパスね」

　そんなところに行ったら、悠斗にまたなにを言われるか。

「ええー。百合子をエサに設定したのよ!!　無理よ～」

「どういう意味よ？」

　聞き返すとふたりは口々に説明し始める。

「百合子はモテるから、男性陣が集まりやすいのよ」

「そうよ。今までずっとそうだったのよ。知らなかったの？　エサの百合子を食べちゃいたい男が、友達を呼んでくれるの！」

　エサ……。どうなのよ、それって。

「だ、だって仕方ないじゃない。状況が変わったんだから。もう行けないわよ」

　呆れながらも、必死で断る。また昨日みたいに喧けん嘩かになったらかなわない。

「そんなこと言わないで。ね？」

「ってゆうかさ。行っても婚約者にはバレないんじゃないかな。合コンの男の子たちにも、婚約のことは内緒にしておけばいいの。結婚するまでまだまだ遊べるわよ」

　友達は勝手なことばかり言っている。だけど、彼女たちは彼の静かな怖さを知らないから。

「ねえ、私たちを助けると思って。今回だけ。いいでしょ」

「……もう……。ダメだって言ってるのに」

　断っていたけど、なんだかんだと言いながらも、今回が最後だから、ということで結局押しきられてしまった。




　それからさらに十日後。悠斗からの連絡は、ドレスを決めた日以来なかった。

　携帯の番号を聞きそびれていたので、私からかけることもなかった。かけたところでなにを話したらいいかもわからないし。

　ぼんやり過ごしていたら合コン当日となっていた。

　もう恵美子たちと合コンもできなくなるのね。男の子たちの批評会をしたり、ちやほやされることもあったりして楽しかった。少し寂しい気もするけど仕方ない。

　せめて最後ならめいっぱいお洒落して行こうと思い、肩丸出しのニットに合わせて、同じ色のふわふわのショールを肩にかけた。ミニのフレアスカートにお気に入りのブーツを合わせて、髪を念入りに縦に巻く。最後にナチュラルメイクを施すと、なかなかの仕上がりになった。鏡の前で自己満足。くるくる回って全身を確認する。

　鏡に向かってニッと笑ってみた。

　よし！　いざ出陣！

　今日が最後。もう悠斗以外の男性のために着飾ったりしない。

　彼の意地悪な笑顔を思い出しながら心に誓った。




「百合子ちゃんだったよね。隣に座ってもいいかな？」

「あ、はい。どうぞ」

　話しかけられてキラキラの笑顔で応える。

　ここは繁華街の中のイタリアンレストラン。今日は四対四の少人数での集まり。なかなかいい感じのメンバーだ。爽やかな男性陣を前に、友達は浮かれ気味にはしゃいでいる。同じ大学の男の人たちだけど、学部が違うので会ったことはない。

「俺、君のこと知ってるよ。すごく可愛いって、よく噂うわさになってるから」

　本気でも冗談でも、おだてられて悪い気はしない。これが合コンの楽しみでもある。

「そんな。人違いじゃないかしら」

　うふふ、と可愛く見える笑い方をする。

「いや……絶対可愛いよ。近くで見るとなおさらね。仕草とかも女らしくて」

「やだ、そんなっ」

　彼を叩く真ま似ねをしながら思う。なんで私、悠斗の前でも今みたく可愛くできなかったんだろう。そのせいではないと思うけど、ずっと悠斗からの連絡もないし。

　まさか、勝ち気でわがままなところしか見せなかったから愛想を尽かされたのか。

　そんなはずはないと思い直す。確かにきちんと気持ちを伝え合った。私を好きだと彼は言った。

「ねえ、百合子ちゃん。ふたりで抜けださない？」

　ぼんやりと悠斗のことを考えていると、隣の男性の先輩に持ちかけられた。

「えっ……」

「いや、変な意味じゃないよ。俺、実は終電そろそろヤバいんだよね。百合子ちゃんもなんだか帰りたそうにしてるから一緒にどうかと思ってさ」

　なんだ。そうか。一瞬焦った自分がバカみたいだ。ビックリした。リアルで誘われているのかと思った。

　時計を見ながら考える。もう私も帰りたいかも。

　どうせ、誰となにを話していても全部悠斗と比べてしまうもの。他の男が霞かすんで見える。つまらない。

「ええ、そうしましょう。その前にちょっとお手洗いに行ってきます」

「うん、待ってるよ」

　私はそう言って席を立ち、化粧室へ向かった。

　化粧室の鏡の中の自分をじっと見つめる。

　なによ、こんなにお洒落しちゃって。どうせ悠斗に見せるわけでもないのに。

　そんなことを思っているうちに、だんだん腹が立ってきた。

　なんであれからなにも言ってこないのよ。連絡するって言ったでしょ！

　私は水道の蛇口をひねると両手で水をすくい取り、自分が映っている鏡に向かってバシャリとぶつけた。鏡を滑り落ちていく水滴を見ながら、今にも泣きだしそうな心境になる。

　悠斗は後悔しているのかもしれない。今はもう、私のことなんてどうでもよくなっているのかも。胸が張り裂けそうに痛い。

　不安に押しつぶされそうになりながら、化粧室をあとにした。

　席に戻ると、自分の飲みかけの甘いフルーツカクテルの残りを一気に流し込む。

　私はもう子供じゃないわ。バカにして。お酒だって飲めるんだから。

「じゃ、百合子ちゃん。行こう」

　隣にいた先輩に促されて、よろよろと席を立つ。

「私、帰るね」

　友達に声をかけると、酔っているのか、みんなはヒラヒラと手を振った。

　外はずいぶん冷えていた。隣を歩く彼は、教授のことだとか、サークルでの活動なんかをひっきりなしに話し続けている。

　つまらない。愛想笑いで彼の話を聞き流しながら、性懲りもなくまたしても悠斗の顔を思い浮かべる。

　本当は弱いお酒をいっぱい飲んだせいか、頭もガンガンしてきた。

「――でさ、それがね――なんだよね」

　うるさい。もうあなたの話はいいから。休みたい。

　歩きながら涙が出そうになってきた。

　……会いたい……。素直にそう思う。もう会えないの？　あの腕に抱きしめられることはなくなるの？

「百合子ちゃん!?」

　ガクッと膝が折れて、とうとう歩けなくなった。

「休んでいく……？」

　私の背中を優しくさすりながら、先輩が言う。

　えっ、休む？

　見上げると、ここはラブホテルの前。

　今からここに入るの？　この人と？　どうして？

　頭が朦朧として思考がついていかない。なんでこんなことになっているんだろう。

　返事をしない私に、先輩は笑いながら言う。

「そんなに警戒しないで。入ってもなにもしないよ。休むだけだから。百合子ちゃん、もう歩けないでしょう」

　ああ、そっか。この人は優しい。悠斗とは全然違う。

　それなら休みたいな。この人となら大丈夫だ。なにも起こらない。

　私はフラフラとしながら立ち上がると、先輩とホテルの入口へ向かった。

　頭も痛い。ただ、なにも考えずに眠ってしまいたかった。なにもかも忘れて、胸の痛みを拭い去ってしまいたい。

　そのとき、後ろから腕を強く掴まれた。

「きゃっ！」

　驚いて振り返る。そこには、まさに頭にこびりついて離れないその顔が私を睨んでいた。

「悠斗……！　なんで？」

　ビックリして一気に酔いがさめたと同時に、頭がしっかりと機能し始める。

　彼は走ってきたようで、髪は風に揺れてサラサラと乱れていた。肩を上下させて、息を整えている。長い前髪の奥の黒い瞳は、怒りに満ちた眼差しで光っている。仕事帰りなのか、きっちりとネクタイを締めたスーツ姿で、アタッシェケースを手にしていた。

　固まる私の隣で先輩が口を開いた。

「なっ、なんなんだよ。お前は誰だ。彼女の腕を離せよっ」

「は……？」

　悠斗が先輩をギロリと睨む。

「は……離せって！　行こう、百合子ちゃん！」

　そう言いながら、先輩が私のもう片方の腕を掴もうとすると、悠斗が素早くそれをパシッ!!と払った。

　悠斗は私をグイッと自分のほうへ引っ張りつけると、私の肩を抱いた。

「触るな」

　先輩を冷ややかに見下ろしながら、低い声で静かに言う。

「人のものに手を出そうとしやがって。お前こそ誰だ。百合子に指一本触れるな」

　悠斗から出る気迫と怒りのオーラに、先輩はなにも言えずに払われた手を引いた。

　ヤバい……。本気で怒ってる……？

　先輩はなにもしないと言っていたのに。勘ぐることなどない。ただ休もうとしただけなのに。彼が気の毒に思えてくる。

　でも、私もなにも言えなかった。怒りの表情を崩さない悠斗の端正な顔を、呆然と見つめていることしかできない。

「ちぇっ、なんなんだよ」

　舌打ちして先輩は去っていく。残った私たちは、しばらく無言でじっとしていた。

　悠斗が今度は私に、ギラリとした目線を向けた。

「どういうつもりだ。君は、こんなところに平然と出入りするような女なのか。見損なったな」

　彼の怒りのこもった低い声が、私の胸を貫く。明らかに軽けい蔑べつされている。

　私を見る悠斗の眼差しからは、優しさのひとかけらも感じられない。

　どうしてそんな目で私を見るの。私は悠斗に会いたくて、毎日悠斗のことを考えていたのに。まさか、婚約解消なんて言いだしたりしないわよね？

　そこまで考えて、背筋を冷たい感覚が襲う。

　泣きだしたくなるのをグッと堪えて、彼を見つめ返した。

「どうして悠斗に怒られなくてはならないのよ。あれから、連絡もくれなかったじゃない。私がなにをしようと、とやかく言われたくないわ。だいたい先輩はなにもしないと言っていたのよ？　私の体調を心配してくれただけ。それをあんなふうに言うなんて」

　悠斗の眉がピクリと動く。

　またしても持ち前の勝ち気さがむくむくと表れてしまった。やっぱり私は、可愛い女になんてなれない。いつも憎まれ口ばかり。

「なにもしないだなんて、そんな話を信じるほうがどうかしている。その単純さのせいで、あとで泣くのは自分なんだぞ」

「だったら十日以上も放っておかなきゃいいでしょ！　悠斗が悪いのよ！　私が心配なら毎日そばで見張っていてよ！」

　本当に素直じゃない。『会いたかった』と言ってその胸に飛び込めたらどんなに幸せか。自分の可愛げのない性格がつくづく嫌になる。

　ツンとそっぽを向いたままの私の頭上から突然、クスッと笑う声が微かに聞こえた。

「そんなに寂しかったのか？　だからあの男に慰めてもらおうとしたのか？」

　やだっ……そんなことをするわけがないじゃないの!!

　なにがおかしいのか、彼は小さな声でクククッと笑い続ける。

「……そ……そうよ。そう思うのなら勝手にすればいいわ。だとしたらどうなのよ！だいたいなんでここにあなたがいるの!?　わけがわからないわ」

　涙目を隠すために向こうを向いたはずの私の顔が、くるりと回された。悠斗の顔が目の前に現れて驚く。私の頬を両手で包み、息がかかるほどに顔を近づけて私をじっと見ている。

　黒く大きな彼の瞳を見つめると引き込まれてしまう。自分がなにを話していたのか、なにをそんなに怒っていたのか忘れそうになる。

　睫毛が長い。作り物みたいに綺麗な、顔のパーツのそれぞれに見とれる。久々に会って改めて見てもやっぱり格好いい。悔しいくらいに。

　このままキスしてほしい。『俺も会いたかった』と早く言って。

「……嘘だね」

　ポツリと彼が呟いた。

「……え？　なにがよ」

　悠斗はフッと顔の表情を緩めた。

　あ。……笑った。ドキドキする。

「百合子の目を見たらわかる」

「なにが……わかるの」

「俺を好きだってことが。会いたかったって言ってる」

　目線だけで、溶かされてしまいそうになる。どうしてそんなふうに私を見るのよ。もう、いっぱいいっぱいだ。膝が震えて、このまま崩れ落ちそうになる。その妖よう艶えんさに、みるみると引き込まれていく。

　私の肩にあった悠斗の手が、私の頬をそっと撫でた。

「あんな男じゃ代わりにならない。俺じゃないとダメだって君は思ってる。そうだろ」

　頬から首筋に手がゆっくりと下りてきて、胸が痛いほどに高鳴る。

「あれ？　……違った？」

　言葉は疑問形だけど、ニコリと確信に満ちた笑顔。

　う……違わないわよ。そうよ、そのとおり。他の男性じゃもの足りなくなっている。

　だけど認めるのは悔しい。そうしたら、さらに偉そうな態度になるに決まっている。

　しかも『俺じゃないと』ってなによ。相変わらずどこから来るの、その自信は。

　しばらくすると悠斗は私からパッと手を離した。

「こういうときは男をうまく持ち上げるんだよ。嘘でも『そうだ』と言えば男なんて簡単に機嫌がよくなる。百合子は恋愛下べ手ただな。本当は素直なのに、可愛げがない。まあ、今さらこんなことを言っても、もう俺以外の誰かにそれを試すことはできないだろうけどな」

　それを聞いて、そのとおりだと思う。婚約なんてしてはいなくても、もう他の人にときめくことはないと思うから。悠斗に出会ってしまったから。

「ところで百合子に連絡できなかったのは、出張だったからなんだけど。鹿島常務から聞いてないのか？　ずいぶん怒っているみたいだが」

「……え？　出張？」

　彼は音信不通の種明かしをあっさりと言ってのけた。

「出張前に、ちょうど鹿島常務に会社で会ったから伝言したんだ。しばらく日本にいないから、と。百合子に伝えると確かに言っていたけどな。なかなかそれから百合子に電話する時間もなくて。秘書が分刻みで俺をこき使うから」

　唖然とする私に悠斗はニコニコしながら言う。

「それを聞いてないにしても、百合子がここまで暴走するほどに拗すねてるなんてな。甘えん坊だな。本当に油断できない」

　お……お母さん……言ってよ……。娘が思い悩んでいるというのに。おかげで悶もん々もんとする日々を送ってしまったじゃないの。

　クスクス笑いながら、彼は私をチラッと見る。『そばにいて』だなんて恥ずかしい言葉を口走ってしまったことを後悔しても、もう遅い。

　なっ……なによ。別に拗ねてないから。

　だけど出張とはいえ、仕事が終わった寝る前の時間帯にでも連絡くらいできるのではないかと気づく。せめてそれを言おうと口を開いた。

「あの、でもね……。思うんだけど」

「あ、連絡できなかったのは、出張先がミラノだったからだよ。ホテルに戻るような時間には日本はもう明け方になってる」

　私の話を遮るように言われて口をつぐんだ。

　まだなにも話していないのに、なんで考えてることがわかるの!?

　驚いて彼を見上げる私を見つめ返しながら、悠斗は得意げな顔をする。

「百合子の考えてることくらいわかる。頭の中が丸見えだからな」

　またしても読まれてしまった。なぜなのかわからない。しかも正確に言い当てられることばかりだ。

「私ってそんなにわかりやすいの？　悠斗の言うように子供だからなのかな」

　少し自信をなくしてしまう。悠斗にとっては私のような女じゃもの足りないのかもしれない。

「ああ。わかりやすいよ。子供で手もかかる。でも、だから可愛いと思うんだろうな。謎かけみたいなことを繰り返す女は疲れる」

　微かな笑みを浮かべながら話す彼の言葉は、私の機嫌を取るための嘘には聞こえなかった。

　だけど彼の言い方で、きっとそんな女性たちと恋の駆け引きをしてきたんだろうと安易に想像がつく。私から話を振ったのに、面白くない気持ちになる。

「どうせ私は恋愛初心者よ。いつも手を焼かせて悪かったわね」

　むくれながら嫌味を言う。

「可愛い嫉妬ならいつでも受けて立つから、そろそろ機嫌を直してくれないか。百合子の笑った顔が早く見たくて、出張先でもほとんど寝ずに頑張ったんだ」

　私の髪を触りながらそう言うと、そのままそっと口元に持っていき、目を閉じて口づけた。そんな悠斗の仕草や言葉にまたしても心を引きつけられる。怒ったり責めたりしている自分がバカみたいだ。もっと近づいて、触れて、囁いてほしい。悠斗には、女性がそう願ってやまない魔力がある。

「綺麗だったよ、イタリア。まあ、仕事だったからゆっくり観光なんてできなかったけど。今度は百合子も一緒に連れていきたい。新婚旅行で行こうか」

　うわ。また出たよ、極上のキュンキュン笑顔。本当に悔しいんだけど見事にタイプなのよねぇ。

　新婚旅行と聞いて顔がボッと熱くなる。本気で私と結婚するつもりなんだと改めて思う。この人が旦那様になるって、やっぱりかなりすごいことかも。

　だけど、どうして私を好きなんだろう。

　この前、『俺が割り込んだ』だとか『ずっと前から百合子を知ってる』とか言っていたことを思い出す。あれはどういう意味なのか。

「それから、ストーカー疑惑がかからないうちに一応言っておくけど、俺がここにいるのは、会社を出ようとしたときに、男と歩く百合子が見えたせいだからな。あとをつけたりしてたわけじゃないから。久々に全力で走った。やっぱり手のかかるお嬢様だよ、君は。この俺を振りまわすなんてな」

　ん？　会社……？

　きょろきょろとあたりを見まわす。

「会社って、どこの……？」

「あそこ」

　彼は親指で、斜め後方の大きな高層ビルを指し示した。

　あれって……。

　そのビルの屋上近くにライトアップされた文字は『ＳＡＷＡＮＯＩ』。

　澤乃井建設の本社ビル。どうして気づかなかったんだろう。合コンをしていたイタリアンレストラン自体が、澤乃井建設ビルの真後ろだったんだ。

「たかだかこの程度の距離が長く感じられて、焦った。百合子を見失ったら大変だからな」

　そういえば、髪が乱れてサラサラと揺れていた。彼が私を想って、慌てて駆けている様子を思い浮かべて、なんだか嬉しくなってきた。

「ふふふっ」

　思わず笑みがこぼれた。

「お。やっと笑った」

　彼は私の頭をポンポンと軽く叩きながら、「よしよし」なんて言ってまた子供扱いしている。だけど今度は全然腹が立たない。

「行こうか。送るよ」

　そう言われて、先日のことを思い出す。やっと会えたのに、またあのときみたいにそのまま送られちゃうの？　悠斗は私と一緒にいたくないんだろうか。

　私は悠斗のお得意の読心術に訴えかけるように、じっと彼の目を見た。

「ん？　どうした。なにかあったか」

　だけど彼はきょとんとした顔で首を傾げた。

　どうしてわからないの？　余計なところばかりが鋭いんだから。

『もう少し一緒にいたい』なんて可愛く言うことができない私は、そのまま彼に従うしかなかった。




　澤乃井建設ビルの地下駐車場に停まっている悠斗の車まで来ると、彼はスマートに助手席のドアを開けて私をエスコートした。私はそれに導かれて車に乗り込む。

　本当に女性の扱いに慣れている。今まで何人の女性を、こうして車に乗せてきたんだろうか。聞いてもどうせ、『またか』と嫌な顔をされるに決まっているけれど。

　車を走らせながら悠斗が静かに話しだす。

「さっきの男だけど、親しいのか？　その……そういう関係なのか？」

　は？　誰？　さっきの男？　……ああ、合コンで会った先輩か。

「ううん、別に。よく知らないわ」

　短く答えると、納得できないのかさらに聞いてくる。

「今日は、ふたりで会っていたのか？」

「いいえ」

「他にも男がいたのか？」

「ええ。いたけど」

　すると車がキキッと音をたてて急に停まり、身体がガクッと前のめりに揺れた。

「きゃっ」

　私は驚いて悠斗のほうを見る。彼は軽く私を睨みながら、今の衝撃で乱れた前髪をかき上げた。

「……なんだ、その態度は」

　声が怒っている。

「……別に。なにがよ」

　またしても私は彼の質問を軽く受け流した。説明するのが面倒だと思ったから。

　合コンの話をしても彼の機嫌を損ねるだけだ。どうせこのまま、また自宅まで送られてしまうのならば、あと少し黙っていればいいだけのこと。

　澤乃井建設ビルの真正面の道に車を停めたので、仕事を終えた澤乃井建設の社員たちが何人も車を避けて通り過ぎていく。

　こんなに遅くまで仕事をしている人たちが多いなんて、大企業だから相当忙しいんだろうか。

　みんな、何事かと車を振り返って、『邪魔だ』とでも言いたげにチラッと車内を覗いていく。あるいは、社員の中には悠斗の車を知っている人もいるだろうから、彼が車内にいるのかが気になるんだろう。

　そんな視線にお構いなしで彼は話を続ける。

「……なにが気に入らない？　なぜきちんと話をしないんだ」

「これ以上話したくないのは悠斗でしょ」

「……は？　なにを言ってるんだ？」

　わけがわからないといった視線で、彼は私をじっと見た。

「会ったばかりなのにこのまま帰そうとするなんて。所しょ詮せん私なんて会社のためのお飾り婚約者ですものね！　せっかく久しぶりに会えてもすぐに自宅へ送られてしまうほど、どうせ私には魅力がないから」

　私が一気に話すと、悠斗は怒りから驚きに変わった表情で私を見て固まった。

「百合子……誘ってるのか？　このまま一緒にいたいって？」

　彼の言葉に、今度は私が呆気に取られる。

「な……なに言って……！　別に私は……」

　悠斗は前を向いて急に車を発進させた。クラクションを軽く鳴らしながら進むと、澤乃井建設の社員たちが驚いたように振り返りながらもサッと脇に逸れていく。

「ちょっと！　危ないじゃないの。人がいるのに」

　私の注意に彼は反応しない。

　なんなのよ。面倒になったからって、そんなに急がなくてもいいじゃない。

　私も窓の外を見たままで、いつしかふたりとも黙り込んでいた。

　やがて悠斗は車を見覚えのある建物の敷地内へと滑り込ませた。慣れたハンドルさばきで正面に車を停める。

　そこは南急ホテル。前回ブライダルサロンに訪れたのが昨日のことのように思える。

　でも、なぜここに……？　私をさっさと送り帰すんじゃなかったの？　機嫌を取るために、せめて食事でもと思ったんだろうか。

　前回見たときと同じように、出てきたボーイに鍵を渡して車を降りた悠斗は、こちらに回り込んできて私の横のドアを開けた。

「百合子。降りて」

　私が戸惑いながらも、言われたとおりに車を降りると、彼は助手席のドアを閉め、私の背中を押すように手を添えて歩きだした。

　自動ドアを悠斗と並んですり抜ける。ロビーの中央にぶら下がっている、大きくてきらびやかなシャンデリアの輝きが、赤い絨じゅう毯たんを照らしている。

　その光景をぼんやりと見ながら、促されるままに進んでいく。支配人も前回同様、フロントから小走りで飛びだしてきた。

「ようこそ！　いらっしゃいませ、澤乃井様。先日は大変ありがとうございました。今日は私が残業でよかったです。せっかくいらしていただいたのに、お会いできないのは申し訳ありませんので」

　シャンデリアに照らされた支配人の頭が、今日もピカピカと汗で光っている。明らかに緊張しているのがわかった。

「やあ、どうも、支配人。別に会えなくても構わないから、そんなに気を遣わないでください」

　悠斗が軽く彼に挨拶をすると、彼は満面の笑みでうやうやしく頭を下げた。

「今日はスイートに泊まりたいんだけど、空いてるかな」

　……は……？　今、スイートって言った？　部屋を取るの？

　私は悠斗をガバッと見上げた。そんな私に目もくれずに、悠斗はにこやかな視線を支配人に向けている。

「はい。空きはございます。いつもご利用のプレジデントはあいにく埋まっておりますが、ロイヤルならばご案内いたします」

　は!?　いつもご利用!?　なんですって!?

「うん。それでいい」

「かしこまりました。しばらくおかけになってお待ちくださいませ」

　そう言い残すと、支配人が駆け足で戻っていく。

　悠斗は慣れた様子で、真横にあったソファにドカッと座ると、脚を組んで煙草たばこに火を点けた。それを見ながら、私はどうしたらいいかわからず立ちすくんでいた。

　はっ!!　しまった。ぼんやりしている場合じゃないわ。

　私も悠斗の隣にドサッと座ると、彼のほうを向いた。彼は煙を細く吐きだしながら黙っている。

「ちょっと、どういうこと？　いきなりなんなの？　それに、『いつもご利用』ってなによ！　信じられない。そんなホテルに来るなんて。私は帰るわ」

　悠斗は涼しい顔でチラッと私を見ると、煙を上に向かってフーッと吐きだした。

「なにって、百合子がこうしたいって言ったんだろ。ここに泊まるときはいつもひとりだ。妙な勘違いはやめてくれ。面倒だ」

「面倒なら送り帰しなさいよ！　いつ私がこうしたいって言ったのよ」

「さっき言ったじゃないか。帰りたくないって。俺と一緒にいたいって」

「それはそういう意味じゃ……！」

　確かに帰りたくはないというような言い方をしたけれど、急にこんな展開になったらさすがに面食らってしまう。

「今さら冗談だったとか言うなよ。誘ったのは百合子のほうなんだからな」

　そんな！　なんでこんなことに!!

　私はおたおたとあたりを見渡した。悠斗の顔を直視できない。彼はそんな私を見ながらクスクス笑っている。

　そこへ支配人が足早に近づいてきた。

「お待たせいたしました。こちらが、ロイヤルスイートのカードキーでございます。ごゆっくりおくつろぎくださいませ」

「ありがとう。あとでいつもの軽い食事をふたり分持ってきて」

「かしこまりました」

　悠斗は煙草を軽く揉もみ消しながら立ち上がった。

『いつもの』でメニューが通じるなんて。どれだけ来てるのよ？　ひとりだなんて信じられない。きっと誰かと……。

　考えると、またしても嫉妬の渦が胸に広がる。

「ほら。行くぞ、百面相。ククッ」

　私に笑いながら言うと、エレベーターに向かってスタスタと自分勝手に歩きだす。

　くそ～。なんなのよ、あの余裕は。こうなったらここでビビッちゃいけない。私も大人の顔で行かないと。

　そう思い直して、私はすっくと立ち上がる。支配人に軽く頭を下げてから、歩いていく悠斗に追いつこうと、小走りでエレベーターに向かった。

　エレベーターの前でようやく彼に追いつき、私も慌てて乗り込むとその直後にドアがスッと閉まった。隣に立つ悠斗をチラリと見上げると、ガラス張りのエレベーターから無表情で夜景を見下ろしている。その様子からは気持ちは読み取れない。

　突然、なんなのよ。なにを考えているのかさっぱりわからない。

　会うたびにイライラ、ドキドキさせられる。私もなぜだか悠斗の前では素直になれずに、思っていることと反対のあまのじゃくな態度ばかり取ってしまう。

　ぼんやりと悠斗の顔を見つめていると、彼がゆっくりとこちらを向いた。

　視線がぶつかり、胸の鼓動が急に激しくなる。

「なに……？　どうした？」

　悠斗に聞かれてもなにも言えない。私は黙って首を横に振る。

　彼の眼差しに、さっきはなかった色気を感じた。私が黙って悠斗を見つめたままでいると、彼も私をずっと見ていた。見つめ合うだけで心にあったわだかまりが徐々に溶けていく。そんな気がしていた。

　やがてエレベーターは、私たちを乗せて、ロイヤルスイートのある三十一階に到着した。










繋がり




「うわあ……っ」

　室内に入ってその豪華な装飾と部屋の広さに驚き、思わず感嘆の声を上げた。

　まるで異国の宮殿にでもいるようだ。部屋の中央のシャンデリアには、キラキラとガラスの粒が眩まぶしいほどに輝いている。十人以上は座れそうな、大きなソファとテーブルのセットは見るからに座り心地がよさそう。

　隣の部屋に繋がるドアを開けると、奥に段差があり、三段ほど上がった先には楕だ円えん形けいの大きなベッドがどっしりと置かれている。真上の天井からは、豪華なレースが施されたカーテンが垂れ下がり、ベッドのまわりを取り囲んでいた。

　壁の細やかな彫刻やインテリアのひとつひとつをじっくりと眺めながら、部屋の中を散策する。

　ひと晩で、ここの宿泊料がいくらくらいするのか見当もつかない。

　さらに隣のドアを開けると、次はシアタールームらしき部屋になっていた。

「きゃー！　見て見て悠斗！　壁一面のテレビ！　映画のスクリーンみたいよ!!　すごい！　カラオケとかもできるかな」

　興奮して振り返り、彼に話しかけてからハッと気づく。

　彼は何度も訪れているから知ってるか。いろんな女性と一緒に……？

　しゅんとなった私に悠斗が近づいてきた。

「どうした？　急におとなしくなって。見学会は終わったのか？　他の部屋はもう見ないのか」

　ネクタイを緩めながら、彼が私の顔を覗き込む。

　淡々と冷静な態度を崩さない悠斗の顔を見ると、ひとりではしゃいで浮かれている自分がむなしく思えた。なんだか泣きたくなる。

　私がこんなところに来たのは、もちろん初めてだけど、悠斗はそうじゃない。私はたくさんの女性の中のほんのひとりなんだ。

　彼ほどの容姿やステイタスを持つ大人の男性ならば無理もないことだ。そんな人を好きになってしまったのは私なんだから、受け入れるしかないんだろう。

「なんだよ今さら。後悔してるのか。いいよ、今日はなにもしないから。とりあえずシャワーでも浴びて酔いをさませ」

　目を逸らして俯く私に、彼は冷たく言い放った。

　違う。後悔なんてしていない。勝手に嫉妬して落ち込んでいるだけ。

　自分でも、悠斗に言われるまでもなく子供じみていると思うけれど、どうしようもない。それほどまでに悠斗の存在が私の中で大きくなってしまっているということだ。

　むしろ初めから、彼との繋がりを望んでいたのは私のほうだった。帰りたくないと言ったのも私だった。たとえ彼が私に興味なんてなくても。

「百合子？」

　彼がさらに顔を近づけて私の名前を呼んだ。涙が滲みそうな目を上げて彼を見る。

「どうした？　なんで泣いてる」

　話している悠斗の唇に、そのまま自分から口づけた。背の高い彼の首にぶら下がるようにしがみつく。

　彼の唇は固く結ばれていて、驚いているのがわかる。私はそんな悠斗に構わず、彼の唇の形や感触を自分の唇で確かめるように、表面を優しくなぞった。

　私を見て。他の誰も思い出さないで。何度も心の中で念じる。

　うっすらと目を開けて悠斗を見た。彼は動かず固まったまま、そんな私を見ていた。

　なによ。人をバカにして。私が相手だと、キスにも反応しないの？

　お互いに目を開いた状態で、私は悠斗の唇をなぞり続けた。彼はキスに応えてはくれないけれど抵抗もしない。

　もしかして試されている？　それとも迷っている？　彼の瞳からはなにも伝わってこなかった。

　やがて私はキスをやめると、まっすぐに悠斗を見た。悠斗がなにを考えているのかを感じたかった。だけど私には、彼のように相手の気持ちを読む力などない。

「どうしてなにも言わないの？　私にはなにも感じない？」

　悠斗は黙って私を見下ろしている。だけど突然、口を開いた。

「やらしいキス。そんなのどこで覚えたの？　誰に教えてもらったんだよ」

　言いながら眉をひそめる。そのあと彼は黙り込んだ。

「……誰にも習ってなんかないわ。身体が勝手に……」

　私の弁解に、悠斗は答えてはくれなかったけれど、私は必死だった。悠斗を求めてやまなかった。

　そんな言い方をしなくたっていいのに、と涙を堪える。

　私を見て悠斗はフッと笑う。そして優しい声で言った。

「バカだな。そういうのは男からするもんだ。俺がいろいろ……教えてやるよ。覚悟しろよ。もう止まらないからな。キスってのはこうやるんだよ」

　悠斗はそう言うなり、私の頭を両手で掴むと荒々しく唇を塞いできた。

　私は呆気なく彼の激しい波に飲み込まれる。呼吸さえ彼の許可なしではできないほど、とらわれていく。はぁはぁと肩で息をしながら、必死で悠斗を受け入れようとするけれど、彼の勢いは予測がつかない。

　こんなの、知らない。呼吸が吐息となって漏れだしていく。口の中を溶かし合うような濃密な動きに、意識がだんだん朦朧としてくる。

　彼はそっと唇を離すと、潤んだ瞳で私を優しく見つめた。この一回のキスで、すでにトロトロに骨抜きにされたような気分だ。

　この先どうなってしまうんだろう。期待と不安の入り交じった気持ちで、悠斗の目を見つめ返したそのとき。

　――ピンポーン。

　部屋のインターホンが鳴り響き、驚きで身体がビクリと動いた。

「ああ、ルームサービスだよ。俺、食事まだだから、少しだけでも付き合って」

　悠斗はふわりと笑ってから、私の唇に今度は軽くチュッとキスをした。

　ビックリした。あまり甘くならないでよ……。心臓の音に気づかれてしまう。

「はい。どうぞ」

　受話器を取って話す悠斗の横顔を見ながら、高鳴る胸を手でギュッと押さえた。

　そんな私の隣に、大きなワゴンが入ってきて、料理が次々とテーブルに並べられていった。

　白身魚のホワイトソースがけをメインに、ふかふかと柔らかそうなパンや香ばしい匂いを漂わせているスープ。色とりどりの野菜のサラダと、オレンジ色の艶々とした桃にクリームがたっぷり添えられているデザート。

　おいしそう。だけど今は食事どころじゃない。

　ぼんやりする私の顔を見て、悠斗はクスッと笑った。

「食べよう。楽しみはあとに取っておけばいい。あ、もう夕食は済んでるか」

「うん。さっき少しだけ食べたけど、まだ大丈夫。お腹は空いてるわ」

　お酒は飲んだけど、食事はほとんど食べなかったし、途中で気分も悪くなったから、お腹は満たされてはいなかった。

「そうか？　まあ、ひと口だけでもいいから」

　彼はパチリとウインクをして席に着く。

　うわ。もうやめてよ。まともに顔を見られなくなってしまう。

　ウインクだなんて。普通に見たらドン引きしそうな仕草が、こんなに似合う人は初めてだ。

「お、これうまい。百合子も食べろよ」

　さっきの激しいキスの余韻が、まだ全身を駆け巡ってボーッとしている私の横で、おいしそうにパクパク食事をする悠斗を見ながら不思議に思う。

　なぜ彼はこんなに平気なの？　やっぱり私、悠斗にからかわれているのかしら。私だけが緊張して食事どころじゃないなんて、なんだか不公平だ。

　それでも食事を口に運ぶ悠斗の手先を見ながら、触れたいと思う。

　彼が動くたびにサラサラ揺れる髪にも、ワイシャツのボタンを少し外した首筋にも、金色の時計が似合う細い手首にも。

「食べないのか？　それともなに？　待ちきれないのか？」

　はっ!!

　うっとりと自分のあちこちを見つめる視線に気づいた悠斗が、食事の手を止めて私のほうを向いていた。

「……や……違う……。そんなこと」

　言葉がうまく出てこない。

「しょうがねぇなあ」

　彼はナプキンで軽く口を拭うと、スッと立ち上がって私の真横まで歩み寄ってきた。私を見下ろしながら手を取る。

　あれ？　食事はもうおしまい？

「一緒に風呂に入るぞ」

　ニコニコしながら、あまりにも自然に言うから、思わず普通に『うん』と答えそうになって、『あれ？』と考える。

　お風呂……。はい!?　一緒にっ!?　あ、ありえない……っ。

　私は握られた手を振りほどこうと手を動かす。

「や……やだよっ」

「ダメ」

　悠斗が手の力を強める。

「本当、無理だって！　恥ずかしい！　離して」

「却下」

　私は驚きつつ、精いっぱい抵抗を試みる。

「ほ……ほら!!　悠斗、食事が終わってないよ！　私も食べるから！　お、お腹空いちゃったあ！」

　私は目を泳がせながらも一生懸命、彼の意識をそこから逸らそうとした。

「百合子」

「あ、見て！　バルコニーがある。夜景が綺麗よ。出てみない？　ね。ほら早く」

　そう言って向かおうとした瞬間、悠斗が後ろから私をふわりと抱きしめてきた。

「百合子……俺から逃げるな」

　耳元で囁く彼の声は、怒っているような口調だけど、トーンは微かに甘い。

「俺はなにもしないって言ったのに、百合子が誘ったんだろ。責任取れよ」

「……そ、そんな……」

　どうしよう……。悠斗が話すたびに耳にかかる吐息が、ゾクゾクと私を刺激する。

「あんな目で見られたら食事どころじゃない。百合子……」

　彼は掠かすれた声で私の名前を呼ぶと、そのまま耳に唇を押し当ててきた。私の身体はピクリと揺れて、声にならない吐息が思わず漏れる。

　柔らかくキスを落とす彼の唇から逃れようと肩をすくめてみる。背中がぞわりとあわ立った。

　後ろから羽交い締めにされているため、逃げることもできない。ただ彼にされるがままになる。

「やっ……。やめて」

　彼は私の耳からスッと唇を離すと、艶のある声で囁いた。

「百合子……脱いで……。風呂に行くよ？」

　言い返す気力もない私の身体に、悠斗の手がそっと伸びてくる。

「やだっ……。やだやだ」

　恥ずかしい。そう思い身をよじるけど、まったく通用しない。

「や、やめてよ……！」

　彼の手はそのまま私のニットの服をズルリと引き下ろした。

　肩丸出しの柔らかなニットは呆気なく胸の下まで下がり、お腹のあたりに小さくまとまった。

　私がニットに気を取られているうちに、いつの間に外したのか、悠斗はブラジャーをポンと床に放る。

「きゃー！　なんで!?　きゃー!!」

　恥ずかしさで騒ぎながら両手で胸を押さえるけど、彼にあっさり払われる。

「見ないで！」

「隠すな。見ないとなにも始まらない」

　悠斗は私の肩から顔を覗かせて、私を見下ろしながら、ニットを脱がせようとする。

「なんで指輪してないんだよ。しまってあるのか」

　突然問いかけられてドキリとする。でも、もうこっちはそれどころではない。ニットの位置を戻そうと必死だ。

「今日は合コンだったから、婚約指輪なんてしていけないわよ」

　思わず素直に答えてしまい、ハッとする。悠斗の手の動きがピタリと止まった。

「……合コン？」

　あ。しまった……。怒った……？

　そう思い、慌てて取り繕う。

「あのね、合コンというか食事会みたいな感じだったの。付き合いで仕方なく参加したの。大学の子たちでね、以前から約束していて断りきれなかったというか。学校の話とか、教授の話とか、そんな話しかしていなかったのよ。別に変な空気にもならなかったし、みんなで騒いでいただけなの。そこにたまたま、男の人たちもいただけで、本当に合コンだなんて名ばかりで、楽しく話していただけ。心配かけるつもりもなかったし、さっきは少し酔った私を、先輩が送ろうとしていただけだったし……」

　必死になるあまり饒舌になる。だけど悠斗は動きを止めたまま黙っている。

　もしかして呆れたのかもしれない。私の後ろにいるため、彼の表情はわからないけど、なんとなく振り返る勇気は出ない。

　だけど、現役の女子大生である私の実情もわかってほしい。いろいろな付き合いがあるのだ。誘われたら不参加だなんて認められないんだから。

「でも今日が最後だと決めていたの。もう誘われても行かないわ」

　相変わらずなにも言わない悠斗は、呆れながらも黙認したのだと思い、振り返ろうとした。

「ぎゃ！　なに!?」

　そのとき、急にガバッとソファに押し倒された。

　悠斗は私の両手首を掴んで、真正面から私を見下ろす。彼の大きな黒い瞳がキラリと輝き、私を映していた。そのまま無表情で動かない。

　私が身体を起こそうと動くと、手首を掴む力がグッと強まった。

「……ふざけるな」

　ポツリと彼が呟いた。

　はい？　今、なんて……？

「あの、なに……？」

　私が聞き返した瞬間に突然、悠斗が私の首筋にキスをしてきた。

「やっ……！　やめ……」

　うわ！　うわ！　なんなの!!

　驚く暇もなく、彼の唇が私の顔にキスの雨を降らせる。

「……やっ……やめて……！　悠斗」

　私の両腕を押さえて動けなくさせながら、なおも彼は私の身体に熱い唇を押し当ててくる。

　抵抗しながらもだんだんと身体の力が抜けてくる。こうされていることがちっとも嫌じゃない。むしろ、もっと触れてほしい。そんなことまで考えてしまう。

　私は抵抗することも忘れて、悠斗の手の動きに翻弄されていた。

　ジクジクと身体の中から切ない気持ちが湧き起こってくる。彼の背中に手を回して抱きしめる。

　このままどうなってもいい。悠斗の好きにしてほしい。私を知ってほしい。もっと感じたい。

　そう思って目を閉じた瞬間、悠斗は私の手を掴んで払った。そして、私の身体から顔を上げて上半身を起こす。

　真上から睨むように私を見下ろした悠斗の顔には、表情がない。

「悠斗？」

　私もわけがわからないまま彼の目を見上げた。すると、大きく息を吸い込んで彼は言った。

「……合コンだと？　そんなに男に飢えているのか。会ったばかりの男とそのままホテルへ行くほどに？　俺が連絡しなかったからだなんて言って、自分の節操のなさを俺のせいにするなよ」

　冷たい目線にゾクリとする。蔑さげすむと同時に、私を哀あわれんでいるような。

　……軽蔑されている。婚約者のいる身でさらに男を欲している浅ましい女だと、悠斗に思われてしまった。

　私はなにも言えずに、ただ目を大きく見開いて彼を見つめた。

「だったら……そういう男に抱いてもらえ。俺じゃなくてもいいだろ。百合子と同じことを考えているやつにすぐ出会えるはずだ」

　感情のない言い方。自分はもうお手上げだ、と投げだすような。

　相手を選ばない者同士で仲よくしろと言われたようなものだ。

　自分と私は合わない、と本気で思ったんだ。合コンに参加したこと自体が、悠斗には考えられないような行為なのだと改めて実感した。

　そこまで言うと彼は立ち上がり、自分のワイシャツのボタンを留め始めた。

　私は動けずに固まっていた。

　悠斗は私のいるソファから少し離れたところのソファにドカッと座ると、煙草に火を点けた。

　チラリと彼のほうを向く。窓の外を眺めながら、煙をゆっくりと吐きだしている。その横顔が少し寂しげに見えた。

　私は……彼を裏切る行為をしてしまったんだ。もしこれが逆の立場なら、私も怒るだろう。嫉妬に狂ってなにを言いだすかわからない。悠斗が合コンなんてありえない話だから、想像に過ぎないけど。

　まさか、指輪をしていないのも、婚約を隠すためだと思っているんだろうか。

　それは違う。きっと悠斗に対して後ろめたかったから。初めからいけないことだと心のどこかでわかっていた。婚約者の存在を隠して、他の男性にモテたかったわけじゃない。

　大切なものだから、そういった場にはふさわしくないと思った。だけど今の悠斗にそんなことを言っても、信じてはもらえないだろう。

　しばらく寝そべったままの体勢で悠斗の横顔を見つめていると、彼は立ち上がり、ネクタイを締め始めた。

　無言で着々と身支度を整えている悠斗を見ながら、悲しさと情けなさで涙が込み上げてきた。ポロリと一滴落ちると、それはあとから止めどなく溢れてきた。悠斗の姿が滲んでぼやける。私には彼を引き止める権利もない。やがて彼が最後に上着を羽織ってこちらを向いた。

「今日はもう、俺は冷静じゃないからこのまま帰る。百合子を傷つけそうだ。百合子も少し頭を冷やせ」

　抑揚のない声で話す悠斗の気持ちが読み取れない。

　無表情で淡々と話しながら、彼はアタッシェケースを手にした。

　いいよ、このまま帰って。

　そう思ったけれど声にならない。

　持っていたアタッシェケースを床に一旦下ろし、彼が隣の部屋から毛布を持ってきて、上半身をあらわにした私の上にそっとかける。

　優しくしないで。婚約者のいる身で知らない人とホテルに入ろうとした自分の軽率な行動を思うと、また涙がどっと溢れてきた。

「悠斗……」

　やっとの思いで呼びかけると、彼が無言で振り返った。

「あの……ごめ……なさい。言い訳するつもりは……ないわ。いいわよ。帰っても。私のことは気に……しないで。指輪はちゃんと返すから。あとのことはお母さんと話し合って。私にはわからないから」

　鼻声だったけど、涙を堪えてなんとか伝えた。

「なにを言ってる？　指輪をどこに返すって？」

　あれ？　伝わらない。

「……やめるんでしょ？」

「なにを？」

「私との婚約」

「なにを言ってる」

　話がかみ合わない。お互いを見ながら黙り込む。

「……え？　だって……。嫌なんでしょ。私を軽蔑したんでしょ？　だからもう、帰ろうとしているのよね。いいわよ、答えなくても。そりゃそうよね、私が男だとしても嫌だわ。合コンで出会った人と、すぐにホテルに入ろうとする女なんて。このままこの結婚の話がダメになっても、私は悠斗を責めたりなんかしないわ。安心して」

　自分を蔑んだ言い方をして、彼の心の負担を軽くしようとする。

　悪いのは全部私だから。悠斗に責任はない。

　だけど本当はわかってほしい。私はそんな女じゃない。

　さっきは酔っていて、相手の男の思惑を読めなかった。あのとき悠斗が現れなかったらどうなっていたかと思うと、今さらながらぞっとする。

　こんな自分の愚かさにまたしても泣けてきた。

　悠斗が私の元を去ろうとしている。悲しくて、切なくて、やりきれなくて。

　私は悠斗の反対側を向くと、彼に見られないように、堪えていた涙を一気に出した。すると彼のため息が聞こえた。

「百合子？　泣いてるのか？」

　私が黙っていると、彼の気配を近くに感じた。

　そっと彼のほうを向く。悠斗はしゃがんで私の顔を覗き込んでいた。その近さに驚いていると、彼は無表情のままさらに問う。

「結婚をやめたいか？」

　私を見つめたまま、ゆっくりと瞬まばたきをする。

　私は大きく首をブンブンと横に振った。

　嫌だ。やめたくない。大丈夫だなんて強がっているけど、本当は行ってほしくない。そばにいてほしい。こんなバカな私だけど、あなたのぬくもりに包まれたい。

　本当は、紅葉が広がる庭を背にあの和室で出会った瞬間から、私は悠斗に恋したのかもしれない。彼の持つ気品と美しさに、ただ圧倒された。

「俺が……好きか？」

　彼の甘い問いに迷わず頷うなずく。すると彼はフッと表情を緩めた。

「本当に参るよな。こういうところがずるいんだよ。文句も言えなくなる。惚れた弱みだな。今日、帰ったほうがいいと思ったのは、百合子に優しくできる自信がないからだ。壊してしまいそうで」

　悠斗の手が私の髪に優しく触れる。

「言って。俺を好きだって。そしたら許してやるよ」

　許してくれるの？　まだ悠斗の婚約者でいてもいいんだろうか。

　私の涙をそっと指で拭いながら、悠斗は綺麗な笑顔を見せる。

　やめて、これ以上煽あおらないで。想いが溢れて止まらなくなる。

　私は唇を震わせながら彼を見つめた。言葉にならない。

「百合子？」

　彼が促すように私を呼ぶ。今言わないと、きっと彼は離れていってしまう。そう思うと言葉が自然に出てきた。

「好きよ、好き。悠斗、行かないで。そばにいて。ごめんなさい」

　あなたを離したくない。

　私は必死だった。短い言葉に想いを込める。意地を張る余裕すらない。

「よし。いい子だ」

　悠斗の笑顔が私に向けられている。こんなふうに心を丸裸にされて、素直になったことなどなかった。

　彼の手が私の髪の上を優しく滑るたびに、細い手首に巻きついている金の腕時計がシャランと揺れた。

　それを目の前で見上げていると、切なく甘い気持ちがトクトクと湧いてきた。

　受け入れてもらえたんだ。ようやく安あん堵どに包まれる。

「悠斗、私でいいの？　あんなにバカなことをしたのに？」

　尋ねる声が震える。でも彼は笑顔のままで静かに言った。

「俺は百合子がいい。だけど他の男が百合子に近づくのは許せない。嫉妬深いんだ。もう、そんなことはしないでほしい。君は俺のものだから」

　彼の強い束縛の言葉が、逆に甘く心に染み渡る。

「そうだろ？」

　彼の顔から笑みが消え、まっすぐに私を見据えながら確認してくる。拒むことを許さない強い眼差し。身体の奥から痺しびれと震えが走ってくる。悠斗が私を求めている。

　私は呪文をかけられたように彼から目が離せない。うっとりと見つめたまま、うわごとのように彼に伝える。

「ええ、そうよ。私も悠斗が本当に好きだから……。嬉しい。離さないで」

　自分でも信じられないようなことをすらすらと言えているのが嘘みたい。彼は満足そうに目を細める。

「長い間待った甲か斐いがあったな。こんなにうまくいくと、かえって怖い」

　ぼそりと彼が呟いた。

「長い間……？」

　出会ってまだ半月も経ってないのに。不思議に思う私から、悠斗は目を逸らした。

「……いや。なんでもない。忘れてくれ」

　なんなのかしら。悠斗はなにを言っているんだろう。彼はなにかを隠している。

　新たな不安に黙る私を見て、彼は突然言った。

「脱いで」

　私はきょとんとする。

「風呂に行くぞ。それとも脱がせてほしいのか？」

　まだその話は続いていたんデスカ……？

　驚いて目をぱちくりさせながら彼を見ていると、彼はニコッと笑う。

「……わかった。脱がせてやる」

　えっ！　やだっ……違うってば！　私はなにも言ってないけど!?

　焦って起き上がろうとする私の上にかけられている毛布を、悠斗がサッと引き剥はがすと、先ほどからそのままになっていた裸の上半身があらわになる。

「きゃっ！」

　慌てて両腕で胸を隠す。

　忘れてた、私ずっとこのままだったんだ！

　今になって恥ずかしくて顔が火ほ照てる。

「なんだよ。さっきは散々触らせてくれたのに、今さら隠すのか？」

「やめてよ！　そんな言い方っ。み……見ないでっ。あっち向いてよ」

　ギュッと腕に力を込める。

「無理だな」

　そう言うと、悠斗は私の腕を掴み、呆気なく引き剥がす。

　彼は私の両手首を掴んだまま、動きを止めてじっと私の身体を凝視した。

「なにするの！　見ないで。離してよ！」

　私はギュッと目を閉じて、恥ずかしさから逃れようと身をよじる。

「俺のものだ。全部。誰にも渡さない」

　彼はひとこと呟くと、そのまま私の胸元に唇を寄せてきた。

　またしても彼の熱い体温に包まれていく。身体ががたがたと震える。

　どうしたらいいのかわからず、うっすらと目を開いた。彼の柔らかなキスが胸の上を這いまわり、思わず吐息が声になって出そうになる。

　すると突然、悠斗は私の身体から唇を離して私の顔を見た。艶やかな視線にぞくぞくしながら彼に見とれる。

　このまますべてを奪ってほしい。私が素直になれずに文句を言う前に、唇でそっと塞いでほしい。

「……ゆ……うと……」

　いろいろ言いたいはずなのに、うまく言葉が出てこない。

「そんな目で見るなよ。これでも我慢してるんだ。理性がもたない」

　困ったように緩く笑いながら言う。

「私には……もう、そんなものはないわ……。どうなってもいいから」

　本心だ。このままどうにかなってしまいたいと本気で思う。

「……煽るな。もういい。少し頭を冷やしたい。このままだと、優しくできなそうだ。わかってくれよ、幻滅されたくはないんだ。百合子が大切だから。これからもずっと」

　そう言って彼は私の手を離し立ち上がると、上着を脱いでソファにバサッと置いた。

　バスルームへ向かっていく彼を見送りながら、呆然とその場に取り残される。

　そのまましばらく動けずにじっとしていた。悠斗が衝動に流されることなく、この場から立ち去った意味を考えていた。

　ついさっきは、悠斗を失うと本気で思った。婚約解消になっても仕方がない、諦めなければいけないんだと覚悟をした。

　その反動からか、早く彼に抱かれて、彼のものになってしまいたいと思った私とは反対に、悠斗は頭を冷やしたいと私から離れた。

　どうしてここに来て理性が必要なんだろう。この場の雰囲気に流されることのなかった悠斗を、もどかしく感じていた。

『幻滅されたくはないんだ。百合子が大切だから。これからもずっと』

　私はガバッと起き上がった。

　悠斗が呟いた言葉の中に散りばめられた、大きな愛が見えた気がした。

　初めて深い関係になる前に、冷静にふたりの未来を見ている。ずっと先まで。衝動に流されることなく、着実に愛を育もうとしている。

　今夜、ここに来たことは、悠斗にとってはとても大きな意味があったのだと気づく。

　私の今日の行動にあんなに怒ったのも、そう考えれば不思議ではない。

　そろりと立ち上がると、そのまま私も悠斗を追ってバスルームへと向かった。

　服を脱ぎ、脱衣所の鏡を見る。そこには裸の私がたたずんでいる。綺麗な服も、レースの飾りのついた下着も、取りはらってしまえば、ありのままの私しかいない。

　今まで、菜緒子さんみたいな綺麗な人としか付き合ってこなかったであろう悠斗が、私をこの状態で受け入れてくれるんだろうか。

　不安や怖さはあるけれど、ここまで来て逃げだすわけにはいかない。

　意を決してバスルームのドアを開けると、悠斗がバスタブの中から私を見た。

「あまりにも遅いから、もう逃げだしたかと思った。せっかくチャンスをあげたのに」

　そう言ってニヤリと笑う。

「に、逃げたりなんかしないわよ」

　精いっぱいの強がりを見せた私の様子に、クスクスと笑う。

「おいで」

　手招きをする彼におそるおそる近づいて、彼のいるバスタブに脚を入れ、そのまま彼に背を向けて身体を沈める。

　後ろに裸の彼がいると思うと、振り返ることができない。今さら後悔が襲ってきた。

　ど……どうしよう。勢い余って来ちゃった。ここからどうすればいいのか、見当もつかない。

　バスルームに入ったときに、裸の全身を見られたと思うと顔から火が出そう。

　冷静になってみると、自分の取った行動の大胆さに自分で驚く。

　広いバスタブの中でふたりの身体は離れた位置にあり、指一本触れ合ってはいない。私は背中を向けたまま、ガチガチに固まっていた。

「なんでそんな離れてんの。こっち向けよ」

　悠斗が不満そうに言う。

「やだ、だって……」

　後ろを向いたまま呟いた。

「照れてんのか？　でもそれじゃあ、さっきの続きができないだろ」

「照れてなんかいないわ。続きなんてしないから」

　どうしよう。緊張で身体が強張っている。色気を含んだように聞こえる悠斗の声や、その呼吸にさえ、いちいちぴくぴくと反応している。

「ここのお風呂は本当に広いわね。彫刻がとても綺麗。あ、きっとここを押すと泡が出るわよ」

　わざと話を逸らして平静を保とうとする。

　すると悠斗が動いて、水面が微かに揺れて波立った。

「え、なに」

　いきなり後ろから彼の手が私の脇腹の両方にスッと入り、抱っこされるように持ち上げられた。そして彼の膝の上にストンと座らせられる。

「きゃっ！　なにするの」

　顔を横に向けると、彼の顔が私のすぐ斜め上にある。

　うわ、うわ、どうしよっ……。

　逃れようとあたふたと動いたけど、お腹を押さえられて動けない。

「悠斗、ふざけないで」

　彼はそのまま、私の顔を覗き込むように見下ろした。私は思わず顔を背ける。

「今さら逃げないでおとなしく俺のものになれ。そんなにガチガチになるな。ここまで来て焦じらすなよ」

　吐息交じりに耳元で囁かれて、頭がボーッとしてくる。そのまま後ろから抱きしめられる。私はそっと悠斗の腕に手を伸ばし、撫でるように指先を這わせた。

　悠斗は私が逃げないと思ったのか、抱きしめる腕の力を緩めると、クスリと笑った。

「逃げたり誘ったり、百合子はどうしたいんだ」

「どう？　どうって、別に……」

　私はもっと、もっと深く悠斗を知りたい。そう思ってこうしてここまで追ってきた。

　振り返ると、私を見下ろす瞳が目の前にあった。

「ん？　……どうした……？」

　優しく聞いてくる彼に、ポツリと言う。

「私は、悠斗を知りたい……」

　必死の思いでやっと言ったのに、彼はニコニコ笑いながらそれを軽く受け流した。

「ん？　どういう意味だ？　わからないな」

　どこまで言わせたいのよ。本当に意地悪。

「あの、悠斗に……」

「ん？　俺に、なに？　わかりやすくちゃんと話して」

　相変わらず満面の笑顔でからかうように聞き返してくる。楽しくてしょうがないといった様子だ。

「だから私はただ、その……」

「なんだよ。じれったいな。言いたいことがあるなら早く言え」

「もう、知らないっ」

　ごまかすように顔を横に向けた。

　自分でもなにが言いたいのかわからない。だけど、すべてを分かち合いたいと思う気持ちは本当だ。悠斗に抱かれることでそうなるのかはわからないけれど。

　もっとそばに感じたい。離れたりなどできないのだと安堵したい。

　でも、この先の展開を望んでいるだなんて、私から言えるわけないじゃないの。どうしてこんなふうになってしまうのか。今さら素直になんてなれない。

　緊張しすぎてのぼせたのか、だんだんと重くなってきた瞼まぶたをゆっくり開けて、トロリと再び彼を見た。彼もそんな私を艶やかな視線で見つめ返す。

「俺も百合子に触れるのが本当は怖いんだ。このまま壊してしまいそうになる。どうしたらいいのか、わからなくなる。こんなことは初めてで」

　そう言って悠斗は優しく私を抱きしめながら、私の髪に顔を埋うずめた。

　脚の力が抜けて身体を起こせない。悠斗の胸にもたれかかる。そんな私に気づいて彼は顔を上げた。

「のぼせたか？　もう上がるか。このままベッドまで行くぞ」

　急にふわりと身体が持ち上がり、ザバッとバスタブのお湯がこぼれた。

　私は悠斗に抱きかかえられて浮いていた。

「歩けるわ」

　そう言いながらも落ちそうになり、悠斗の首にしがみつく。

「遠慮するな。そうやって掴まってろ」

　彼はそのままスタスタと歩きだし、バスルームをあとにする。

「身体を拭ふかないと部屋が濡れてしまうわ」

　なんとか下ろしてもらおうと必死で言う。

「もう待てない。限界」

　歩きながら悠斗は私の額にキスをした。それだけでもう、なにも言えなくなってしまう。心も身体もふわふわと宙を浮いて、まるで夢の中の出来事のように思える。

　そのままベッドルームへ入り、一糸まとわぬ濡れた身体をふかふかの大きなベッドにそっと下ろされた。

　私の顔の横に両手をついて私を見下ろしながら、彼は静かに言った。

「……やっと……俺のものにできる」

　彼の髪から、濡れたしずくが玉になって私の髪に落ちてきた。

「今夜は朝まで寝かせられないかもな」

　少しくぐもった掠れた声が耳をくすぐる。

「え……。ま……待って。そんなの無理よ」

　私の言葉に返事もせずに激しく唇を奪う彼の性急さに、呼吸の自由さえなくなる。まるで獣のようだと思ったけど、次の瞬間には甘く、優しいものに変わっていった。身体中に繰り返し落とされるキスは、心地よく私の胸を締めつける。

「もう……やめて。怖い」

　身体が自分のものじゃなくなるような不思議な感覚に怖くなり、思わず言った。

「怖い？　そうか。じゃあもう……やめる？」

　そう言うと彼は私の身体からパッと離れた。

「やめてほしいんだろ。もういいよ」

「あの、違うよ？」

「なにがだよ」

「や、やめないで。怖いのは……気持ちなの。どうにかなりそうで」

　私ったら、なに恥ずかしいこと言ってんのよっ！

　言ったあとで自分にツッコむ。

　だけどもっと知りたい。こんな私は悠斗から見たら支離滅裂でおかしいかな。

「まったく、どっちだよ。おかしなやつだな。大丈夫だ。どうにかなりそうなほど俺に溺れろ。全部受け止める。心も、身体も、全部俺に差しだせ。心配いらないから」

　愛いとしそうに私を見つめる澄んだ目。

「嬉しいけど……怖い。嘘じゃ……ないよね？」

　おそるおそる聞いた私を見て、彼はおかしそうにクスクス笑う。

「こんなに言ってるのに。俺は本当に信用ないんだな」

　その不意打ちの笑顔に、胸の奥がドクリと鳴る。

「好き……」

「え？」

　言ってしまってからハッとなる。

　うわっ、どうしよ!!　突然なんなの、私！　変でしょ、いきなり。

　焦って顔を手のひらで隠した。悠斗はなにも言わない。

「い……いや、あの。え……笑顔が綺麗で可愛いから思わず……。悠斗の笑った顔が好きなの。それだけだから気にしないで？」

「……気にする」

　あれ、もしかして気に障った？

　そう思い、指の隙間から悠斗を見た。彼は額に手を当てて俯いている。表情が見えない。

「ごめん。私、別に変な意味じゃ……」

　年上で大人の男性に『笑顔が可愛い』だなんて。バカにされたと思われかねない。

　だけどすぐに額から手を離した悠斗の顔は、先ほどと同じ笑顔だった。

「興奮した……。ヤバい。百合子が素直だから悪い。初めては優しくするつもりだったのに」

　その顔から笑みが消え、真剣な眼差しが私に注がれる。それだけ言うと、悠斗は再び私に覆い被さってきた。

「百合子……百合子」

　悠斗の声が耳をくすぐり、心の奥まで響いてくる。

　熱く激しく流れ込んでくる悠斗の激情に流されそうになりながら、一いち縷るのまともな感覚でなんとか自分を保とうとする。

「ああ。悠斗……」

　口から出そうとする言葉は、すべて喉のどの手前で吐息に変わっていく。

　こんなに息苦しくて、切なくて。とても幸せで。

　悠斗は腕の中でたくさんの夢を見せてくれる。このままここで揺らめいていたい。そう思わせる。

　これからもずっと、このぬくもりに包まれて生きていくことができる。

　出会って、恋をして、求められる幸せに心から感謝した瞬間、私の意識は次第に遠のいていった。




「……子、……百合子」

　遠くから悠斗の声が聞こえる。

　あれ。悠斗？

　……ハッ……。

　パチリと目を開けた私のすぐ近くで、心配そうに見つめる彼の黒く大きな瞳が揺れていた。

「きゃ」

　驚いて目を見開く。

「まさか気を失うなんてな。驚いたよ」

　彼がクスクス笑いだす。

「気を失った？　そんな、まさか。私は……」

　慌てて取り繕おうとする私の唇に、彼の唇がチュッと軽く重なった。

　えっと？　さっき、悠斗にこうされて、それで……。

　少し前に起きた事態に顔がボワッと熱くなる。

　本当に？　自分でも信じられない。

　そのとき、悠斗が髪をかき上げる仕草に、私の肩がピクッと揺れた。彼はそのまま起き上がり、ベッドから下りると、ベッドの横の冷蔵庫から水を出してひと口飲んだ。悠斗が動くたびに私の身体のどこかが反応する。

　やだ……なにこれ。悠斗に敏感になっているのかな。

　私が腕をさすりながら首を傾げていると、彼が私の隣に戻ってきた。

「百合子に触れてもいないのに、なんでそんなにびくついているんだ？　もう、しないよ。怖がるな」

　私の挙動不審な動きがバレている。私にだってわからない。

「怖がってなんかない。なぜか、わからないの……」

「そんなに気に入ったのなら、もう一回しようか……？」

　耳に吐息をかけるように、悠斗が低い声で囁いた。

「嫌。ダメよ」

　またされたら身体がおかしくなってしまう。先ほどのことを思い浮かべただけで、身体が熱くなってくるというのに。

「……冗談だよ。今日はもう休みな」

　ふわりと笑いながらそう言うと、悠斗は私を抱きかかえるようにして目を閉じる。

　そんな悠斗の端正な寝顔を至近距離で見つめる。きっと彼にはこれまでにたくさんの出会いや別れがあって、いろいろなことを経験している。

　御曹司としての役割や苦悩、重責も大きいだろう。これから私がそばにいてそんな彼の役に立てるのか。足手まといになったりはしないんだろうか。

　いつか自分の選択を後悔して、私を追いはらったりはしないだろうか。

　もしもそうなったとき、私は自分の足できちんと歩いていけるのか。

　この結婚話をこのまま進めることは正解なのか。今のうちに引き返したほうがいいんだろうか。

　このまましばらくしたら、きっと私は今よりもっと悠斗のことしか考えられなくなるだろう。

　好きになりすぎることが、止められない。

　一度抱かれただけで気絶するほどのその魅力に抗あらがう術すべは、私にはないのだから。

　本当に私でいいのかな。

　好きだと言ってくれた言葉だけを信じていけばいいのかな。

　不安に胸が押しつぶされそうになる。そんなことを考えているうちに、いつしか涙が頬を伝っていた。

　悠斗はうっすらと目を開けると、そんな私の顔を見ながら笑って言った。

「百合子、どうした？　本当に泣き虫だな」

「ずっと……これからもこうしていてくれるの？　どうして私だったの？　私のどこをこんなに好きになってくれたのかわからないの。どうしても、自信が持てないのよ。悠斗はモテるし、とても魅力的だと思うから」

　素直な本音だった。悠斗にはきっとわからない。なにもかもを持っているから。

「なんだ。そんなことを考えていたのか。これからもこうしているに決まっている。百合子は俺のすべてだから。……百合子のどこが好きかなんて考えたことはないな。ただ言えることは、百合子と一緒にいることが、俺らしくいられる唯一の方法だって気づいたことだな」

　意味がよくわからなくて聞き返す。

「私が好みのタイプだったってこと？　可愛いと思ったの？」

「ははっ。自分で言うなよ。……そういうところかな。思ったことをなんでも口にできる素直さは、俺の育った環境の中では許されなかった。どこか遠いところに忘れてきたものを、百合子といたら取り戻せそうだから。元来いたであろう自分に今さら気づけた。まあ、百合子が、今の俺には必要不可欠なんだよ」

　丁寧に言葉を選んで答えてくれているんだろうけれど、難しくて全部の内容は理解できない。

「私を好き？」

　聞きながら、また泣いてしまう。お願い、わからせて。なにを言われても、言葉にかける鍵はないから確信が持てない。

「百合子が好きだ。ただ、それだけだ。大丈夫だから、もう泣くな」

　今は悠斗の囁きだけが、私を不安から救う唯一の魔法だ。彼の優しい囁きに、心が軽くなる。

　甘く押し寄せる波にさらわれるように、私はそっと瞳を閉じた。

　強く抱きしめ直してくれたその身体にしがみつく。ここは温かくて心地いい。

　今までこんなふうに大切に扱われたことがなかった。

　もう彼以外の男に触れたくない。誰にもこの場所を譲りたくはない。

　そう思ったとき、私の胸には今まで口にしたことのない言葉が、初めて生まれてきていた。

「……悠斗……起きてる？」

　目を閉じたまま悠斗が答える。

「……ん？　……もう寝ろって」

「あのね。……愛してる……」

　悠斗の閉じられた目がゆっくりと開いた。そしてなにも言わずに私を見ている。

「……悠斗……？」

　なにか言って。『俺もそうだ』と答えてほしい。期待を込めて彼を見つめ返す。

「悠斗、私……」

　話しだした私の髪をそっと撫でる彼の手に気を取られて、私は黙った。

　一瞬ニコッと笑うと、悠斗は再び目を閉じた。

　疲れているんだろうと思い、私はこれ以上話すのをやめた。

　答えてはくれなかったことは、私の心に小さな不安を残したけど、私もそのまま目を閉じた。










芽生え［悠斗ｓｉｄｅ］




　――パチパチパチパチ。

　拍手とスポットライトの中、俺は深呼吸をすると、顔を上げてからそっと楽器を下ろした。

　一礼をして、舞台袖に向かって歩きだす。

　今までで最高の演奏だったと自分で思う。悔いのない気持ちで、自信に満ちたまま楽屋に戻ると、ドアの前に祖父が満面の笑みをたたえながら立っていた。

「……おじい様」

「悠斗！　よくやった。優勝は間違いない。最年少バイオリニストの道が開けたぞ」

　そう言って頭をガシガシと力強く撫でられる。俺はニコリと笑いながら、撫でられたせいで乱れた髪のまま、祖父を見上げていた。




　＊　＊　＊




　眩しい……。

　そっと目を開く。

　……夢……？　ああ……夢か……。

　夢に祖父が登場したのは、何年ぶりなのか。

　さっきのあれはそう、国際バイオリンコンクールだ……。優勝したあの当時、俺は小学五年生だった。

　なんで今さら夢に見たのか……。しかも今日という日に。

　今日は澤乃井建設の中国建材工場の完成祝賀会がある。その席で俺を次期後継者として紹介する、と父は言っていた。

　澤乃井建設か……。あんな会社に興味はない。もちろん、裕福に育てられて感謝はしている。だけど会社があったせいで、孤独な幼少期を過ごしてきた。そんな俺の唯一の生き甲斐がバイオリンだったのに、それも今はもうない。

　会社は従い兄と弟この亮りょう太たに渡せばいいのに。なんで俺が……。

　そんなことを考えながら時計を見ると、そろそろ出かける時間が迫ってきていた。

　そのとき、コンコンと部屋をノックする音がした。

「悠斗さん。あと一時間で祝賀会へ出かける時間になります。お車は前で待機いたしておりますので。社長と奥様は会社から直接向かわれます」

　俺が起きた時間を狙ったように、執事がドアの向こうから声をかけてきた。

「ああ……わかってる。服は？」

　ベッドの上で起き上がりながら返事をする。

「グレーのタキシードをご用意してあります。私はここにおりますので、お召し替えのときにお声をおかけください」

「わかった。ありがとう」

　俺はため息をついて、頭をくしゃくしゃとかきながらベッドから下りた。そのまま部屋の隣のシャワールームに向かってとぼとぼと歩いた。




「本日は、誠におめでとうございます！」

　小太りの男が、眼め鏡がねの隙間から俺をチラチラと見ながら、隣にいる父に挨拶をしている。

「澤乃井社長。ぜひとも我が社にも澤乃井建設様の恩恵を分け与えていただきたいです。なんなりとおっしゃってください」

「いやいや、そんな。我が社はまだまだこれからです。またぜひともご連絡いたしますよ」

「ありがとうございます。ところでこちらの男前の方は、社長のご子息でいらっしゃいますか？」

　げっ。また俺？

「ええ、そうです。息子の悠斗です。悠斗、三み浦うら商事の社長さんだ。ご挨拶しなさい」

　もうこのあとの展開は読めている。先ほどから何度も同じ話の繰り返しなのだから。

「どうも。澤乃井悠斗です。はじめまして」

「やあ、やあ、こちらこそ！　三浦でございます！　これからよろしくお願いいたします！　わはははは」

　三浦社長は俺の手を無理やり引っ張りつけて握りしめると、ブンブンと振りまわしながら握手をしてきた。意味もなくひとりで楽しそうに盛り上がっている。俺もうっすら笑いながら彼に合わせた。

　ここからもどのような展開になるのか察しはついていた。

　三浦社長は手を離すと、俺を見上げてニヤリと笑った。

「悠斗さん！　ぜひとも紹介したい者がおりますので、どうかしばらくお待ちください！　おい、綾あや乃のっ！　綾乃ー！　早く来なさい」

　……やっぱりな。

　彼は高校生くらいの年頃の少女を呼びつけると、俺の目の前に立たせた。その子は俺を見上げて頬をほんのりと赤らめている。派手な晴れ着を着込んだ少女の頭には、重そうなかんざしがいくつも針山のように刺さっていた。

　俺が彼女の目を見下ろしてじっと見つめると、恥ずかしそうにモジモジしだした。

「悠斗さん。娘の綾乃でございます。ぜひともお見知りおきいただきたいのですが。もしご縁がありましたらぜひに。これから花嫁修業に励む所存です」

　はあ……。今日がお見合いパーティーだとは執事からは聞いてないぞ。なんなんだよ。次から次へと。

　そう思いながらも、俺はにこやかに少女に声をかける。

「はじめまして、綾乃さん。澤乃井悠斗です。どうぞよろしく」

　少女は顔をさらに赤くしながら、ぼんやりと俺を見ている。そして小さな声で自己紹介した。

「あ……あの。三浦……綾乃です……」

　そのあとは黙って俺を見つめているだけだった。

「いやー、悠斗さんがあまりにも素敵で見とれてしまったようで。わははは」

　三浦社長が娘に代わって話しだす。

　これ以上は話が続かないと判断した父が、俺に目配せをした。

「では、三浦社長。私共はこれで……」

　俺は三浦親子に軽く頭を下げると、歩きだした父について、その場を離れた。

　父を追うように歩きながら問いただす。

「父さん。なんで次から次へと娘が出てくるんだよ。いったいなんなんだ。俺は見せ物じゃない」

「仕方ないだろう。どこからかお前のお披露目だという噂が広がってしまったんだから。みんなほとんど娘さんを連れてきてるだろう。もうしばらくうまくやれ。まあ、華やかでいいよ」

　父は悪びれる様子もなく、俺の問いかけをサラリとかわした。

　俺はチッと軽く舌打ちをしてから、改めてまわりを見渡した。

　南急ホテルの大広間を借りきっての大きなパーティー。きらめくシャンデリアがあちこちにぶら下がっている。その下には正装をしたたくさんの人たちが、ところ狭しとひしめき合って会話をしている。

　確かに父の言うとおり、若い女性の参加率が異常に高い。晴れ着やドレス姿の彼女たちが、会場に華を添えている。

　しかしこれ、全部紹介されるのかよ……。冗談じゃない。

　さりげなく逃げだそうと、父から離れて入口付近を目指して歩きだす。

　会場の端の長テーブルに並べられた料理を、何気なく眺めながら進んでいると、向かい側から歩いてくる女性とぶつかりそうになった。

「あっ……。ご……ごめんなさいっ」

「いえ……こちらこそ」

　彼女は両手に持っている皿に気を取られて、前を見ていなかったらしい。彼女が手にしているその皿には、山盛りの料理が隙間なく並べられている。俺はそれを見て思わず固まってしまった。

　おいおい。ひとりで全部食べるのかよ……。まさかな。

　豪華な晴れ着の長い袖をひらりとはためかせて、その女性は軽く微笑みながら俺に会え釈しゃくした。その直後にスッと俺の横を通り過ぎていく。

　俺は振り返り、彼女の後ろ姿をポカンとしながら見送った。

　すごい女の子だな……。

　面白い。俺は逃亡計画を変更してそっと彼女のあとをついていった。

　あの装いということは、俺に会うためにここに連れてこられたんだろう。だが彼女は俺を見てもなんの反応もしなかった。現に、たった今も、ふとあたりを見まわすと、頬を微かに染め上げた女性たち数名と確実に目が合うというのに。

　……自惚れが強いことは自覚している。だが、俺がその気になれば誘いに乗らない女なんているはずがない。

　よし、試してみるか……。

　会場の隅のテーブルに先ほどの皿を並べ、座って黙々と料理を食べ始めた彼女に静かに近づいていく。驚くことに、どうやら本当に全部ひとりで食べるつもりらしい。

　真横に立った俺に、彼女が気づいた。

「おいしいですか？」

　女が一番喜ぶであろう、渾こん身しんの微笑みを向けて尋ねた。彼女は手と口を止めることなく、不思議そうに俺を見上げた。

「ご一緒します……？」

　もぐもぐと口を動かしつつ、皿を少しだけ俺のほうにずらして勧めてくる。

「ええ、ぜひ」

　俺は彼女の向かいに腰かけると、目の前の取り皿を手にした。彼女はそんな俺には目もくれずに、すごい勢いで料理を口に運んでいる。

　俺が呆気に取られていると、グラスの水をゴクゴクと一気に飲み干してから初めて俺の視線を察したらしく、口を開いた。

「なに？　あなたも退屈してるの？　澤乃井の社長さんに営業や売り込みはしなくていいの？　社長さんはあっちにいるわよ」

　言いながら父のいるほうを指差す。

　は？　なんだ。この偉そうな態度は。

　俺が驚いてなにも答えずにいると、彼女は再び料理をカポッと口に入れてから、べらべらと話しだした。

「せっかく来たんだから、あなたも食べなさいよ。まったく！　なにが御曹司よ。お母さんったらこんなところに私を無理やり引っ張ってきて、冗談じゃないわよ。どうせ、苦労知らずのボンボンでしょ。興味ないって」

「御曹司？」

　俺が聞くと、彼女は俺を見てクスクスと笑った。

「あのね。今日は澤乃井のひとり息子のお披露目なんですって。みんな彼に会いに来てるのよ。笑っちゃうわ。集団お見合いさながらね。きっと自分で結婚相手も探せないのよ。私は順番なんてつかないけどね。ふふふっ」

「集団お見合い……」

　唖然としてしまう。そんなつもり、当の本人はまったくないのに。

「そのすねかじりよりも、きっとあなたのほうが素敵よ。よく見るとなかなかのイケメンじゃないの」

　俺はなにも言えずに、驚きながらただ彼女を見つめていた。

「まあ、私たちは親に言われて渋々ここに来てるの。ボンボンに会いにね。……あ、あなたは男性だから目的は違うわね。さしずめ澤乃井建設に挨拶にでも来たんでしょう？　取引先も大変ね、大手のご機嫌を窺うのは。私はせっかくだから、せめて食べようと思ってね。あなたもよろしかったらどうぞ。やってらんないわよね。忙しいのに、こんなくだらないところに連れてこられて」

　一気に話す彼女をぼんやりと見つめる。

　苦労知らずのボンボン……？　すねかじり？　興味ない……？　ご機嫌取り……。

　目の前の俺がそのおバカなボンボンだとは、さすがに気がついてはいないようだが、どちらにしろ、ひどい言い草だ。

　しかしよく見ると、この娘は口は悪いがなかなか可愛い顔をしている。

　クリクリとよく動く大きな二重瞼の目。スッと通った鼻筋に、ピンクのルージュが塗られた小さな唇。色白の肌に華きゃ奢しゃな身体つき。身長は俺よりも三十センチは低いだろう。

　年齢は……高校生くらいか？

「百合子ーっ。どこにいるの？」

　そのとき、少し離れた場所から誰かを呼ぶ声が聞こえて、目の前の彼女がビクッと肩を揺らした。

「やだ。そばにいないのがバレちゃった。きっとボンボンに会う順番が回ってきたんだわ」

　俺の背を盾に身を屈め、隠れ始めた彼女を、俺は顔を後ろに向けてじっと見ていた。

「ちょっと、動かないでね。……ボンボンのところに連行されちゃう」

　だから、そのボンボンはもうすでに目の前にいるって。君の壁となって。

「君の順番はまだだと思うけど」

　俺はここにいるから。

「あっ！　見つけたわよ！　ちょっと来なさい！」

　母親らしき人物が彼女を見つけだすと、彼女の腕を掴み、引きずるように連れていこうとした。

「離して、お母さん！　嫌よ！　そんな人と会わないからっ」

「なに言ってるの!!　もしかしたら、気に入られるかもしれないのよ!!　うまくやらないとお小遣いを減らすわよ」

『澤乃井のすねかじり』の目の前で喧嘩を始めた親子を見ていると、だんだん楽しくなってきた。この親子は本当に面白い。

「嫌っ!!」

　彼女は母親の手を振りはらうと、一目散に会場の外へすごいスピードで逃げだしていった。

「こら!!　百合子っ!!」

　母親は彼女のあとを追いかけていったけど、しばらくして諦めたようにため息をつきながら、自分のいた場所に戻っていった。

　すげぇ女……。なんだあれは。

「……ぷっ……」

　俺は抑えていた笑いが込み上げてきて、ひとり静かに肩を揺らして笑った。

「くくくっ。……ははははっ」

　あの子……また会えるかな。

　俺は生まれて初めて、また会いたいと思える女性に出会った。




　――コンコン。

　その日の夜。

「悠斗。ちょっといいか」

　部屋のドアをノックする音に気づき、読んでいた本をパタリと閉じた。

「父さん」

　ドアを開けると父が立っていた。

「お前、今日はどうだった」

「え？　なにが……？」

　次期社長の件か、集団お見合いの件か、それとも中国建材工場の経営の件か……。返答に困る。

「お前も今年、大学を卒業する。もちろん、そのあとは私のそばで経営学を学んでもらうが、社長就任までに結婚はしておいたほうがいいぞ。俺としては、今日会ったお嬢さんの中では、橘たちばな建設の菜緒子さんあたりと一緒になれたら、会社のためにはなると思うんだが。まあ、お前に結婚の意志があればの話だがな」

　集団お見合いのことか。

　……橘……？　ええと、どれだったかな。

　ルーレットを回すように、今日会った女性の顔を順番に思い出す。

　ああ。出た。あの派手めの女性か。はっきり言って趣味じゃないな。

「菜緒子さんも、お前をいたく気に入ったようだぞ。よかったな」

「いや……父さん。俺は……」

「なに？　他に誰かいたのか？」

　父は興味深そうに俺の顔を見た。

「うん、まあ。正式に紹介はされてないんだけど、ちょっと気になってさ」

「ん？　誰だ。名前はわかるか」

「名字はわからない。名前は確か、百合子さんとか言ったかな」

「百合子さん……？　本当に？　あの子が気になるのか？　へぇ……そうか。鹿島の娘さんが気になったのか」

　俺が百合子の名前を口にすると、父はなぜか意外そうにしていた。

「父さんは彼女を知っているのか？」

　父の反応が気になった俺は聞き返した。

「ああ。よく知っているよ。鹿島ホームのお嬢さんだ。あの子はまだ十五歳だぞ。本当にあの子がよかったのか」

「まあ、よかったというか。面白い子だなって」

　もう一度会ってみたい、話をしてみたいと思ったのは百合子だけだった。彼女は嫌がっていたけれど。

「だけど、鹿島ホームはこれから利益を生むかはわからないぞ。一般住宅は難しい分野だな。競争も激しいし。澤乃井では未開拓だ」

「そんなの、俺には関係ない！」

「うん……そうだな。……だがな、お前の結婚となると会社をないがしろにはできんのだよ」

「俺は結婚相手も自由に決められないのか」

　俺が少し強めに言うと、父は苦笑した。

「そうは言っていないけどな。……誤解を抱かせたなら謝るが、少しは考えてもらわないとな」

　遠慮がちに言う父を見ながら、やはり昔のことを負い目に思っているんだ、と改めて気づかされる。

　中学生になったばかりの頃、大好きだった祖父が突然亡くなった。

　俺に音楽の才能があると誰よりも早く見抜き、会社のことを考えずに音楽家として生きる希望を作ってくれた。音楽を学ぶ場とバイオリンを与えてくれた、俺にとっての一番の理解者だった。

　だが俺を会社の後継者にしたかった父は、祖父が亡くなったと同時に俺から音楽を取り上げた。バイオリンを手元に残してはくれたが、俺はそれ以来あまり弾くことはなくなった。そんな将来のないものを弾くよりは、女遊びでもしたほうが気が紛れて楽だったからだ。いつか手放さなくてはならないのならば、早く遠ざけたかった。生半可な気持ちでは向き合えない。中途半端は嫌だと思うほどに大切なものだった。

「だがな、悠斗。結婚となるとやっぱり未成年はちょっとな。もし、どうしてもと言うのならば、先方に申し入れてはみるが」

　まあ、確かにな。まさか十五歳とは思わなかった。化粧と晴れ着のせいなのか、女性らしい色香がなんとなく漂ってはいたけれど。

「……ああ。わかってるよ。会社のためなんだろ」

「そんなことを言ってはいない」

　想像以上に子供だった百合子のことは忘れよう。俺なんかと一緒になると、会社のことに巻き込んでしまう。彼女のためにも忘れるべきだ。

「さっき言った菜緒子さんなんだがな。一度ふたりで食事でもしてみたらどうだ」

「……うん。わかったよ」

　もうどうでもいい。俺の人生は、きっとこれから先も自分で決めていいことなんてなにひとつないだろうから。

　澤乃井のため。父のため。俺は飾りでしかない。好きなものも、結婚も、すべてを諦めながらの人生でしかない。百合子が言うように、所詮、苦労知らずのボンボンだ。自分ひとりの力ではなにもできはしないのだから。




「ねえ、悠斗さん。このあと、部屋を取らない？　朝まで一緒にいたいの」

　菜緒子が甘えた声で誘いをかけてくる。

　父に言われるがままに、彼女とホテルのレストランで食事をした。窓の外の夜景をぼんやりと眺めながらため息をつく。

　彼女のほうを見た。ゆっくりと瞬きをして、艶やかな視線を投げかけてくる。

　露出の多い派手な服。長い爪には紫色のマニキュアがべットリと塗られている。

　はあ……。面倒くさい……。帰って眠りたい。

　俺は彼女から目を逸らし、半ば投げやりに答える。

「……ああ。いいよ。朝まで一緒にいよう」

　すると彼女の顔がパアッと明るくなる。

　たやすい女だ。つまらない。

「私、あなたのこと本気になってもいいのよね」

「……いいんじゃない。好きにしろよ」

　どうでもいい。なにも考えたくない。

「悠斗さんはバイオリンが堪能なんですってね。今度ぜひ聴かせていただけないかしら。私はピアノが得意なの。一緒に演奏してお父様たちに聴かせられたら素敵ね」

　赤い口紅が塗られたその口からは、勝手なことばかりが語られる。

「そうだね。そうなったらいいかもな」

　菜緒子の言葉のひとつひとつが、耳を掠めてはフッと抜けていく。適当に話を合わせながらやり過ごす。

「お父様が悠斗さんに会いたがっているの。都合がよければ明日にでも……」

　うるさい……。そんなことはどうでもいいだろう。どうして俺が、君の父親に会わなくてはならないんだ？

　俺はがたりと立ち上がると、菜緒子の手をグッと掴んだ。

「早く部屋に行こう」

　菜緒子は一瞬驚いた顔をしたが、すぐにニコリと笑い、頷いた。




　彼女の手を引っ張り、引きずるように部屋に押し込む。

「ゆ、悠斗さん。そんなに慌てないで」

　部屋に入るなり、シャワーも浴びずに彼女をベッドの上に乱暴に放り投げた。そのまま流れ込むように俺も彼女の上にまたがる。

　彼女を見下ろすと、期待を込めた目で俺を見上げている。そのまま顔を近づけていき、唇を重ねようとした。

　あと数センチで唇が重なる……。そのとき、フッと脳裏に百合子の顔が浮かんだ。

　ピタリと動きを止めた俺を、菜緒子が下から不思議そうな顔で見ている。

「……悠斗さん？」

　俺の頭の中は楽しそうに笑う百合子の笑顔でいっぱいだった。無邪気な可愛い笑顔。

　きっと、彼女と俺がこんな状況になったときには、赤い頬で俺を見つめるんだろう。そして恥じらいながら無理に笑うんだろう。俺は、そんな百合子をいたわるように、そっと抱きしめる。そうしたなら、言いようのない幸せを感じることができるだろう。

　そこまで考えてふと思い直す。

　なんで……。まだ子供じゃないか。俺……どうかしてる。

「ちょっと、どうしたの？」

　百合子にもう一度会いたい。なぜ忘れられると思ったのか。鮮烈に頭の中を占めるその存在を。

「悠斗さんってば！」

　そうだ。今ここにいるのは菜緒子だ。百合子じゃない。

　俺の胸の下でふて腐れる菜緒子の顔を見る。

　……違う。俺が欲しいのはこの女じゃない。

　いろいろ考えながら固まっていると、菜緒子が急に起き上がった。そして今度は逆に俺を押し倒し、上にまたがってきた。

　彼女は怒りの視線を一瞬俺に向けたが、すぐに頭を下げて俺の身体に顔を近づけていった。

　抵抗する気力もなく、されるがままになる。なにもかもが面倒になっていた。自分が百合子を忘れられないことも、会社のことも。

　やがて、俺の意思とは関係なく、身体は菜緒子の思うままになる。

「……悠斗……素敵……」

　うっとりと呟く菜緒子の声がなんだか遠くに聞こえる。

　……百合子……。いつか、君を俺のものにしてやる……。

　そう思いながら、俺は少しずつ快楽の波に飲まれていった……。




「副社長、二時からは高たか野の建機の野の坂さか専務と打ち合わせです。準備をお願いします。四十五分にお車を正面に回します」

「ああ、わかった」

　軽く頭を下げて秘書が部屋から出ていく。俺はドサリと椅子に座り、煙草に火を点けた。

　煙をフッと吐きだしながら、明日のことを考える。とうとう、このときがやってきたのだ。

　四日前に鹿島ホームが突然の経営危機に陥った。重要取引先の倒産の煽りをまともに受けたのだ。それを知るや否や資金援助を申し入れた。……もちろん条件つきで。

　しかし、さすがはあれほどの器量の娘だ。俺と同じことを考えているやつが数名いた。みんな、百合子との結婚を条件に鹿島ホームを立て直すと申し出ていたようだ。

　……冗談じゃない。

　俺は、彼女が十五歳のときから大人になるのを待ってきた。今さら他の男にさらわれてなるものか。

　申し入れをしている八社の中で、一番条件のいい案を鹿島常務に提案した。

　鹿島常務は彼女の母親だ。もっとも、澤乃井だと名乗ると、案を聞く前からすでに俺に決めてくれた様子ではあったが。

　俺の予定では、あと二年は待ってから結婚を申し込むつもりでいたのだが、早まってくれてかえってよかった。

　早く俺のものにできる……。

　事態が事態なだけに、『もうしばらく成長するまで待て』と言う父の考えに、従う必要はない。

　明日の見合いで俺に会うとき、彼女は俺のことを覚えているだろうか。

　見合いの場所は、父の接待での行きつけの料亭を指定した。見合いなんてもちろんしたことはない。だがイメージ的には昔ながらの落ち着いた日本料亭だろう。

　はやる気持ちを抑えながら、俺は立ち上がった。




　見合い当日。少し早めに着いて彼女の到着を待つ。

　何年ぶりだろう。彼女に会っていない間も適当に女遊びはした。だが他の女を抱きながらも、頭の中ではいつも百合子を抱いているつもりでいた。

　百合子と結婚できるなら、もう俺に他の女は必要ない。そう思い、すべての女性関係を清算して今日の日を迎えた。

　そのとき。

「失礼します」

　襖の向こうから声をかけられた。

「どうぞ」

　俺が返事をすると襖がスッと開き、女性がふたり正座をしてこちらを見ている。

　年配の気のよさげな人と、もうひとりは……。

　俺は数年ぶりに見る百合子の美しさに、しばらく呆然としていた。少女の頃の面影を残しつつ、さらに魅力溢れる女性へと変貌を遂げている。

　ふたりは三つ指をついて揃って頭を下げたあと、部屋の中へ入ってきた。

　向かいに座る百合子の顔を見つめながら、俺は無言でしばらく動けなかった。彼女もなにも言わずに、視線をあちこちに泳がせながらそわそわしている。

　時折こちらを見ているようだが、俺がじっと見返すとフッとまた目を逸らす。

　緊張しているだろうと思い、しばらく猫を被っていたが、だんだん疲れてきた。俺が本性をあらわにした途端、百合子も勝ち気な性格を隠すこともせずに言い返してきた。小気味いいテンポであれこれ言う百合子と会話していて、とても楽しかった。俺のまわりの女性は機嫌ばかり窺ってくる。やはり俺の目に狂いはなかった。




「本当に申し訳ありません。まだまだ子供で……。私も毎日手を焼いておりますのよ。まったく言うことを聞かないじゃじゃ馬なんですの。本当にそんなあの子でよろしいのですか。悠斗さんほどの方ならば、なにもあの子にこだわらなくても……」

　百合子があのときと同じように、着物の裾をたくし上げて走って逃げ去ったあと、鹿島常務は申し訳なさそうに俺に言った。

　百合子にこだわる俺の真意を疑っているようなもの言いだ。娘を嫁に出したあとで、俺が浮気でもすると思っているんだろうか。

「いえ。元気で退屈しなくていいですよ。僕は彼女のような女性が好きなんです。どうかご安心ください。決して娘さんを悲しませるようなことはいたしませんから」

「あ、あら。私は疑っているわけではないんですのよ」

　鹿島常務はおろおろと取り繕う。

「わかっていますよ。ただ、常務には知っていただきたかったんです。僕が……本気だということを」

　そうだ。彼女が欲しい。ずっと求めてやまなかった。嫌がられても、拒まれても、諦められない。

　もしかしたら俺は一生、彼女に愛されることはないかもしれない。俺の一方的な想いだけ。

　それでもいい。自分でもなぜなのかと思うほど、何年経ってもその気持ちは変わらなかった。これからも変わることはないだろう。

　彼女のことはまだなにも知らない。ようやくスタート地点に立ったばかり。だけどきっとこれからも、なにを知っても今まで以上に愛していくだろう。

　本当は子供の頃に諦めたはずの音楽だって、実は全然、情熱が冷めたわけではないのだということにも自分で気づいている。

　俺は物事にじっくりと、とことんこだわる執拗なタイプの人間みたいだ。

　今さら自分のことがわかって、フッとおかしくなる。

「悠斗さん？」

　鹿島常務が心配そうにそんな俺を見ている。

「あ、すみません。いろいろ考えていたもので……。百合子さんにはまた必ずご連絡させていただきますよ」

　彼女はホッとした笑顔を見せた。

「よろしくお願いいたします。今後とも」

「こちらこそ」

　そのときふわりと風が舞い、赤い木の葉がひらりと舞った。それを鹿島常務と見ながら微かに笑い合った。










余韻［悠斗ｓｉｄｅ］




　窓の外の空が、うっすらと白みかけてきている。

　朝か……。

　俺は、隣で小さな寝息をたてている百合子の顔を、ただ静かに見つめていた。

　何時間こうしていただろう。どれだけ眺めても飽きることはなかった。ようやくこうして朝を迎えることができた。恋焦がれながらも会えない時間が長すぎて、一時はどうにかなりそうだったが、いつしかそれが当たり前になり、慣れていった。

　だが、恋の情熱が冷めることだけはなかった。

　少し無理をさせてしまったな。

　昨夜は彼女の小さな身体に、俺の想いを一気に激しくぶつけてしまった。

　溢れるように限りなく彼女を求める想い。その深さに自分でも驚いた。百合子を抱きながら涙が出そうにさえなった。

　他の男の影が彼女のそばに見え隠れしただけで、冷静ではいられなくなる。彼女を子供扱いしながらも、自分が一番嫉妬深く、どうしようもないのだとわかっている。

　初めての夜に優しくできなかった。その余裕は俺にはなかった。そんな俺に百合子は『愛してる』と囁いてくれた。

　そんな彼女の想いが嘘だとは決して思わないが、初めて抱かれた男を優しいと感じるのは一般的な心理だろう。俺は返事をすることができなかった。

　愛を口にすることはたやすいが、そんな言葉ひとつで彼女への気持ちを言い表すことなどできやしない。だからといって、自分でもどうしたいのか、わからない。

　彼女の柔らかい巻き毛にそっと触れる。

「う……ん……」

　小さな身体が微かにピクリと揺れて、慌てて手を離す。すると彼女はまた、小さな寝息をたて始めた。

　数年分の想いを彼女に刻むという行為は、俺のひとりよがりなものであり、百合子に責任はない。わかっているのに止まらなかった。

　百合子の白い肌のあちこちに残る、俺がつけた印が痛々しい。そっとそれらを唇でなぞりながら小さな声で呟く。

「ごめんな、百合子」

　そのとき、彼女の肌が再びピクッと動いた。

　起こしたか？　そう思い様子を見ていたが、彼女は瞳を閉じたまま動かない。

「ごめん。……どうしようもなかった」

　もう一度言う。すると百合子はそっと目を開いた。

「……どうして……謝るの……？」

　急に百合子が呟き、俺はビクリとして彼女から顔を離した。

「……起きていたのか？」

「さっき、肌の感触で起きたけど……謝ってからなにを言うのか、怖くて目を閉じていたの」

「怖い？　……なにがだよ」

　不思議に思い、尋ねる。すると、彼女は暗い表情をした。

「後悔してるの？　私を抱いたこと……。やっぱり思っていたのと違ったから、謝ったの？」

「なんでそう思う？」

　後悔なんかするわけがない。止めどなく溢れる想いは、俺の全身から流れ出ているはずだ。どうしてそんなふうに思うのか。

「だって、幻滅したんじゃない？　胸もないし、どうしたらいいかもわからなくて」

　俺はクスッと笑った。

「百合子が可愛くて仕方がない。ずっとそう思っていた。これからもそうだと思う。男慣れしてなくて、かえってよかった。嫉妬で狂いたくはないからな」

「……調子がいいわね。言いきられると、ツッコめないわ」

　フッと力が抜けたように相好を崩して笑う彼女を見ながら、その背を優しく撫でる。

　滑らかな肌も、可愛い仕草も俺だけがひとり占めできる。その喜びをどう伝えたらいいんだろうか。

「くすぐったいわ」

　そう言って身体をくねらせる百合子を見つめるうちに、どちらからともなく自然に唇が重なる。触れ合うだけの、唇の温度を測るような長いキス。それだけでとろけたような視線を俺に向ける。

　欲情のこもった眼差しを受け、またしても愛しさで心が満ちていく。

「どうした？　そんなに……よかったか」

　わざとからかうように聞くと、百合子は顔をプイと背けた。

「いっ……いいえ。なんでもないわ。そんなこと言わないでよ」

　真っ赤になって照れながら怒る百合子に参ってしまう。頭の中で幾度か考えてきた。きっと彼女はこんなときにはこういうふうに答えるだろうと。どうしてこうも期待を裏切らないのか。

　彼女は顔を元の位置に戻して俺を見上げた。

　俺はニヤニヤ笑いながら、片肘で頭を支えた姿勢のまま、彼女を見下ろす。

「……いやらしいなあ、百合子の身体は。結婚したら俺の身がもたないかもな。だけど俺が満足させてやらないと。また他の男に頼まれても困るから」

　冗談で言ったつもりだったが、彼女の瞳が次第に潤みだすのを見て、俺はぎょっとした。

　俺の予定では、そこまで言えば『もう一度』とお願いされるはずだったのに。

　持ち前の勝ち気さと、意地っ張りである性格が、本来の百合子の素直さを押し込んでいるようだ。涙が彼女の目の横にポロリとこぼれ落ちた。

　あ、まずい。さすがにそう思い、それを拭おうと手を伸ばした。

「百合子、冗談だよ」

　すると手が頬に触れる直前に、彼女はあちらを向いてしまった。

　もう一度呼びかけてみる。

「百合子」

　顔を向こうに向けたまま鼻声で彼女は言う。

「もう、知らないっ。どうせ昨日の夜からずっと軽蔑してたんでしょ。そんな女だと思ってるんでしょ。ええ、いいわよ。そうよ。たとえ結婚してもあなたの言うとおり、寂しくなったら誰かに頼むわ。相手は悠斗じゃなくてもいいものね。悠斗が昨日そう言ったもの。そうするわ」

　俺は驚いて起き上がった。

「おい、なに言っ――」

「悠斗がそうしろと言うのなら、私は誰にだってお願いするわ。あなたも私が身持ちの固い女だとは思っていないでしょ!!　どうせいやらしい女だもの」

「百合子!!」

　俺の声の大きさに彼女の肩がビクッと震える。

　百合子はおずおずとこちらを向いて、俺を見たままようやく黙り込んだ。俺は怒りと戸惑いの入り交じった気持ちで彼女を睨んだ。

「……いい加減にしろ。冗談だって言ってるだろ。自分の言ってることがわかってるのか？　俺は今後一生、百合子を他の誰にも触れさせないから。そんなことは……許さない」

　そう言って百合子の身体をこちらに向ける。

　百合子は『嫌』と言うように頭を左右に振った。構うもんか。

「足りなければ他の男にお願いするだと？　そんなことを口にするのも許さない」

　俺がどんな気持ちで今まで待ったと思っているんだ。そう考えながら彼女を睨む。百合子が驚きょう愕がくの眼差しをそんな俺に向けている。

　俺自身も、自分の中に激しく湧き起こる新しい感情に戸惑いを感じていた。

　どうして、わからないんだ。君しかもう俺の目には見えていないことを。

　しばらくそのまま見つめ合っていると、百合子の視線が熱のこもったものに変わっていった。それを感じて俺もフッと笑う。

「わかったのか？　もう言わない……？」

　百合子はコクリと頷いた。

「俺も悪かったけど、もう二度とそんなことは言わないでくれ。百合子がすべてだと言っただろう。どうにかなりそうになる。俺を困らせるな」

　彼女は俺の目を子犬のように弱々しく見つめたまま、小さな声で言った。

「悠斗以外の人に触れたりなんかしないわ……。私ももう無理なの。悠斗じゃないとダメみたい。私に触れるのはこれからも悠斗だけよ」

「それから……？　言うことはそれだけなのか……？」

　俺のさらなる追及に百合子は小首を傾げている。

　しばらくすると、俺が今聞きたい言葉がわかったようだ。一回ゆっくり瞬きをしてから、俺をまっすぐ艶やかに見つめた。

「悠斗……あなただけが好きよ……」

　トロリとした表情でそう言われると、もうたまらない。どうしてこんなに俺を翻弄するのか。

「俺もだ」

　ひとことだけ言うと、彼女の肌に指を這わせた。その指先をキスで追っていく。

　百合子は顔を紅潮させて、瞼を半分閉じながら俺の髪に指を絡める。呼吸を速めて今にもとろけそうな様子だ。彼女の口からは苦しそうな掠れた吐息が漏れだす。

　激しく広がる熱だけに、お互いが支配されていた。こんなに愛しいものには初めて出会った。なにひとつ手に入らなかった俺が、初めて手に入れた大切なもの。

　君のためならばなんだってできる。なにがあっても手放しはしない。

　心から本気でそう思ったのも、初めてのことだった。










事実




　酸味の強いオレンジジュースの入ったグラスを口にしながら、鏡に向かいネクタイを締める、鏡の中の悠斗を見ていた。

　ふたりで初めて迎えた朝は、眩しい太陽の光が部屋に降り注ぐ静かなものだった。悠斗も何事もないような様子で、至って平静に見える。だけど私の胸の中だけは、緊張と恥ずかしさから落ち着かず、ずっとドキドキしていた。

「ん？　なんだ？」

　視線に気づいた悠斗が、急にくるりと振り返り、不思議そうに私を見た。

　私は慌てて目を逸らして、ナイフとフォークをせわしなく動かす。

　先ほど運ばれてきたホテルのモーニングは驚くほどに豪華で、品数も多いけど食べきる自信はあった。お腹も空いている。だって朝からあんなに……。

　嫌だ、なにを考えているのよ。

　悠斗はひとりで赤くなっている私の向かいに座り、コーヒーをゆっくり注ぐと、それを口にした。その何気ない仕草が驚くほどサマになっている。

　さすがに絵になるわ。……って、コーヒー飲んでいるだけじゃない。

　心の中でひとりでノリツッコミしながらも、チラチラと彼を盗み見る。

　悠斗は、モーニングと共に運ばれてきてテーブルに並べられていた何紙かの新聞のうちのひとつを手に取ると、カサカサと広げて読み始めた。

　うわ、すごい。英語だ……。

　ごく当たり前のように英字新聞を手にする彼を見て、やっぱり私とは住む世界の違う人なんだと改めて実感する。私はそんなものを見たことすらなかったのだから。

　こんなふたりの価値観が重なるとはとても思えない。これからもきっと、あらゆる場面で違いを感じるんだろう。

　空が暗く曇るような不安が脳裏をよぎる。

　悠斗の手にした英字新聞をぼんやりと見ていると、突然それがバサッと下に消えて、その奥にいた彼が私を見た。

　悠斗は銀色のフレームの薄い眼鏡をかけている。目が悪かったのかしら。普段はコンタクトなのかな。だけど格好いい……。

　いろいろ考えながらボーッと彼に見とれる。

「おい」

　え？　彼に呼びかけられて意識が戻った。

「なんなんだよ。さっきから、人の顔をジロジロ見て。なにか言いたいことでもあるのか」

　あ、バレていたの。そりゃバレるか。ガン見していたものね。

「話なんて……ないわよ。なんだか気になって。それだけよ」

　ひょうひょうと答える私を、彼は眉をひそめてじっと見ている。

　もしかして少し怒ってる？　いや、困ってるのかも。それとも照れたのかしら。

　再び悠斗の顔を見つめながらその表情を分析する。彼はサッと眼鏡を外すと困ったような顔をした。

「もう、今日はダメだからな。そんな目で見ても。取引先との現場の視察で外せない。夜まで我慢しろ。迎えに行くから」

　悠斗の言い方に驚く。私はそんな意味で見つめていたわけじゃないのに。

　なに言ってんの!?とばかりに彼を睨む。

「他の男に頼むなよ。放っておくとすぐに拗ねるからな。でも、わかってくれよ。学生と違って俺は忙しいんだ。百合子の相手以外にも、しなければいけないことがたくさんある」

　えええ!?　なによ、その言い方は。仕事で忙しいことくらいわかっているわよ！

　私はムッとしながら彼の話に反論する。

「拗ねて手をわずらわせて悪かったわね。どうせ私は、お気楽大学生ですよ。英語も読めないしね。悠斗にはさぞかしバカに見えるかもね。きっとこんな私じゃ、今に愛想を尽かされるわね」

　呆れたように短いため息をついてから、悠斗は私を諭すように言う。

「そんな態度だと確かにバカに見えなくもない。だけど素直な百合子も知ってるから、嫌になったりなんてしない。昨夜はベッドの上で可愛かった。それだけで充分だ。今夜も百合子のものになってやるから我慢しろって。拗ねるな」

　ポカンとする私に彼はニヤリと笑うと、また眼鏡をかけ直して新聞に視線を戻した。

「なっ、なっ、なに言ってんのよっ!!　なにが『我慢しろ』よっ!!　別に拗ねたりなんかしないわ」

　勢い余って椅子から立ち上がり、抗議する。

　すると彼は新聞の横から顔を覗かせ、ふふっと笑った。それを見て、性懲りもなく再び見とれる。

　ヤバい……。格好よすぎる。だいたいその眼鏡は反則だわ。心臓の音が鳴りやまないじゃないの。

「あれ？　そうなのか。迎えに行かなくてもいいんだ。せっかく百合子の言いなりになるって言っているのにな。必要ないか」

　そう言われて考える。……嫌。やっぱり今夜も会いたい。

　私は静かに座り直した。新聞から半分だけ覗いている悠斗の顔を見る。

「迎えに来て。会いたい」

　私がそう言うと彼は新聞をガサガサと畳み、立ち上がって私の隣にやってきた。身体を屈めると、私の唇を優しく塞ぐ。

「わかった、行くよ。待ってろ。飯でも食いに行こう」

　そう言ってふわりと微笑んだ。

　う、うわ……。

　不意討ちな行動にピキリと固まる私を見ながら、悠斗は余裕の顔だ。

「さ、早く食べて。そろそろ行くぞ。百合子も学校だろ。送るから」

　そのまま食事を始めた彼の仕草を眺めながら、ずっと心の奥に抱いてきた疑問がまた蘇る。

　悠斗は本当に私のことが好きなの？　どうしていつもそんなに余裕なのよ。どうせ綺麗な大人の女性がまわりにたくさんいるからでしょう。

　彼にときめくたびに、その想いが強くなると同時に、疑問も大きくなる。だって私みたいな子供じゃなくても……。

　考えてもきりがないので、気持ちを無理やり押し込めると、冷めてしまったスープを一気に喉に流し込んだ。




　――キキッ。

　私の家の前で悠斗は車を停めた。

「あ……ありがとう」

　送ってくれたことに対してのお礼を、小さな声で呟く。そのあとそっと悠斗のほうを見た。

　彼も私を見ていた。無表情でなにも言わず、綺麗な瞳に私を映している。

「悠斗……？　どうしたの」

　問いかけると、彼の顔が近づいてきて再び唇を塞ぐ。

　私は一瞬戸惑いながらも、彼の柔らかな唇の心地いい感触にボーッとしながらそっと目を閉じた。

　――ゴンゴン!!

　突然、車の窓をノックする力強い音が聞こえて、現実に引き戻された。

　パッと彼から身体を離し、窓のほうを振り返る。

「誠せい司じ……！」

　窓の外からこちらを覗いている見慣れた顔に驚く。

「誰？」

　慌てて悠斗に向き直ると、彼は明らかに怪訝そうな表情で、窓の外に視線を向けていた。

「家が隣の同級生なの。幼なじみ……ってやつかな」

「幼なじみ？」

　鋭い眼光のまま私に視線を戻して、彼が呟く。

　うっ……。機嫌が悪くなっちゃった。

　悠斗は形のいい眉を軽くつり上げ、静かな気迫を漂わせている。

「大学にいつも一緒に通っているから呼びに来たのね。もう行くのかな」

　慌てて話題を逸らす。悠斗はしばらく黙っていたけど、急にニヤリと笑った。

「そうか。百合子のお友達なら俺も挨拶しなくちゃいけないな」

　え？　挨拶って？

　悠斗は素早くシートベルトを外し、車から降りた。

　戸惑う私のいる助手席側に回り込んできて、誠司があとずさった瞬間に、私の横のドアを開けた。

　誠司は一歩後ろから悠斗を睨んでいる。その視線に気づきながらも、悠斗は誠司と目も合わせずに、ニコニコしながらスッと私に手を差し伸べてきた。

　ためらいながらも、とりあえず差しだされた悠斗の手を握って、私も車から降りた。

「お、おはよう誠司。学校？　もう行くの？」

「おう。早く準備しろよ」

「今日は講義が休講なんだけど……ちょうど調べたいことがあるから一緒に行くわ。少し待っててくれる？」

「ああ、いいよ」

　私たちが少しだけぎこちなく言葉を交わすのを、悠斗は黙って聞いていた。

　家に入る前に、悠斗に挨拶をしようと彼を振り返った。

　すると悠斗は私の肩の上に手を置いて、私の身体を誠司のほうへ向けると、自分も並んで隣に立った。

　私がきょとんとしていると、悠斗はにこやかに誠司に向かって話しだした。

「お隣さんですか。はじめまして。澤乃井といいます。このたび百合子と婚約が調いましたので、これからお目にかかる機会も多くなるかと思います。どうぞ、よろしく」

「えっ……婚約？」

　誠司は驚愕した顔で悠斗を見ている。

　彼には婚約したことをまだ話していなかった。毎日一緒に大学へ行っていたけれど、なんとなく言いそびれていた。どう切りだしたらいいものか、正直悩んでいたのだ。

　実は私は、一ヵ月ほど前に彼から告白されていた。

『百合子はもう、俺の中ではただの幼なじみじゃない。お前が好きなんだ』

　あのときの誠司の言葉や表情が、昨日のことのように思い出される。

　だけど、彼の気持ちを聞いても、幼い頃から付き合いの深い家族同然の誠司を、異性として見ることはできそうになかった。

『ごめんね。誠司……私……』

『いいよ、わかってる。だけど、俺……待つから。百合子が俺を男として見てくれるまで』

『そんな……。困るわ……。やめてよ』

　私がそう言うと、彼は表情を緩めて悲しそうに笑っていた。

「婚約って、百合子！　どういうことなんだ？」

　そして今、戸惑いながら聞いてくる誠司の問いかけにも、私はなにも答えられないでいた。

「じゃあ、百合子。俺は行くから。誠司……さん。あとはよろしく」

　悠斗はにこやかにそう言って車に乗り込んだ。

　あ、悠斗……。

　追おうとしたけど、私が声をかける隙も与えずに彼は車で走り去った。

　目も合わせてくれなかった。悠斗はきっとなにか感づいたはずだ。勘のいい彼のことだもの。

　だけど、それなら私が心配じゃないの？　なにも言わずに行ってしまうなんて。やっぱり私のことなんてどうでもいいのかしら。

　走り去る車を見送りながら、よくない想像ばかりが頭をよぎる。

「百合子？」

　誠司の声にそちらを向く。

「本当に婚約したのか？　しかも今の〝澤乃井〟って、あの澤乃井悠斗じゃないか？」

「え？　どうして誠司が悠斗のことを知っているの？」

　私は驚いて口を押さえながら尋ねた。

「やっぱりそうか。いや、彼自身のことは知らないし、話したこともないけどさ。顔は知っている。この間、雑誌で見たんだ。『イケメン独身御曹司』みたいな記事で特集されてた。あんな華やかなタイプの男とお前が？　信じられないよ」

　誠司は目を大きくしたまま私を見ている。

「イケメン独身御曹司？　本当に？」

　初耳だった。雑誌に載っていたなんて。

「ああ。ハイスペックなカリスマ実業家だってさ。彼が澤乃井建設の副社長に就任してから、澤乃井グループは飛ぶ鳥を落とす勢いで、さらに急成長しているらしいよ。しかもあのルックスだろ。彼がその気になれば、落とせない女はいないよ」

　私は絶句していた。ただでさえ、悠斗と自分は違いすぎると危惧しているのに。

　誰も悠斗が私に本気だなんて思わないだろう。私も疑って何度も彼に聞いてきた。だけど『大丈夫だ』と言って笑うだけ。

『愛してる』と言われたことも、答えてくれたこともない。今朝だって……。

　誠司は悠斗の車が走り去った方向を見ながら呟く。

「ダメだ……」

「え？」

「あいつはダメだ。お前は幸せになれない。絶対無理だ。彼は百合子みたいな普通の子なんかじゃもの足りないはずだよ。前にモデルや女優と噂になっていたんだから」

　なにを言うの……？

　私は誠司を見たまま、絶句して動けない。

「お前は俺が幸せにしてやるって！　なんで俺じゃダメなんだよ!!　百合子！　考え直してくれよ。小さな頃からずっと百合子を見てきた。俺がそばにいて守っていくって決めていた」

　毎日一緒にいて、共に成長してきた。お母さんに叱られたときはいつも励ましてくれたし、笑わせてくれた。誠司にこれまでもらったものは数えきれない。私だって、できることなら誠司を好きになって、これまでの恩を愛情で返せたならと思うこともあった。

　だけど、どうしても、悠斗に対して感じたようなときめきを、誠司には抱けない。

　愛しさに胸を焼かれるような、切ない恋心。触れたくて、感じたくて。彼の髪を揺らす風になってそばにいたいと思うほどに。

　悠斗の顔を思い浮かべると、またしても昨夜のあのぬくもりに帰りたいと思う。

　揺れて、包まれて、愛されて。その体温に、溶かされてしまいたいとまで思ったひととき。

　湧き出る想いを今もまだ、止めることなんてできはしない。

　悠斗以外の誰にも、もう触れられたくはない。

　たとえそれが、誰よりも近くにいて守ってくれた、大切な人であっても。

　そんなことを考えていると突然、強く抱きしめられて驚く。

「きゃっ……！　ちょ……誠司っ」

　彼を離そうと手で押してみても、びくともしない。

「百合子っ。好きなんだよ」

「やだ……っ。誠司っ」

　誠司の顔が間近に迫ってきている。

　嫌っ……！　……悠斗っ！　どうして行ってしまったの？

　誠司の言うとおり、私じゃダメなの？

「そこまでだ」

　背後からの声に誠司の動きが止まり、私の身体は自由になった。

　驚いて固まる私たちふたりをじっと見据えて、悠斗が立っていた。

「ふぅん……。やっぱりな。君は百合子を好きなのか」

　悠斗の言葉に誠司の身体がビクリと動く。

「お……俺はお前なんかとは違う。真剣に百合子を想っている。会社のための政略結婚なんかに百合子を使うな!!」

　誠司の言葉が私の心にザクリと刺さる。

「政略結婚だと……？」

　悠斗の声が低く響いた。獲物を狙う猛獣のように、鋭い視線で誠司を睨んでいる。

「や……やめて。誠司、いいのよ。それでもいいのっ。たとえそうでも」

　私は滲みそうになる涙を必死で堪えながら、誠司に言った。

「なにを言ってる？」

　悠斗が聞きながら、鋭い眼差しを今度は私に向けていた。それに構わず話し続ける。

「私はいいの。悠斗が私みたいな子供に本気じゃないことくらい、誠司に言われなくても知ってるわ。だけど、それがせめて会社のためになるならいいのよ！」

　悠斗が驚いた顔で私を見ている。

　そりゃ、そうよね。完璧に私を騙したつもりでいたんでしょう。

　初めは、好きだと言われれば素直にそれを信じた。

　だけど、おあいにくさま。あなたを見ていたらわかったの。私ばかりが取り乱したり、緊張したり。私は確かにあなたよりも子供だけど、そこまでバカじゃないわ。自分ではそう思っている。

「そんな結婚は百合子にはさせられない。俺が……！　俺なら大切にできる。俺の気持ちに偽りなんてないから！　俺はこんな男とは違う」

　誠司が私の肩を掴んで想いをぶつけてくる。その指先は微かに震えていた。

「誠司……」

　そうね。それもいいかもしれないと、ふと思う。誠司の愛に包まれているうちに、彼を愛するようになるのかもしれない……。きっと、平凡で幸せな毎日を過ごせる。そこには、今みたいな不安などない。

　だけど……。

「ちょっと待て。いつ……俺が本気じゃないなんて言った……？」

　悠斗の声が再び私を現実に引き戻す。

「だってそうでしょ？　出会ったばかりでなにも知らないうちから、結婚するってすでに決めてた。それに、好きとかは関係ないって言ったじゃない」

　ダメだ。もう止まらない。一度、心の中のわだかまりを口にしてしまったら、あとはもう彼を責めることしかできない。抑えつけていた疑問が次々と溢れだしてくる。

「いつもいつも、悠斗は余裕で、意地悪で。私だけが必死になってバカみたいだわ！あなたは本気で私に向き合ってなんていないのよ！」

　一気に言葉を投げつける。

「全然、愛されてる実感がないの……！　どうしたらいいのかわからないの。いつも不安しかない」

　……もうダメなのかな。

　自分を抑えきれない私を、あなたはまた、子供だと言って笑うんでしょう？

　確かにそうなのかもしれない。私には悠斗みたいにすべてを割りきることなんてできない。恋愛も結婚も、本気で好きになった相手としかできないの。会社のためなんて、絶対に無理だから。

　そっと悠斗の顔を見る。そこにあったのは、深く傷ついた暗くて黒い瞳だった。無表情だけど私にはわかる。

　悠斗……泣いてる……？

　いいえ。泣いてなんかいない……。泣いてはいないけれど……。

　なぜ？

　涼しげで、余裕で、意地悪な悠斗しか知らない私は、彼のその表情に愕然とした。

　いつもみたいに子供だと言って笑いなさいよ。怒りなさいよ。そうしたらまた私から謝って追いかけてあげるわよ。

　いつもそうでしょ……？

「――けだ」

　悠斗が小さな声でなにかを話した。

「え……なに……？」

　聞き返すと彼は、俯けていた綺麗な顔を暗く歪ゆがめてまっすぐに私を見る。

「俺には……百合子だけだ……。五年前のあの日から、百合子を手に入れることしか考えていない。余裕なんて……ない。どうしてそんなふうに思うんだ……」

　なんの話……？　五年前……？　なにを言ってるの。

　私は彼の話がさっぱりわからなかった。

「百合子が大人になるのをずっと待っていた。ようやく俺のものになったと思ったのに……。今さらそんなことを言われて……どうしたら伝わるのか、わからない。もう、伝える方法が、ない」

「あ……あの……。なにが言いたいの？」

「百合子も……行ってしまうのか……。俺の大事なものはみんなこの手をすり抜けていく。これまでも、これからも、きっと。俺が必死になっても、届かないまま」

「……ちょ、ちょっと、待って……」

　悠斗はくるりと向きを変えると、少し離れた場所に停めてある車に向かって歩きだした。

「悠斗……！　待って。意味を教えて」

　呼びかけに彼は振り返らない。おろおろしていると背後から誠司が言う。

「もういいだろ。あいつとはダメなんだ。追う必要なんてない。二度と会うこともないだろうし」

　……そうなの……？　このまま、本当に終わってしまうの？

「ああいうやつは結局、自分のことしか考えてはいないんだ。婚約のことも、お前の気持ちなんてお構いなしに、自分の快楽を満たすような選択しかできないのさ」

「そんな……。そこまで悪い人じゃ……」

　私がそう言うと、誠司は声を荒らげた。

「目を覚ませよ！　会社を理由にお前を無理やり自分のものにしようとしたんだぞ」

　悠斗の笑顔を思い出す。……本当にすべてが嘘だったの？　私のひとりよがりだったんだろうか。

『どうにかなりそうなほど俺に溺れろ。全部受け止める』

　言いながら切なく私を見つめた、あの瞳。思い出すだけで身もだえしてしまいそうなほど、熱い視線。

「そうね。そうかもしれない。私は悠斗にとっては、ちょっとした遊び道具に過ぎないのかも」

「そうだよ。だから、もう忘れて俺のところに来たらいい」

　誠司が私の腕を掴んだ。

「だけど、やっぱり忘れるなんてできない。さっきの言葉の意味を知りたいの。このままじゃ終われない」

「百合子！　いい加減に……」

　誠司の手の力が強くなる。

「どうしようもないの！　好きなのよ！」

　そう言って誠司の手を振りはらった。

「どうしても、心が彼を求める。どんなに努力しても、あの笑顔が頭から離れないのよ。きっとこんな気持ちになるのは悠斗にだけ。……ごめん、誠司。あなたに対してはこの気持ちにならない。これからも」

　それだけ言うと私は駆けだした。

「悠斗！　悠斗！　待って！」

　彼はゆっくり歩いているはずなのに、小走りをしてもちっとも追いつかない。

　もう、待ちなさいよ！　言い逃げなんて、許さない。きちんとわけを聞かないと、なにも始まらない。絶対、さっきの言葉の真相を暴いてやるから!!

　そんな私の目の前でとうとう悠斗が車に乗り込み、バタンと音がした。

「あっ！　悠斗！　行かないで！」

　そしてエンジン音がブオッと鳴る。

　私はとっさに悠斗の車の前に飛びだした。

「わっ!!　百合子!!　危なっ……！」

　開いた運転席の窓から、悠斗の叫ぶような大声が微かに聞こえた直後。

　――キキキキーッ！

　耳をつんざくようなブレーキ音が響いて、車は私の目前で少し斜めに停まった。

　私は身体を丸めて屈み込んでいた。

　――ガチャッ。バンッ！

　車のドアを開閉する音がして、ツカツカと足音が早足で近づいてくる。

　顔を上げると、驚いて硬直し、青ざめた顔の悠斗が私を見下ろしていた。

　腰が抜けてなにも言えない私の横に、彼はガクッと膝をつく。

「……百合子……なにをして……」

　その直後、倒れ込むように私を抱きしめてきた。

「……悠……斗……」

　私がようやく声を出すと、悠斗が私をカッと睨んだ。

「バカッ!!　なにをしてる!!」

　大きな声で怒鳴りながらも、彼の身体はガクガクと震えていた。

「ごめ……なさ……。私……」

　うまく話せない……。

　私の肩に頭を埋めて震える悠斗の髪に、そっと触れる。

「わ……私……は、悠斗を……失うと……思っ……。必死で……」

　突然、どっと涙が溢れだす。

「……や、やめてくれよ。……君になにか……あったら……俺は」

　悠斗は顔を上げて私を見た。その瞳はうっすらと潤んでいる。

「ご……ごめんなさい……」

　迷惑ばかりかけて、いつも困らせている。冷静沈着なはずの悠斗を振りまわして、苦しめている。本当に今が引き際なのかもしれない、と泣きながら考えていた。

「信じてほしい……。政略結婚なんかじゃない。俺自身が百合子を必要としている。愛してるんだ……」

　私は泣くのをやめて顔を上げる。

　い……今……なんて……。

「愛してる。百合子。どこにも行かないでくれ」

　驚いて固まる私に悠斗はふわりと笑った。

「そんな顔するやつがあるか。『愛してる』の言葉は結婚式まで言わないつもりだったのに……。計画は丸潰れだ」

　もう……ダメ……。ハートのついた矢で心を射抜かれた気分だ。

「無事で……よかった……。百合子」

　悠斗がそっと私を抱き上げた。

　そのまま車の助手席に優しく私を乗せると、ドアを閉めた。その直後に車に乗り込んできた彼に尋ねる。

「……大切な仕事があるんでしょ。急がないと」

「ああ。わかってるけど……」

　彼は言いながらシートベルトを締め、ハンドルを一旦握ったけど、すぐに離して両手をさすりながら呟いた。

「……ヤバい。まだ震えてる……」

　彼の手は、私が見てもわかるほどにガクガクと小刻みに揺れていた。

　私はそっと彼の手を自分の手のひらで包み込むと、そのまま唇を寄せた。

「……百合子……」

「ねぇ、悠斗……。もう一度言って……？」

　私はねだるように彼を見つめる。

「……は？」

「さっきの言葉……」

　彼はフッと軽く息を吐くと、私の耳元に口を寄せて囁いた。

「百合子、愛してる。……君だけを……。もういつでも言ってやるよ。解禁だ」

　ぎゃ～!!　自分で頼んだくせに、これはかなり恥ずかしいかも！

　しかもそんなに色っぽく言わないでよ!!　顔から火が出そう。

　ようやく聞けた。嬉しさに胸が打ち震える。だけど、どんな態度でそれを受け止めたらいいのかわからない。

「なっ……なんで……そんなふうに言うのよ。もうやだ……」

　私は恥ずかしくて悠斗の目を見られずに、プイッと窓の外を向いた。

「まったく、百合子は……。『言え』って言ったり、『言うな』って言ったり。いつもあまのじゃくだな」

　いつものように呆れた調子で悠斗が呟く。よかった。元に戻ってる。

　さっきのあの顔は切なくて、悠斗らしくない。

　今はやっぱり悠斗は余裕に見える。私ばかりがドキドキしているじゃない。

　――ピリリリリ。

　そのとき、悠斗の携帯が鳴り、私はビクッとなった。

　驚くそぶりも見せずに彼は電話に出る。

「もしもし？　ああ、俺だ。……え？　そうか、それじゃ仕方ないな。じゃあその船が明日の何時に港に着くのか確認しておいてくれ。今日は無理だから、明日にしよう。今日はディランとアーロンを観光にでも連れていってくれ。……ああ。頼んだよ」

　プッと電話を切った悠斗を、私は呆然と見ていた。

「悠斗？　なにかあったの？」

「ああ。材料を積んだ船の到着が遅れる。視察は明日だ。今日はやめた。材料が揃わないんじゃどうしようもない。海外からの客に観光してもらうのもいい接待になるから、ちょうどよかった」

　あっさりと答えながら、携帯をスーツのポケットに再びしまう。

「ダ、ダメだよ……！　私は降りるから、すぐに行って。もう大丈夫だから」

　バッグを掴もうとした私の手を、悠斗が素早く握った。

「えっ……！」

　息がかかるほど顔を私に近づけて、彼は言った。

「今日はどうしようもないんだと言ってるだろ。もう、明日にしたから気にするな。だいたい、こんな気持ちで仕事なんかできるかよ！　なんなんだ。あの幼なじみは！思い出しただけでムカムカしてくる！　あんなのと毎日一緒に大学へ行ってるのか？ならば大学なんて辞めてしまえ！」

　あれ？　誠司のことを怒ってるの？　そんな。悠斗は何事にも余裕で冷静なはず。

「おい!!　聞いてるのか！　百合子のまわりにはいつもいろんな男が次々と現れてくるが、どういうことだ!!　まさかまだいるのか!?　いい加減にしとかないとどこかに閉じ込めるぞ！」

　私はビックリしながら、悠斗がひとりでかっかと怒るのを見ていた。

「もしかして本気で怒ってるの？」

「当たり前だ！」

「あの……。今は冷静じゃないの？」

「冷静なもんか。いつも百合子のことでイライラしている！」

　そうなの？　それってまさか。

「ねえ、嫉妬してるの？」

「はあ!?　なんなんだよ！　さっきから!!　ああ、そうかもな。そう言えばもうイライラさせられなくなるのか？　怒るのは当然だろう。君が好きなんだから！」

　今、サラリとすごいことを言わなかった？

「まったく。俺のものにしたあとで、こんなにムカムカさせられるなんて誤算だったよ。なんのために五年も待ったと思ってるんだ。こんなに男が寄ってきてるのならば初めから遠慮なんかしなければよかった」

　ブツブツとひとりごとのように話す悠斗の言葉を聞いて思う。そうだ、これを聞いておかないと。

「ねえ、五年ってなんのことなの？　五年前になにがあったの？」

「やっぱり覚えてないか。俺たちは五年前に一度会ってるんだ」

「えっ!?　いつ？　どこでよ!?」

　悠斗は大きく息を吐くと、車を発進させた。

　五年前の私は十五歳よね。どうしよう。まったく記憶にない。

　私があれこれ思い出しながら窓の外を見ていると、悠斗が私の頭にふわりと手を乗せた。

「いいんだ。あのときは自己紹介もしてなかったし、俺も百合子が鹿島ホームのひとり娘だと知ったのは、あのパーティーのあとだったしな。お互いに誰だかわかってはいなかった」

　パーティー？　私がそういう場に参加したのはあとにも先にも一度だけ。なにかの祝賀会だった。記憶の隅に追いやられていたそのときのことを、必死で頭の中に手繰り寄せる。

　確かあれは……。会場のステージの中央にあった金きん屏びょう風ぶの上の大きな文字。そこに書かれていたのは……。

【澤乃井建設　中国建材工場完成祝賀会】

　思い出した。澤乃井と書いてあった。あれは澤乃井建設のパーティーだったんだ。

　だけどその中で悠斗とはいつ会ったんだろう。だって私はあのとき、途中で抜けだしたはず。会場にいた時間は一時間もなかった。お母さんが『澤乃井建設の息子に会え』とか言って、嫌がる私を無理やり連れていこうとしたような。でも逃げたおかげで会わずに済んだのだ。

　あれ？　息子？

　悠斗のほうをパッと見る。

「ん？」

　悠斗が私を不思議そうに見つめ返す。

　この顔はやっぱりどこかで……。お見合いのときも同じことを思った。初めて見た気がしない顔だと。

　そのとき、フッと昔の記憶が頭をよぎる。

「あなた、あのときのナンパ男！　そうよ！　やっと思い出したわ」

　悠斗の表情がピキッと変わる。鋭い目つきで私を見る。

「ナンパ男だと。誰が……？」

　あ、ヤバい。

　なにか他の言い方はないか考える。

「確か話しかけてきたわよね？」

「ああ。大食い女に興味を持った。信じられなかったからな。あんなに食べる女に会ったのはあのときだけだ」

「大食い……女ですって？　私が？」

　今度は私のこめかみがピクリとなる。

「あのときさ、久々に心から笑ったんだ。百合子の自由奔放ぶりに。……憧れたのかもしれないな。俺にはできないことだったから」

　憧れ？　悠斗が私に？　あなたはほとんどのものを手にしているはずなのに、どうして。

　誰もが羨む権力、容姿、お金、知性。数え上げたらきりがないほどに。

「今さらだけど……お母さんが会わせたがってた澤乃井建設の御曹司って……まさか」

　思い当たる人物はひとりしかいない。でも、それならば……。

「澤乃井の純粋な跡取りは俺だけだ。兄弟はいないからな。従兄弟は何人かいるけど」

　えええっ!!　じゃあ……あのときのあの場所で、もう私たちは出会っていたのね！お母さんが会わせる前に。

　いやいや、ちょっと待って。私の記憶が正しければ、私はかなり失礼なことを言ったような。

『冗談じゃないわよ。どうせ、苦労知らずのボンボンでしょ』

　うっわぁー……。私は本人を目の前にしてとんでもないことを。だけど五年も前のことだから、悠斗だってきっと忘れているかもしれない。

「俺は『苦労知らずのボンボン』だからね。そうだろ？　大食いのお嬢さん」

　すかさず言われて私は目を泳がせた。悠斗を見ることができない。覚えているはずだ。悠斗は賢いもの。

「ご……ごめんなさい……。私ったら、なんてことを」

　素直にうなだれる私を見て、悠斗は吹きだす。

「ぶっ……」

　私は顔を上げた。目が合うと堪えきれずに彼は笑いだした。

「あははは」

「笑わないでよ。あなたがそうだとは知らなかったんだから」

　私は再び俯く。

「いいんだ。もう時効だ。だけど当時は少しへこんだかな。俺はそんなふうに思われているんだって」

　笑いながらなんでもないように言う彼に、本当に悪いことをしたと思う。こんな調子だから、お母さんに『じゃじゃ馬』だと言われてしまうのよ。

「でも、許してほしかったら今から俺の言うとおりにしろ。今日は一日いい子にしてるんだぞ」

　ニヤリと笑って私を見下ろす。

　それを見て、出た……その笑顔！と思ったけど逆らえない。

「はい。わかったわ。なんでも言って」

　素直に返事をすると、悠斗は満足そうに頷いた。

　その直後にハンドルを回し、車は逆方面に方向転換した。










素顔




「どこに向かってるの？」

「新居だけど」

「ええっ！　新居!?　まだ結婚してないわよ？」

「見合いの前日に買った」

　はああ!?　前日？　まだ出会ってもいないのに？　まあ、本当は出会っていたけど。

「きっと気に入るよ。マンションの最上階でワンフロアに一軒だから広いし、まわりに気兼ねもいらない。夜中でも気にせずに思いきり声を出せるぞ」

　最上階でワンフロア!!　そんなの何億するのよ！　それを、私のお見合いの返事も聞かずに購入したの？

　そう思うとしばらく言葉も出なかった。

　しかし。……声……？

　チラリと悠斗を見ると嬉しそうにニヤニヤしている。

「なにが『声を出せる』よ！　なに考えてるの!!　悠斗のエッチ!!」

　彼をバシバシ叩きながら言う。

「エッチなのは百合子のほうだろ。昨夜も倒れそうなくらい散々可愛がったのに、朝になってもまだ誘ってくるんだからな」

「きゃー！　やめてよ!!　誘ってないから!!　どうしてそういう、いやらしい言い方するの!!」

　悠斗はジタバタと否定する私を笑いながら見ている。その視線にドキッとする。

　もう、やだ。いちいち反応してしまう自分が恥ずかしい。

　だけど彼の言っていることは、本当は違わない。私は今朝も確かに彼を求めていた。今だって。そう思い、悠斗を見上げる。まるで熱病にでもかかったみたいに、じくじくと熱い気持ちが込み上げてくる。

「あんまり煽るなよ。俺だって我慢してるんだ。とはいえ今日は一日フリーだけど？どうする？」

　悠斗は静かに道路脇に車を停めた。そして艶のある視線で私をとらえる。

「もう今日はあれで満足したのか？」

「え？　なんの話？」

　悠斗はシートベルトを外すと、上体を私に近づけてきた。そのままそっと唇を重ねてくる。

　甘く痺れる感触をゾクリとしながら感じていた。切ない気持ちが湧き起こる。全身の力が抜き取られていくような感覚になる。

　しばらくしてから唇を離すと、悠斗は掠れた声でさらに問いかけてきた。

「百合子、答えて？　今日は……もういいのか？」

　こういう意味だったのか、と初めて知る。

　ずるい。こんなキスのあとで聞かないでよ。

　私は熱い吐息と共に彼を見つめ返す。

「このまま帰るか？」

　なにも答えない私を見ながら悠斗が言った言葉に、思わず固まった。

　彼が身体を起こして私からヒラリと離れた瞬間、つい口が動く。

「か……帰らない。まだ、全然足りない……」

「そうか。よかった。俺もだ」

　そう言って再び、私の唇をむさぼるようにキスを繰り返す。それに必死で応えながら、愛しさで胸がいっぱいになってくる。

　こんなに好きになれる人には二度と出会えない。瞬またたく間に心の奥に入り込んできて、どんどん虜とりこにしていく悠斗の激しさと魅力に抗える女など、きっといない。このまま私のすべてを持ち去っていかれても後悔なんてしない。そう思い、彼をさらにきつく抱きしめた。




　新居の中に入って驚いた。

　広い。果てしなく、広い。家具も大方揃っている。このままもう生活できそうだ。

「すごい！　素敵ね！　本当に、ここに住むの？」

　私は大きなソファに座って、きょろきょろと部屋を見まわした。

「気に入ったか？　家具なんかは執事のセンスだから、もし気に入らなければすぐに取り替えられる」

「『ひつじ』？　羊って？　ここで飼うの？」

　私が真剣に聞き返すと、悠斗は声を上げて笑った。

「あははは。もういい。ちなみに『羊』は連れてはこないよ。ふたりきりになりたいからな」

　私の頭を撫でながら上機嫌だ。

「あっちが寝室。ほら、おいで。足りない分を早く埋め合わないと」

　悠斗に手を引かれ、そちらに向かう。大きなベッドの隣で抱きしめ合う。

「きりがない。こうして抱いてもすぐにまた欲しくなる。君の会社のためなんかじゃない。会社など関係なく、俺は百合子を求める」

　そのままベッドに倒れ込んだ。

　渇いた喉が水を欲しがるように私も悠斗を求めている。手を伸ばしたならば、彼のしなやかで激しい愛の熱に私の全身が包まれる。

　もう、私の身体は彼に完全に支配されていた。これ以上のことなんて、きっとない。

　狂おしいほどに悠斗を求め、彼はそのすべてに応えてくれる。

　結婚するなんて……。この人が一生そばにいるなんて、まだ……信じられない……。

　激しく燃える愛の炎がお互いを焼きつくすように、私たちは夢中で求め合った。




　うっすらと目を開けると、心地よく耳に響くハーモニーに包まれた。

　な……なに……？

　隣を見ると悠斗の姿はなかった。そっと身体を起こす。

　悠斗？　どこにいるの。

　シーツを身体に巻きつけ、引きずりながらベッドから下りる。そのまま隣のリビングを覗いて驚く。

　開け放した窓からそよそよと気持ちのいい風が吹き込んで、カーテンを微かに揺らしている。

　そのカーテンの横で、窓の外に向かって悠斗がバイオリンを弾いていた。

　綺麗……。音も、風景も、差し込んでいる柔らかな光も……。

　風や光と音遊びをしているみたい。

　しかもこの透き通った音色。素しろ人うとの私でも素晴らしいと感じるくらいだから、趣味の範はん疇ちゅうではないと思う。深くて、細い絹糸のような、心に染み渡る澄みきった音。

　私は、風に髪を揺らしながら演奏する彼をしばらく黙って見ていた。気づけばなぜか涙がパラパラと溢れてきて、急に切なくなってきた。

　――カタッ。

　シーツに足を絡ませて、ドアに体重をかけてしまった。ドアが壁に当たって音をたてた瞬間に、ピタリと演奏が止まり、悠斗がこちらを見た。

「あ……。ごめんなさい」

　おろおろと体勢を立て直しながら謝る私に、悠斗はニコリと微笑む。

「起こしてしまったか。……悪い」

「う……ううん。いいの。……バイオリン……？　上手なのね。綺麗な音……」

　練習の邪魔をしてしまい、申し訳なく思う。

「ああ。久しぶりに弾きたくなって。百合子に会えたからかな」

　彼の言っている意味がよくわからない。首を傾げた私に悠斗は不思議そうに聞いてきた。

「ところで……なんで泣いてるんだ？」

　はっ!!　そうだった……。

　私は慌てて涙を手で拭った。

「悠斗の演奏を聞いてたら……感動して。ただそれだけ」

「なんだ、それ」

　彼が照れくさそうに笑う。そのあと静かに話し始めた。

「子供の頃からずっとやってきた。会社の社長なんかより、バイオリニストになるつもりだった。でも、会長が死んでその道が閉ざされてから、百合子に出会った。君に会わなければ、俺は澤乃井を継ぐ決意はしなかっただろうな」

「え……。どうして……」

　彼がなにを言いたいのか、さっぱりわからない。

「澤乃井を俺のものにしないと、百合子と結婚できないだろ」

　ポカンとする私に、彼はさらに言う。

「鹿島常務が、ひとり娘をその辺のなにも持たない男にやるかよ。あの人は業界でも有名だからね。会社のためならなんでもすると。ひとり娘でさえも……あ、……悪い」

　悠斗はそこまで話すと急に黙った。

「いいえ。いいの。そのとおりだわ。お母さんは私の将来すら会社のために使おうとしたのよ。お見合いのあと大声で叱られたわ。だけどそれでよかった」

　彼が顔を上げて私を見た。

「そんなお母さんだったから悠斗と結婚できることになった。信じられないけれど、今では感謝しているの」

　悠斗は私の話を聞いてふわりと笑ってから、フッと窓の外を見た。

　眩しそうに目を細めて空を見上げる。いつもの険しい印象を薄めた、穏やかな顔の彼を初めて見た気がした。

「ね、悠斗。もう一度、聞かせてくれる……？」

　彼はゆっくりと私のほうを向いて微かに笑うと、バイオリンを顎に挟み込み、弓を引き下げた。

　彼の奏でる柔らかな音が心に響いてくる。私はそっと目を閉じて、悠斗と出会った日からの記憶をたどっていった。

　私を突き放しているようで、実は一番そばにいたこと。

　すべてを手にしているようで、実は一番満ち足りていないこと。

　今なら少しはわかる。これからはもっとあなたを知っていく。

　まだ謎の多い、悠斗の世界に入り込んでいく。私しかたどり着けない場所まで、もっと深く。

　その予感に胸が震えた。




「ええ!?　澤乃井建設に私が!?　嫌よ」

　お母さんからの電話を受けて、思わず大きな声を出した。

『嫌とはなによ！　いいじゃないの、婚約者なんだから。どうせ今日は講義もないでしょ。家でゴロゴロしているだけならそれくらいしてよ。封筒はリビングのテーブルに置いてあるわ。お母さん、今日は忙しいから届けられないの！　頼んだわよ！』

　電話の向こうでは、彼女が私よりも大きな声でわめいている。鹿島ホームの住宅資材の見積書を、澤乃井建設に届けてほしいと言うのだ。

　どうして私が。婚約者とはいえ、仕事については部外者の私がそんなところまで行くのは気がひける。

　第一、悠斗がどう思うかわからないもの。仕事をしているときの彼は別世界の人間で、私が関わるべきではないと思うし……。

　そう思っていると、悠斗からメールが届いた。

【鹿島常務から、百合子に書類を届けるように頼んでおく、と昼過ぎに連絡があった。もしもそうならば、悪いけど、澤乃井ビルの十九階の副社長室まで頼む。俺は今日は内勤でずっとそこにいるから】

　あれ。……悠斗は嫌ではないのかな。文面からそう思う。

　だけど、みんな勝手なことばかり。

　正直、あんまり行きたくはない。悠斗の婚約者だということが、もしも会社中の人に知られているならば、どんな顔をして会社の中に入っていけばいいのかもわからないし。

　私はリビングに置いてあった書類の封筒を見て、ため息をついた。




「澤乃井副社長でございますか。少々お待ちくださいませ」

　澤乃井建設の受付で、悠斗に用があると伝えると、受付嬢は機械のように事務的に答え、どこかに電話をかけ始めた。彼女を何気なく見ながら案内を待つ。

　……綺麗な人だな。きっと受付は看板だから綺麗な人を選んでいるのね。そんなことを考える。

「お待たせいたしました、鹿島様。左手にございますエレベーターで、十九階までお上がりくださいませ」

「ありがとうございます」

　この人に、私が婚約者だと知られてしまったかしら。そうよね、名乗っているし、きっとわかっているわね。

　これほどの美人なら、『どうしてこんな子が』と思っているかな。やっぱり来るんじゃなかった。どんどん卑ひ屈くつになりそう。

　そう思いながらも、彼女に悟られないように笑顔を向けた。すると、会釈をして笑い返してくれた。

　私は案内されたとおり左に向かうと、そこにあったエレベーターのボタンを押した。

　しばらくしてエレベーターのドアが開く。それに乗り込んで上階へと上がっていく。

　エレベーターの中にあったフロア案内の表示板を見る。

　三階、法人営業部第一課、第二課、第三課。一般営業部第一課、第二課。

　四階、企画設計部。

　五階、仮設工事部……。

　ズラーッと書かれた漢字でいっぱいの文字を、そこまで読んでやめた。

　ここに書かれた、数知れないほどにあるすべての部署をまとめているのが悠斗の仕事だと思うと、気が遠くなる。もしも私が、ここの一社員だったならば、おそらく会うことさえないような雲の上の人なんだろう。そう思うと、現状が信じられない気持ちになる。




「もういい。施工指示書どおりに進められない総監督ならば、いらない。人員変更をするしかない」

「副社長、今の二課では、西にし村むらしか工事監理できる建築士が空いていませんが……」

　副社長室のそばまでくると、開いたドアの隙間から悠斗の声が聞こえた。

「そうか。ではそこの監理は俺がやる。西村には、八や代しろ建機の土台工事を担当させてくれ」

「副社長が直々に現場に入られるんですか」

「なにか不都合でも？」

「いえ！　しかし副社長、これ以上はスケジュール的に難しいのではないですか」

　悠斗の威圧的な話し方に、相手の男性がタジタジになっているのが声色からわかる。

「俺のスケジュールなら心配いらない。空いた時間に済ませるから。他の監督の半分以下の時間で終わる。浦うら田たに迷惑はかけない」

　いつものような自信に満ちた話し方。ここでもちっとも変わらない。

「私は別に迷惑などとは……。しかし、ご婚約なさったばかりで、お休みも必要なのではないですか。お相手の方が寂しがるのでは」

　突然出てきた私の話にドキッとする。

「ああ。……いい。別に休みなんかいらない」

　え。どうして？　私に会いたくないの？

　動どう悸きが激しくなる。悠斗にとって、私と過ごす時間は大切ではないの？

「彼女に会うのは一日五分あればいい。顔を見て、存在を確かめたなら充分だ」

「どうしてですか。そんな……」

「いてくれるだけでいい。俺に笑ってくれたなら、それだけで元気になる。浦田も本気で女に惚れたらわかる」

　私は思わず両手で顔を覆った。泣きそうになるのを必死で堪える。

「そうですか。秘書になってからずいぶん経ちますが、副社長のノロケは初めて聞きました」

「当たり前だ。初めて言ったからな。初めて抱いた感情だから。おかしいよな、この年になって」

　そのとき、偶然通りかかった女性を、私は小声で呼び止めた。

「すみませんが、これを副社長に渡していただけませんか」

　彼女に、半ば無理やり押しつける形で書類を預け、室内のふたりに気づかれないようにエレベーターへと引き返した。

　胸に温かいものが流れ込んでくるような感覚だった。涙が溢れ、頬を伝う。

　仕事は有能で、愛に溢れている。そんな悠斗を好きになって本当によかった、と心から思う。私がそんな彼にできることはなんなのか、と考え始めていた。










自信




　今日は澤乃井建設と鹿島ホームの合併披露祝賀会。

　以前、悠斗と初めて会ったときと同じ会場で、あのときと同じようにたくさんの人が華やかな衣装で談笑している。

　私と悠斗の結婚が、こうして多くの影響をもたらすことに、今さらながら私は戸惑いを感じていた。

　こういった場に慣れていない私は、なにをしたらいいかも、どこにいたらいいのかさえもわからなかった。会場の隅で、ただ、じっとしているだけ。

　私がここに来る必要はあったのかしら。そう聞くと、お母さんも悠斗も『当たり前だ』と、揃って呆れた顔をしたけれど。ふたりとも、私のことなどは忘れてしまっているかのようにいろいろな人と話して忙しそうにしている。

　めかし込んで着せられた豪華な晴れ着だけが、はりきってひとり歩きしているみたいで、なんだかむなしい。それが私をさらに惨めな気持ちにさせている。

　悠斗のほうを見ると、大勢の人に取り囲まれていた。みんな彼と話すタイミングを窺っているようだ。

　悠斗はそんな人々に、ニコニコとお見合いの日のような笑顔で応えている。

　また好青年を演じているんだろう。仕事だから仕方ないけれど、私はなんだか面白くない。

　悠斗に近いところまでちょっとだけ移動する。少しでも私を見て、存在に気づいてほしい。

「耐震強度をさらに上げるための摩擦減震装置や、異形鉄筋を組み込んだマンションやビルなどの建築のみを取り扱っていくことを、全商品で検討中です」

「では、澤乃井副社長。澤乃井建設ではそれらを標準装備とするお考えですか」

「ええ。これからの高層ビルには必要不可欠になるものと思っています。コスト面でのダメージを抑えるために、海外での部品製造を行う準備もできています。もちろん、一般住宅に向けても新たな商品を――」

　聞き耳を立てたその会話は、私にはわからないことだらけだった。

　私は悠斗に接近することをやめて、元の位置に戻ってきた。『構ってほしい』なんて言える雰囲気ではない。

「ちょっと、よろしいかしら」

　そのとき、声をかけられ、悠斗から目を離して振り返った。

　私の目の前には、色とりどりのドレスを着込んだ若い女性が三人立っていた。

「はい。なんですか」

　私が退屈そうだから話しかけてきてくれたのかしら。そう思ってニッコリと笑う。

「あなた、鹿島さんよね。私は新しん庄じょう亜あ紀き。父は新庄建機の社長よ」

「私は村むら山やま菜な月つき。うちはムラヤマ企画よ」

「私は浅あさ野の千ち佳か。私の父はリッチ建設の社長なの。澤乃井建設とは、ずいぶん昔から取引しているわ」

　彼女たちは、我先にと一気に自己紹介をする。

　私はポカンとしながら「はあ……そうですか」としか言えなかった。

　いったいなんなんだろう。私に話しかけてもなにもしてはあげられないのに。

　家業の会社名を合わせて名乗ったことから考えても、どうやら私と友達になりたいわけではないようだ。

　そう思って、にこやかに親切心で教えてあげる。

「私は事業のことはわからないので、仕事のお話ならば母か悠斗さん、もしくは澤乃井社長にしていただけますか」

　すると彼女たちはお互いに目を見合わせた。

「ふっ。ふふふっ。嫌だ。そんな話じゃないのに。あなた相手にそんなことを言うわけがないでしょ」

「ねえ。やっぱり噂どおりね。呑のん気きだわ。この人は、悠斗さんのために事業のことを学びもしていないって、お父さんが言っていたわ。私たちがそんな話をここでしてもどうにもならないことすら、わからないのよ」

「あなたはなにも知らずに、ただ、ここにいるだけなのね。悠斗さんがお気の毒」

　そう言い合って、クスクスと笑う。

　……あれ。言い方に棘とげがあるように思うんですけど。とても好意的とは思えない。

　そう感じ、彼女たちを見ていると、そのうちのひとりが笑うのをやめて私をギロリと睨んだ。

「あなた、私たちを出し抜いて悠斗さんと婚約だなんて、どんな手を使ったの？　まさか……色仕掛けじゃないでしょうし。その様子じゃ、ねえ」

「亜紀さん、私もそう思うわ。さすがにそれはないわよ。泣き落としか、もしくは脅迫？　じゃないと悠斗さんほどの人とあなたが婚約なんてしないでしょ」

「怖いわー。どんな理由があるのかしら」

　大げさに震える真似をしながら、私の全身をジロジロと見てくる。その態度にムッとする。

「なっ、なんですか」

　なんなの、この人たち。失礼な。まさか……悠斗の知り合い？　だとしたら……。

「あなたみたいな人が悠斗さんと婚約するなんて、やっぱり信じられないわ。悠斗さん、どうしちゃったのかしら！」

「そうよ。私も悠斗さんと一度ふたりでお会いできないか、と伺うかがっていたのに」

　……やっぱり、そうきたか。

　私は落ち着いて深呼吸する。

「彼は、どうもしてはいません。ただ、私と結婚したいと思ってくれただけ。なにを私にお聞きになりたいのか、はっきり言ってください。あなたたちみたいに、複数人で嫌味を言いに来る人たちって悠斗の一番嫌いなタイプです」

　毅き然ぜんと答える。他に言いようがない。

「まあ！　そんな言い方するなんて。野蛮な方ね」

「だって本当にそう思うんですもの。私をバカにしても、彼はあなたたちのものにはならない」

　悠斗に本気で憧れている子が、もしこの会場の中にいたならばこうなるかもしれない、と少しは覚悟があった。だけどまさか、何人も現れるとは。どれだけモテているのよ。

「失礼するわ。あなたと話していてもつまらない。不愉快よ」

「待って、亜紀さん」

　新庄亜紀が、この場から離れるべく背中を向けて歩きだした。それを追うように他のふたりも歩きだす。

　私はそんな三人の後ろ姿を見ながら、ため息をついた。

　もう一度、悠斗のほうを見る。私がこんな目に遭っているというのに、当の本人は相変わらずにこやかに話を続けている。

　ちょっと。少しは私のことも気にかけなさいよ！

　人垣をかき分けて近づきたくなる。だけど、さすがにそれはできない。

「あら、鹿島さん。お久しぶりね」

　再び現れた別の女性。その顔を見てぎょっとした。

「……菜緒子……さん」

　思わず名前を言った私に、彼女はニコッと人懐こく笑う。

「私を覚えていてくれたのね。光栄だわ」

　……忘れたくても、むしろ忘れられないわ。そう言いたかったけど、言わずに私も微笑み返す。

「あれから悠斗さんとはどう？　仲よくなさっているの？」

　表面上ではニコニコしているけど、心の中に渦巻くなにかを必死で隠しているように見える。そう感じた。

「……ええ。おかげさまで。では、これで」

　短く答えて離れようとした私に、彼女は突然言った。

「悠斗さんとはもう寝たの？」

　私は驚いて振り返った。そんな私に彼女はクスッと意味深な笑いを投げかける。

「彼、情熱的でしょ。あなたで満足したのかしら。年の離れた、お子様のあなたで」

「なんで、そんなことをあなたに言われないといけないの」

　菜緒子さんを睨んだ。それに動じず、彼女はさらに言う。

「ごめんなさいね。気になったものだから。私も昔、彼に抱かれたことがあるの。あなた、私みたいな女が彼のまわりにどれだけいるのか知っているの？　それを納得してるの？　あなたは見るからに純情そうだから、思いつめたりしないか心配なのよ」

「関係ないでしょ！　余計な気を回さないで！」

　それだけ言い捨てて歩きだした。

　どうして次から次へといろんなことを言われるの？　私はなにもしてはいないのに。

　今日ここに来て初めて、泣きたい気持ちになった。

　そのとき。

「百合子ーっ。こっちに来なさい」

　お母さんに呼ばれた。今は余計なことを考えている暇はない。私は私で、できることをしていかないと。彼女たちの挑発に乗って、また悠斗と喧嘩でもしてしまったならば負けだ。みんな、それが目的なんだから。

　そう思い、雑念を心の奥に押し込めるように無理やり笑顔を作る。

「はい。今行くわ」

　返事をしながらいそいそとお母さんの元へ行くと、彼女の横には長身の男性がふたり、ニコニコしながらこちらを見ていた。

「百合子、こちらは今度、澤乃井建設とリゾート開発でご一緒する笠かさ島じま興行の笠島専務とチームプロダクターの浅あさ香かチーフよ。ご挨拶しなさい」

「はじめまして。鹿島百合子です」

「はじめまして、百合子さん。笠島圭けい吾ごです。どうぞよろしく」

「浅香 遼りょうです。ご婚約、おめでとうございます」

　下げていた頭を上げて、ふたりの顔を見て驚いた。

　うわあ……。ふたりとも目の覚めるような美男子だ。

「あ、ありがとうございます」

　思わず声が裏返ってしまう。自分の瞳がハート形になっているんじゃないかと、ありもしないことを思わず気にしてしまう。

「澤乃井とは大学で一緒だったんですよ。ここにいる浅香も彼の後輩でね。今回結婚すると聞いたときは、それは驚きましたよ。しかもこんなに可愛いお嫁さんだとは。澤乃井はわがままだから、彼の世話は大変ではないですか？　私に乗り換えるならいつでもお迎えしますよ」

　からかっているのか、本気なのか。どう返答したらいいか固まってしまう。

「あ……あの……私」

　顔を赤くして俯く私の背中を、お母さんがいきなりバチンと叩く。

「まあまあ、嫌ですわ！　専務ったらご冗談を！　この子は単純だから、本気にしてしまいますわ!!」

　お母さん、痛いわ！

　顔を歪めて睨む。そんな視線に気づきもしないで「おっほっほ～」と彼女は笑う。

　というか、冗談だったのね。……当たり前か。本当にお母さんの言うとおり、私は単純だ。一瞬焦った自分がバカみたい。

　――ピリリリ、ピリリリ。

　そのとき、笠島専務のポケットから携帯の音が鳴った。

「おっと、失礼。では、鹿島常務、百合子さん。またのちほど」

　そのあと電話を取って話しながら、笠島専務は立ち去っていった。

　次にお母さんの背後から弥生さんが現れ、お母さんを呼んだ。

「常務、少しよろしいですか」

「あら、なぁに？　浅香さん、ちょっとすみません」

「いえ。どうぞ」

　お母さんは弥生さんと小声で話しながら、歩き去っていく。

　私はふたりきりで取り残された男性をチラリと見た。浅香さんもそんな私の視線に気づいて、私を見つめ返した。

　目が合った瞬間、顔から火が出そうになり、思わずブンッと顔を背けてしまう。

　すると彼がクスクスと笑いだした。

「そんなに嫌がらないで。少し話しませんか？」

「え……えっと……。はい……」

　私は歩きだした浅香さんのあとを追った。

　テーブルまで来ると、彼は椅子をゆっくりと引き、私に座るように示す。

「どうぞ」

「は……はいっ」

　私がテーブルと椅子の間に身体を入れると、優しく椅子を押してくれた。

　素敵。エスコートの仕方が悠斗とはまたひと味違う。悠斗の持つカリスマ的でワイルドな雰囲気もいいけど、こんな王子様みたいな男性にも憧れる。浅香さんは正統派美青年とでも表現したらいいだろうか。

　そんな浅香さんが私の向かいに静かに座り、私を見て自然にニコリと笑った。

　――ドキッ!!

　な……なんなの……。どうしようっ!!　こんなに素敵な男性と向かい合ってなにを話すのよ。動揺して目が回りそうだ。お母さん、早く戻ってきてよ。

　いつもはうるさいだけのお母さんの存在が、今は恋しい。

「悠斗先輩とはお見合いだったそうですね？」

　彼の突然の問いに、ぼんやりと彼に見とれていた頭がフッと我に返る。

「はい。そうです」

「悠斗先輩が結婚だなんて、やっぱりまだ信じられないですよ。あの人は一生ひとりでいると思ってた。ちょっと変わっていますからね。あ、失礼。よほど百合子さんが魅力的だったんでしょうね」

「いえ、そんなっ」

「しかし今日はおふたりが一緒にいるところを見かけませんね。挨拶なんかで先輩は忙しくしているみたいで、仕方ないですけどね。だけど挨拶まわりだけなら、俺だったら百合子さんを連れて回るけどな」

　――ズキッ……。

　心の奥が鈍く痛む。そう。今日は悠斗と目すら合わせていない。私を連れ歩くのは恥ずかしいからだろうか。それともまさか、私に会わせたくない人でもいるのかしら。

　出がけにお母さんから、お辞儀の仕方なんかは教わってきた。

『悠斗さんが恥ずかしくないように、しっかりしなさいよっ』

　お母さんの言葉が蘇るけれど、それも全然心配する必要なんてなかった。悠斗は私を紹介するどころか、赤の他人のように接触してこないのだから。

「浅香さんは大学の頃、悠斗と親しくしていたんですか」

「え？　ええ。一年間だけですけど仲よくしてもらっていましたよ」

「どんな感じだったんですか」

　浅香さんは首を傾げた。

「あの、どんな人と付き合っていたとか、わかりますか。え……いや……。やっぱりいいです」

　そんなことを知ってもなにもならない。むしろ落ち込むだけかもしれない。

　できすぎた婚約者と自分を比べることに、最近疲れを感じてきていた。どうしようもないことを悩んでも解決しない。不毛なだけだ。わかっているのに。

　私が話をやめようとすると、浅香さんは大きな目をフッと細めて笑った。

「悠斗さんの女性関係が気になるんですか？　そうですね、彼はモテるから」

　彼の笑顔に見とれる暇もないほどのスピードで、心を読まれてしまった。

「いや。そんなことは」

「ふふっ。いいんですよ、照れなくても。あの人は謎が多いですからね。なにを考えてるのかわからないところがたくさんある。自分の内面をあまり人に見せないから」

　これまで悠斗は、私の前ではわりと感情を見せてくれていたとは思う。

　だけど過去になにがあったか、今どれほどの女性たちから慕われているかなどは、さっぱりわからない。さっきの女性たちから言われたことが頭から離れない。

　ようやく悠斗を信じていく自信がつき始めたばかりなのに。

　悠斗を包み込む霧がなかなか晴れない。そんなもどかしさを感じる。

　謎が多いと言われれば、そのとおりだと思える。彼との距離が、近づいたと思った瞬間に遠ざかる。そんなことを繰り返しているから。

「そうなんです！　私はいろいろ知りたくて。でも彼はなにも話してはくれないし、不安なんです。なにか、なにかわかればいいな、っていつも思ってて」

　私はガバッと立ち上がると、上半身を浅香さんに向かって乗りだして、彼の手を両手で握りしめた。

　だけど興奮のあまり、相手が絶世の美男子だということを忘れていた。

「あっ。きゃー！　すみませんっ」

　私が手を払い、元の位置へ戻るのを、黙ったまま見ていた浅香さんは、少しして吹きだした。

「ぷっ。あははは。百合子さんは悠斗先輩の気持ちがわからなくて、そんなに不安なんですね」

「え……。ふ、不安っていうよりは」

「いうよりは？」

「自信がないっていうか。なぜ私と結婚しようと思ったのかわからなくて。綺麗な女の人に囲まれているはずなのに」

「ふーん。そうか。悠斗先輩に愛されてる自信が欲しいんですね。わかりました。ちょっと待ってください。作戦を考えますから」

　そう言ってなにかを考えだした浅香さんを、じっと見ながら思う。

　この人って……。さっきから思っていたんだけど、やたら直球というか。ストレートだよね。

　ズバズバと言い当てられて恥ずかしすぎる。私が目を逸らすと、浅香さんが急にカタッと立ち上がり、私の隣の椅子にスッと腰かけて私を横からじっと見た。

「浅香さん？　どうしたんですか」

「俺でよかったら、これから自信を持たせてあげましょうか？」

　どういう意味？　まさか口説かれてるの？　いやいや。ないない。悠斗の婚約者にそんなことをするはずはない。

　じゃあなんだろう。浅香さんの瞳が艶やかに揺れながら私を見つめている。

　どうしよう。吸い込まれそう。だけど目が離せない。そうしているうちにゆっくりと浅香さんの顔が近づいてきた。

　え、本当に？　どうしたらいいの。動けない……。

　あと少しで彼の唇が私に触れる……。

　――バゴッ!!

　急に鈍い音が響いて、目の前にあったはずの浅香さんの顔が一瞬にして消えた。

「いってぇっ!!」

　私の足元から声がする。驚いて見下ろすと浅香さんが椅子から落ちていて、脚を両手で押さえている。

　わけがわからないまま顔を上げると、悠斗が怒りで顔を歪めて目の前に立っていた。

　ひいっ……！

　私はその気迫に背中を丸める。

「遼……。てめぇ」

　私と浅香さんを交互に睨みつけて、悠斗はわなわなと震えていた。

「悠斗先輩っ!!　すねを思いきり蹴け飛とばすなんてあんまりでしょ!!　手加減してくださいよ」

　浅香さんが痛みに端正な顔を引きつらせながらわめいている。そんな彼を、悠斗は静かに冷めた目で見下ろしている。

「うるせぇ。人の嫁に堂々と言い寄るなんて、いい度胸じゃねぇか」

　そんな悠斗を見上げて、浅香さんは急に面白そうに笑いだした。

「あははは。悠斗先輩、そんなに百合子さんが好きですか。いつもの余裕がなさすぎですよ」

　そのひとことに悠斗がピクリと肩を震わせる。

「喧嘩売ってんのか？　なにが言いたい」

「あれ。もっと言ってもいいんですか」

　悠斗が浅香さんのネクタイをグイッと掴んだ。

「や……やめて。悠斗」

　私は慌てて悠斗の腕を掴んだ。悠斗は浅香さんから手を離す。

　浅香さんはそろりと立ち上がりながら、スーツの汚れをパッパッと払った。

「いてて。まったく。多少は覚悟してましたけど、まさか脚を蹴り上げてくるとはね。そんなに大切なら、常に自分のそばに置いておくべきですって。百合子さんが不安がって、かわいそうでしたよ」

　悠斗を見ながらニコニコと笑う。悠斗はそんな彼になにも答えずに目を逸らした。

　浅香さんは、私に小声でそっと耳打ちをする。

「百合子さん。悠斗先輩は飛んできたでしょ？　自信を持てました？」

「えっ？　どういうことですか。私があんなことを言ったから、悠斗を呼び寄せるためにわざと挑発したんですか」

「そういうことです。我ながら画期的なアイデアでしたよ。自分が当て馬になるリスクは大きかったですけどね。これは俺からの、ささやかな結婚祝いですよ」

　浅香さんは楽しそうに言う。

「離れた場所からでも悠斗先輩はずっとあなたを見ていた。それに気づいていないのは百合子さんだけですよ？　あなたも相当鈍いみたいですね」

　クスクス笑いながら話す浅香さんに、またしてもぼんやりと見とれる。

　そしてハッと気づいた。私たちのまわりにはたくさんの人がいる。みんなニコニコしながら私たちの動向を観察していた。

　悠斗がチッと軽く舌打ちをしてから、またしても浅香さんを睨む。

「遼……。ハメたな？」

「さあ、なんのことですかね？　心配なら百合子さんをひとりにしないことですよ。なんなら今日は俺が彼女をエスコートしてもいいんですよ。少なくとも、悠斗先輩と違って彼女を退屈で不安な気持ちにはさせないです」

　それを聞いて顔がまたしてもボワッと赤くなる。

　先ほど女性たちに絡まれていたのを、浅香さんは見ていたのかもしれない。

　照れている私を見て、悠斗が怒った声で言う。

「百合子。なにを赤くなってる？　君も遼がいいのか？　相変わらず落ち着かないやつだな」

　はあ!?　なに言ってんの!?　自分は散々、私を無視しておいて！

　頬をぷーっと膨らませて悠斗を睨みつける。

「なんだその目は。ちょっと来いっ！」

　悠斗が私の手首を掴んで引っ張り、歩きだそうとした。

　私はお見合いの日と同じように、腕を振り下ろして悠斗の手を払った。

　偉そうにっ!!　なによ、いつもっ!!　全然なにを考えているかわからないっ！

「ああっ、もう!!　面倒くせぇなっ！」

　悠斗は私に近づくと、自分の肩に私のお腹を乗せるようにしてひょいと抱き上げた。

「ちょっと……！　みんな見てるってば!!」

　悠斗の肩の上でわめく。

　恥ずかしい！　私は荷物じゃないのよ！　なんなのよ、この持ち方は！

「関係ねぇ。黙ってろ」

　悠斗は私を下ろす気配を見せずに、スタスタと早足で歩いている。

「ねえってば!!　どこに行くのよ!!」

「うるさい」

　そのまま会場をあとにして、エレベーターに乗り込む。

「悠斗!!　戻らないとダメよ」

　もはや私の訴えに反応すらしない。

　パーティーを途中で抜けるなんて。主役の自覚はあるの!?　合併披露ってことは、私たちの婚約披露ってことでしょ？

　しかし、パーティーを抜けだすことについて前科のある私はとやかくは言えない。悠斗の肩の上に乗ったまま、うなだれるしかなかった。

　やがてエレベーターは三十一階で停止した。

　三十一階……？　ということは、ロイヤルスイート。

　悠斗はポケットからカードキーを一枚取りだした。慣れた手つきで重厚なドアの横に差し込む。

　ピロリッと鍵の開く機械音が鳴って、カチャリとドアが開いた。

　目の前にはあの日と同じ光景が広がる。

　あの日。初めて悠斗と迎えた激しい夜。狂おしく愛され、心から彼を好きだということに初めて気づいた場所。

　そんな感傷に浸る間もなく、ドサッとベッドに身体が落とされる。

　驚いて顔を上げると、悠斗が私を見下ろしていた。

「悠斗!!　会場に戻らないと！」

　慌てて起き上がろうとした私を、彼は肩を押して突き戻した。

「やだっ!!　なにするのよ！」

　抗議しようとするも、悠斗は無言でギロリと睨みつける。

「初めに言っておくが、俺は今、冷静じゃない。遼とふたりでいいムードになりやがって。あいつを見ながらうっとりしていただろう」

　悠斗の強い怒りの態度に戸惑う。だけど、私も今日の彼の態度に対しては、不安な気持ちを抱いていた。それを思い出すとムカムカと怒りが込み上げてくる。私だけが悪いみたいな言い方をして。浅香さんは私のことを心配してくれただけだ。

　それに引き換え、不慣れな場所で不安がる私を無視し、優雅に招待客と談笑していた悠斗の姿が頭に浮かぶ。

　おまけに、悠斗のせいでわけのわからない人たちに絡まれて、私は散々な思いもしたのだ。

「私だって怒ってるのよ!!　悠斗はどうせ、私なんかを紹介するのは恥ずかしいんでしょ!!　浅香さんのほうがよっぽど悠斗よりも優しかったわ！　素敵な人だったし。やっぱり今から戻ってエスコートしてもらおうかしら!!」

　私の言葉に悠斗は驚いた顔になる。

　呼吸を荒くしながら悠斗を睨みつけた。ふたりの間に張りつめた沈黙が漂う。

　――ピンポーン。

　その沈黙を破ったのは部屋のインターホンだった。

　悠斗は私から目を逸らして受話器を取る。

「はい。え？　なんだよ。……わかった」

　短い会話のあと、悠斗は受話器を置いた。そして俯いてため息をつくと私のほうを向いた。

「客だ。話はあとだ」

　それだけ伝えると入口のドアに向かっていく。

　え？　客？　なんなの本当に！　客って誰よ。説明がいちいち足りないのよ。

　私はプンプンしながらも起き上がり、着物と髪の乱れを軽く直した。

「悠斗～っ！　会いたかったぁ！」

　悠斗が静かにドアを開けた瞬間に、黄色く甲高い声と共に、髪の長い女の子が悠斗に飛びついた。

　そのままチュッ!!と悠斗にキスをする。

　私は目を疑った。驚きで声も出ない。

「こら!!　やめろ」

「嫌だぁ～。悠斗、怒らないで～」

　女の子はそう言いながら、悠斗の首に両腕を巻きつけてしがみついた。年はまだ若く、高校生くらいだと思う。頭に大きなリボンをつけてふわふわのミニ丈のドレスを着ている。

　パーティーの招待客だろうか。私は目をしばたたかせて彼女を凝視した。

「あの人、怖いんだけどー。香か奈なのこと睨んでくるぅ」

　彼女は私を見ながら言った。

　なんですか、この女は。またなの……!?　もう、うんざりだ。

　しかもなんなの、その鼻につく話し方は！

　立ちつくす私を、彼女は悠斗の肩越しにチロリと見たあと、フンッと鼻で息をする。

　彼女は明らかに私と目が合っているけれど、フッと目を逸らした。そして悠斗の胸に顔を埋めて腰に手を回す。

「ねぇ悠斗。結婚なんて冗談よね……？　本当は香奈の気を引こうとしてるんじゃないの？」

　彼女のくぐもった声から、悠斗の胸に唇を押し当てているのがわかる。

　甘えた様子の彼女の問いに悠斗はなにも答えない。だけどなぜだか、悠斗は彼女を振りはらわずに胸に収め、されるがままになっていた。

　後ろ姿からは悠斗の表情が読み取れない。

　なんなの、これ。

　なんだか今まで現れた女性たちとは違う。そんな気がした。悠斗自身が彼女を心から拒んでいるようには見えない。

　私は膝の震えを堪えながら、ふたりを呆然と後方から眺めていた。

「結婚だなんて。香奈は嫌よっ。香奈が悠斗のお嫁さんになってあげる……っ」

　悠斗は相変わらずなにも言わずにいる。

　彼女を受け入れてはいないが、突き放してもいない。私は拒絶の態度をはっきりと示さない彼に、新たな怒りを感じ始めていた。

　そんな悠斗に対して問うことを諦めたのか、彼女が顔を上げて私を見た。悠斗から身体をそっと離し、私のほうへ歩いてくる。

　そして私の目の前に立つと、彼女は正面から私を見据える。

「鹿島さんよね？　あなた、悠斗を諦めてくださらない？　会社のためのお見合い結婚なんてどうかしているわ。それともお宅の会社くらい、香奈のパパに言って援助してもらってもいいわよ。そしたら悠斗を解放してくれるかしら」

　なに、この人。

　あまりにも失礼なもの言いに、返す言葉が見つからない。

「ちょっと!!　なんとか言いなさいよ！　お金を出・し・て・あ・げ・る、って言ってんの!!　あなたみたいな冴さえない人が悠斗に似合うわけないじゃない。香奈みたいに可愛い子が悠斗は好きなのよ。それに、パーティーであの醜態はないわ。彼がそばにいないからって、他の男性と親しくして、悠斗に恥をかかせるなんてどうかしてる。香奈ならもうちょっとうまくやるけどな～。あなた、どうしたらいいのかわからなかったんじゃない？」

　一方的に責め立てられ、どう言えばいいのかわからないまま混乱していた。

　しかし、この女性はいったい誰なんだろう？　どうして私がこんなことを言われなくてはならないの？

　彼女の口から放たれる言葉のひとつひとつが、まるで呪文のように頭に響いてくる。

　ひどい言われようだ。私のことを、お金のためだけに結婚する女みたいに。だけど言い返せない。

　私は驚きと戸惑いの中、彼女の言葉に反論できない自分の弱さを実感していた。

「私はこの前まで、悠斗と結婚するのは自分だと思っていたの。おじい様がそうだと言っていたわ。きっと結婚できるって。なのにどうしてあなたなんかと……！」

　悠斗は私に背を向けたまま黙っている。

「香奈は悠斗の助けになれるよう、小さな頃からいっぱい頑張って勉強してきたのよ。留学して英語だって話せるようになったんだから。これからもたくさん、できることを増やしていくつもりだった。それがなにより幸せだった。悠斗のそばにいるためだと思ったから」

　そうだ。私よりもこの香奈さんという女性のほうが、澤乃井の後継者の奥さんにはふさわしいかもしれない。

　私は、努力もしないで拗ねてばかり。悠斗との間に距離を感じるたびに、自信をなくしている。この先、私が変わらなければ、彼の足手まといになることは容易に想像できる。

　香奈さんは、そうなることを回避するための努力を惜しまなかったらしい。

　たとえ、今から私がその気になって頑張っても、香奈さんがずっとそのつもりで勉強してきたのならば、勝てるはずもない。

　悠斗のためには、私が身を引いたほうがいいのかもしれない。

　ただやっかんで、嫌味を言ってきた人たちとは違う。香奈さんのような人が、悠斗のそばにずっといただなんて知らなかった。

　私は黙ってゆっくり歩きだした。このまま部屋を出たなら、このわずかな期間に起こったすべてのことが、終わるのかもしれない。

　それでもいい。もう、なにもかもを元どおりにしたい。疲れた。嫉妬したり、ドキドキしたり、驚いたりはもういい。

　彼女の横を通るとき、私の行く手を促すかのように彼女がスッと脇に逸れた。満面の笑顔で。

　悠斗は俯いたままでいる。私を引き止める様子もなくじっとしている。

　そんな彼の真横を通り過ぎて、部屋を出ようとドアに手をかけた。そのとき初めて私のうつろな瞳から涙がどっと溢れてきた。

　今さら泣いたってどうしようもないのに。前がぼやけて見えない。

　だけど立ち止まるわけにはいかない。それは微かに残った最後のプライドだったのかもしれない。

「そんなに泣くくらいなら、はっきり嫌だと言えよ」

　ポツリと背後から声がして、私は足を止めた。

「違うのなら違う、嫌なら嫌だとなぜ言わない。さっきの元気はどうした」

　そっと振り返る。

　そこにあったのは意外にも、悠斗の笑顔だった。

　笑ってる？　どうして。

「まったく君は、本当に意地っ張りだな。なんでそんなにひねくれてるんだよ。わかりにくいな」

　えっ……!?　ひねくれてる、ですって!?

　カチンと怒りが弾ける。

「悠斗がひねくれてるんでしょ!!　あなたに言われたくないわ!!」

　彼は笑顔のまま私をまっすぐに見つめた。

「やっぱり百合子は元気なほうがいい。俺のためにそんな顔をするな。これからは、百合子が元気でひねくれているか、ずっと見張っててやるよ」

　私は、なにかを言わなきゃと口を開いたけど、言葉が出てこなかった。

「立ち止まらずにさっさと出ていきなさいよ！　いつまでもしつこい女ねっ！」

　香奈さんがわめいている。悠斗は顔から笑みを消すと、静かにそちらを振り返った。

「香奈、さっきからお前はなにを勘違いしてる？　出ていくのはお前だよ。それから、沖縄リゾート開発から、木き村むら製鉄は外れてもらう。見積もりに不審な点がいくつかあった。木村会長にそう伝えておいてくれ」

　悠斗がそう告げた途端、香奈さんの顔色が一瞬にして青ざめた。唇を震わせながら私と悠斗を交互に睨む。

「あなたさえ現れなかったら、悠斗は私と結婚してたのに！　許さないわ！　あなたなんか消えてなくなればいいのにっ！」

　背中に冷たい感覚がゾクリと流れる。この人は本当に本気で悠斗を……。

「いい加減にしろ!!」

　悠斗が部屋中に響き渡るほどの大きな声で、突然叫んだ。香奈さんと私の身体がビクリと揺れる。

「お前との結婚はありえない、と木村会長には伝えてあるだろ!!　これからも一生、それはない!!　出ていけ」

「ゆ……悠斗、待って」

　香奈さんがすがるように悠斗のほうに手を伸ばす。

「聞こえなかったのか？　出ていけと言ったんだが。それから今後、二度と俺に話しかけるな」

　香奈さんは伸ばした手をそろりと下ろすと、フラフラとドアに向かって歩きだした。

　悠斗の横を過ぎ、そして私の正面に来る。そのまま私と向かい合うようにして立ち止まった。無言でお互いに目を見る。

　次の瞬間、香奈さんは私を突き飛ばすようにぶつかり、電光石火のごとく駆け抜けて部屋を飛びだしていった。

　驚いた……。私が勢いよく閉まったドアを見つめたまま考えていると、真後ろに人の気配を感じた。

　振り返ろうとした瞬間、後ろから抱きしめられた。

「いつになったら俺を信じるんだ」

　声のトーンが甘い。

「いつになったらわかってくれるんだよ」

　悠斗は同じようなことを繰り返す。

「俺の目には百合子しか見えてないってことを。役に立つとか、英語を話せるとか、どうでもいい。助けがなくても、俺ひとりの力で充分、澤乃井をまとめていける」

　そのままうなじに唇を押し当てられて、背中からゾクリと甘い痺れが湧いてくる。

「ダメッ……。着物が乱れるわ」

　悠斗はクスリと笑いながら、私の身体にさらに手を伸ばしてくる。

　まるで私の声が聞こえないかのように、襟の合わせ目にそのまま手を差し入れようとする。

「ちょっ……悠斗っ。私、着つけはできないのよ」

　慌てて身をよじり、抵抗してみる。しかし、彼のもう片方の手ががっちりと私の腰を掴んでいるため、ほとんど動けない。

「着物は着替えればいい。ドレスを用意してある」

　私の耳の後ろに唇を這わせながら、悠斗が掠れた吐息交じりの声で囁く。

　彼の息がかかるたびに、ゾクゾクと私の神経が刺激されて、思わず甘い声を漏らしそうになる。

　だけど私はそれを堪えて、残った力でグッと悠斗を押しのけて、彼のほうを向いた。

「そういうことをしてごまかさないでよ。ちゃんと説明して。さっきの人は誰なの!?どうして今日は、私を避けていたの」

　悠斗は私を呆れたように見返しながら、フーッと息を吐いた。

　また私をバカにするつもりなの。だけど冷静になって考えてみたら、さっきの人にはひどい言われようだったのよ。怒って当たり前だ。

　しかも……そうよ！　思い出した。

「キス……したよね」

　悠斗はもう忘れたかのように首を傾げた。

「さっきのあの人と。したよね」

「ああー。なんだ、そんなことか」

　そんなこと？　え？　ここは私、怒っちゃいけないの？　……いいえ。やっぱり私が正しい。

「そんなこと、じゃないっ!!　まるでこだわっている私が悪いみたいに言わないでよ！　悠斗はいつもそうよ。私の気持ちなんて全然考えてくれないわ」

　私が感情的に大きな声を上げると、悠斗は眉をピクリと動かした。

「たかがそんなことだろ。俺の気持ちなんてかけらも入ってないんだ。俺がキスして感じるのは百合子の唇だけだ」

　えっと。今のは……。

　考えてボワッと顔が赤くなる。

　悠斗のストレートなもの言いに、私の中のダークな感情がまるで洗い流されるみたいに小さくなっていく。

　だけど、ここで引いたらきっとまた考えてしまう。

「結局、さっきの人は誰だったの。気持ちが入ってなくても私は嫌なのよ。ごまかさないでちゃんと答えて」

　どうしても納得できない。悠斗を他の誰にも触れさせたくない。

「香奈は、取引先の会長の孫娘だ。彼女が小さな頃から知っている。妹みたいに可愛がった時期もあったよ。先方は俺との結婚を望んでいた。香奈自身もずっと木村会長に言われてきたんだろう。俺にも意思がなかったからな。結婚相手なんてどうせ、いずれ決められてしまうと思っていたから」

　言葉を発さない私に、悠斗が視線を向ける。

「誰でもよかったんだ。同じだよ、菜緒子でも、香奈でも。澤乃井の後継者と決められてからは、やたらと結婚の話があちこちで持ち上がった」

「えっ……！」

　さっきのあの人と、もしかしたら結婚するかもしれなかったの？　誰でもよかったって？

　驚愕して、思わず私の顔の筋肉が強張る。

　そんな私を見て、悠斗がフッと表情を緩めた。

「五年前まではな。今は誰でもいいわけがない」

　その言葉のあと、悠斗はゆっくりと続きを話し始めた。

「少年時代に一番大切な音楽を諦めた。そのときから、自分の人生は澤乃井と父親のためだけにあるような、そんな気がしていた。すべてがどうでもよかった。俺についてのなにもかもが、自分の意思がまったくないところで決まっていく。それでもよかった。どうなるにしろ満足なんか得られないんだから」

　なにも言えなかった。慰めることも、励ますこともできない。私の言葉なんて彼にとってはなんの希望にも繋がらない。

　私は俯いて黙り、涙を堪えて彼の話を聞いていた。私なんかに話されても受け止めきれない。どうすることもできない。目を合わせることすら。

　悠斗はそんな私にまた呆れるのかもしれない。

「百合子の存在だけが俺をまともな感覚にする。なにも望まなかった、無気力だった俺をむしろ貪どん欲よくに変えている」

　なに？　どういうこと？

　私は目で話の続きを促す。

「百合子。君だけなんだ。情けないほどに惚れてる。君に対してだけ、俺の欲望は湧いてくる。人間らしくいられるんだ」

　難しい話はわからない。首を傾げる私に、彼は……静かに言った。

「百合子……。愛してる。君だけを。それだけわかってくれたらいい」

　悠斗はふわりと笑って、手のひらで私の頬に触れてきた。

「今日、百合子と一緒にいなかったのは、百合子が隣にいると判断力が鈍るから。なにもかもどうでもよくなって、君しか見えなくなるから。取引先に示しがつかないだろ？　まったく。こんなこと言わせんなよ」

　私は口を押さえて驚きの眼差しで悠斗を見た。

「……初めて女にこんな情けないこと言った。格好悪いから言いたくなかったのに。しつこいんだよ、百合子は。全部言わないと納得しないから困る」

　悠斗は私の頬から手を離し、戸惑うように目を逸らした。

　私は悠斗に本当に愛されてるの？　……本当に信じてもいいの？

　そう思った次の瞬間、私は悠斗に飛びついていた。

「おい、百合子……！」

　悠斗が私の勢いに押されてバランスを崩し、私を抱きかかえながら、彼の後ろにあるソファの上に倒れた。

「いってぇ……。おい……」

　彼の上に乗ったままの体勢で悠斗を見下ろした。そんな私の顔を見て悠斗が驚く。

　私は溢れる涙を止めることもなく滴したたらせていた。

「悠斗。……う……嬉しい……。私……頑張るから。私も誰よりも……悠斗をずっと愛してる……から……」

　悠斗はニコリと笑うと、「バーカ」と言いながら私の唇を指先でなぞった。

「頑張らなくてもいい。そのままでいい」

　そう言ってゆっくりと上体を起こすと、そっと唇を重ねてくる。

　唇の感触をお互いに確かめ合うような優しいキス。

　そして唇を離すと、彼は笑いながら「会場に戻るか」と言った。

「着替えのドレス……用意してくれてるんだよね？」

　私は上目遣いで戸惑いながら尋ねた。

「ん？　ああ。そこにあるけど」

　悠斗の指差した部屋の入口の脇に、大きな一メートル四方ほどの平たい箱が置いてある。どうして今まで気づかなかったのか不思議なほどに目立っている。

「なんで用意してあるの？　別に着替えなくてもいいのに」

「え？　だって、百合子が欲しくてたまらなくなったら必要だろ。着物は脱がせたらもう着せられないんだから」

　悠斗は笑いながら言った。冗談なのか、本気なのか。読み取れない。

「いや、冗談だよ。本当はパーティー用に用意してあったんだけど、鹿島常務も晴れ着を作ったと聞いて遠慮したんだ」

「それで？　あれはもう必要なくなったの？」

「ああ。もういい。ほら、下りて。戻るぞ」

　私の脇の下にスッと両手を差し入れて、悠斗はまるで子供を抱き上げるように私を軽く持ち上げると、自分の身体の横にそっと下ろした。

「私、着物を脱いでドレスに着替えようかな」

　立ち上がろうとした彼が、私の呟きに動きをピタリと止める。

「どういう意味だ？　まさか誘ってるのか？」

　彼の言葉に私の身体がピクリと反応した。

「愛してるなんて言うから。悠斗はずるいわ。私にこんなことを言わせるなんて」

　そう言って彼を見上げる。欲しい。そのすべてが。彼の愛を身体中で感じたい。

　私は身体の奥からジクジクと込み上げてくる熱に逆らわずに、彼を見つめた。

「その目……ヤバいって。また俺を狂わせたいのか。時間ないから……優しくできないぞ。それでもいいか」

　悠斗はそう言って私を両手ですくうように抱き上げ、そのままベッドに向かった。

　彼の細い指が私の髪に伸びてきて、赤い牡ぼ丹たんのかんざしを抜き取る。

「悠斗……」

　私が小さな声で名前を呼ぶと、悠斗はニコリと笑ってから優しく唇を合わせてきた。

「たったひとことでこうして誘われるなら、何度でも言ってやる……。愛してる……。ずっと俺のそばにいろ。俺の愛に溺れてしまえばいい」

　ああ、どうしてこの人は……。私の心をいつでも揺さぶるんだろう。

　怒るのも、悲しいのも、寂しいのも、嬉しいのも、恋しいのも……すべての感情が悠斗に向かっている。

　これが、人を愛するということなの……。

　悠斗と結婚する。それは私の中で大きな支えとなり、自信になる。

　慣れた手つきで着物の紐ひもをほどいて、帯を外していく悠斗の動きを見ながら、こんなふうに脱がせたことがあるのかとまたしても考える。過去に彼に着物を脱がされた女性に対して強い嫉妬を感じる。

「……ん？　どうした」

　急にむくれた私の表情に気づいた悠斗が動きを止めた。

「慣れてるのね。女性の着物の構造に詳しいわ。ためらいもしないで脱がせることができるなんて」

「……なんだ。また拗ねたのか。慣れてなんかいない」

「拗ねてないわ。悠斗が過去になにをしていても、私はとやかく言えないもの……」

「ふははっ。可愛いなあ」

　笑われて悠斗を見た。

「だからっ……子供扱いしな……い……。んん……っ」

　突然、唇が重なり合う。

　息苦しい。だけど嫌じゃない。もっと……。

　吐息交じりで彼がキスの合間に囁く。

「……愛……してる……」

　もう……敵かなわない。彼の柔らかな髪をかき撫でながら、肩に顔を埋める。

　寝室の天井の大きなシャンデリアを見上げ、吐息を堪える。

「百合子……」

　悠斗が艶やかに睫毛を揺らしつつ、潤んだ瞳で私を見つめた。

　綺麗……。ずるいわ。こんなに私をとらえて、こんなに心を奪って……。手を伸ばして求めずにはいられなくなる。

　そのしなやかな身体も、端正な顔も。あなたのなにもかもすべてが、私のものだと思いたい。そう実感できるまで、飽くことなく何度も私を抱きしめて。

　私は彼の腕の中でそっと目を閉じて、そんなことを思っていた。










結婚式




　悠斗とお見合いした日から三ヵ月半が経った。

　カーテンを開けると、眩しい朝の日差しが筋状に伸びて部屋の中を照らす。

　その光を視線でたどり、振り返ると、悠斗の姿が照らされて私の目に映った。彼は肩までスッポリと布団にくるまり、美しい寝顔でこちらを向いている。

　私はそっと彼に近づくと、その無防備な寝顔に顔を近づけた。

　艶やかな唇に、唇で触れる。

「おはよう悠斗。今日は結婚式ね。いいお天気よ……」

　ひとりごとのように、眠ったままの悠斗に告げる。

　ここは南急ホテルのロイヤルスイート。

　嫁入り前夜は自宅で過ごす予定だったけど、お母さんと悠斗の間では知らないうちにここで過ごす話がついていたようだ。お母さんに追いやられるように家から出された瞬間に、目の前に悠斗の車が滑り込んできた。このふたりはいつの間にこんなに仲よくなったんだろうか。

　そして、そのままここにたどり着いた。

　昨夜はこれからのことや大学のことなんかを、ふたりでずっと話していた。尽きない話に付き合ってくれる、甘く魅惑的な笑顔。ついつい話しすぎて悠斗を疲れさせてしまった。結局、三時間ほどしか眠れなかった。

　しかしさすがに今日は本番とあって、私はパチリと目覚めた。

　素肌にシーツを巻きつけたまま、喉を潤そうと、ベッドの横を通りかかったとき、突然悠斗がガバッと身体を起こした。

「きゃっ……！」

　私は驚いて、思わず奇妙な声を上げてしまった。

「百合子っ!!」

　悠斗は青ざめた表情で、自分の隣の空いた場所を見ている。

「悠斗……？」

　おずおずと近づいて悠斗を呼んだ私を、彼は振り返って険しい顔で見た。

「ど……どうしたの」

「百合子……よかった」

　彼はそばに近づいた私の手を素早く引っ張りつけると、私を身体ごと自分の胸に収めた。そのまま私の背中に両手を回して、きつく抱きしめてくる。

「どこに行くんだ」

　私の肩に顔を埋めて、くぐもった声で悠斗が尋ねてくる。

「喉が渇いたから、水を飲もうと思って」

「逃げだしたのかと思った。俺を……ひとりにするな」

　彼の声が微かに震えている。

　どうしたの……？　まるで子供みたい。

　彼の滑らかな背中をそっと撫でながら、震える肩に口づける。

「どこにも行かないわ。悠斗が……好きだから」

　そっと顔を上げて私を見た彼の甘い笑顔に、心臓がドクリと鳴る。

「じゃあ、好きだって証拠を見せろよ」

「……どうすればいいの？」

　彼の意図が読めない私はきょとんと固まってしまう。

　するとフッと笑った彼が、頭を軽く傾げて顔を近づけてくる。

「こういう……ことだよ」

　そのまま私の唇に甘く唇を合わせてきた。

　私の身体中に熱い吐息をかけながら、悠斗はうわごとのように何度も私を呼ぶ。

「百合子……百合子……。俺……おかしい……かも……。なんでこんなに愛しいのか、自分でもわからない」

　私だってとっくにおかしくなっている。どうして満ち足りないんだろうか。全身が吸いつくほどそばにいるのに。こんなに悠斗が好きで、こんなに切ない。この想いに限りはあるのか。どこまで愛し合えば満足するんだろう。

「……百合子……どこにも行かないでくれ」

　悠斗が私の身体にすがるようにしがみついてくる。きっと悠斗も同じ。身体中から湧き出る熱い想いに苦しんでいる。それは、ときに苦く切ないけど、愛を感じたときには極上の幸せをもたらす。

「……悠斗のそばを……離れないわ。……あなた以外の人のところになんて行かない。もっと強く……抱きしめて」

　私の要求に惜しみなく応える悠斗が大切で、愛しさに涙が溢れる。

「俺以外の男に……これから一生なにも感じるなよ」

　言われなくても、他の男性のことなんか考える余裕すらない。こんなにも甘い夢を見せられては。

　微かに震える肩に唇を当てる。どうしたら、この想いをすべて伝えられるだろう。不器用で不安ばかりの私に、この愛は重すぎる。悠斗の想いに応えることが精いっぱいなのだから。




　ふと彼に尋ねてみた。

「……どうして……いつもそんなに優しくしてくれるの……？」

　官能の嵐の余韻に浸りながら、悠斗の腕枕に包まれて彼の横顔を眺めていたときだった。

「優しい？　俺が？」

　彼が私を見て聞き返してくる。

　不思議そうに首を傾げて、黒く大きな瞳に私を映す。

「だって、こうしていつも包んでくれるでしょ。それに……」

　私はそこまで話してから、慌てて話を中断して目を逸らした。

　なにを言おうとしてるのよ……！

「それに？　どうだって？　優しいなんて言われたことはないな」

　悠斗が微笑みながら聞き返してくる。

「ああ。そうか。優しく丁寧に愛してくれるとでも言いたいのか。そっちの話か」

　そんなにはっきりと言わないでよ。

「そ、そうよ！　いけない？」

　あっさりと肯定したことに驚いたのか、悠斗は目を見開いて私を見た。

　私は本当にそう思っている。だけど彼が優しくて魅力的なほどにまた新しい疑問が湧き起こる。今まで彼と関わった女性たちにもこんなふうにしてきたのかしら。

「参ったな。そんなふうに言われたのは初めてだ。どちらかといえば、自分本位だと思うけど。でも、確かに百合子に対しては今までとは違うかもな。もっと知りたいという気持ちが強いのかも」

　悠斗は照れたように目を逸らした。

「私の他に好きになった人はいないの？」

　逸らされた目線を追うように、私は身体を起こした。そんな私を見ながら、悠斗はゆっくりと話す。

「女は俺がわざわざ誘わなくても、みんな自ら俺の元にやってくる。俺が誘ったわけじゃないから、用が済めば勝手に帰ればいいと今までは思っていた。そんな俺でもきっと、百合子には失望されたくないんだろうな。百合子にだけ俺は誠実なんだ。君は今までの俺には決してなかった部分を次々と引きだすんだ。もう手放せない」

　そう言って彼はニコリと笑った。

　本当に驚いた。まさか、ここまできちんと答えてくれるなんて思わなかった。

　私だけが本当の彼を知っている。そんな優越感に心がホワリと温かくなる。

「悠斗。これから末永くよろしくね。私、あなたにふさわしい奥さんになれるように努力する。悠斗のためにいっぱい頑張るから。誰にも負けないように」

　彼の髪を指に絡めながら呟いた。

　悠斗はきょとんとした顔をする。そして再びパッと目を逸らした。

　え？　……無視……？　ありえない。人の決死の告白を。

「ちょっと、無視しないでよ」

　私が悠斗の身体を揺らすと、目を合わせないままで彼は言う。

「違う。百合子が突然そんなことを言うから、どう答えたらいいのかわからないだけだ。俺のために頑張るとか、いきなり言うな」

　よく見ると彼の耳が微かに赤い。

「ねぇ。照れてるの？」

　悠斗の肩をツンツンつつきながら聞いてみる。

「て、照れてないっ。やめろ」

　うわ。可愛い。

　私は嬉しくなって悠斗の肩をまたつついた。悠斗はガバッと頭まで布団に潜って、隠れてしまった。私はそんな彼をクスクス笑いながら見ていた。

　また、彼の本当の姿がひとつ、垣間見えた。




　鏡の中の自分を、信じられない思いで見つめていた。

　プロの手によって施された化粧は、私が美しくなれる要素をすべて引きだしてくれているように思える。毎日この姿でいられれば、悠斗の隣にいても引け目を感じずに堂々としていられるのに。

　ピンクとオレンジを基調とした柔らかい印象のチークとルージュ。自分の技術では絶対に真似できないくらい整った、アイラインと眉。

　高い位置にひとつにまとめて結い上げられた髪の上は、薄いシフォンのベールで覆われている。その中央にキラキラと小さな王冠型のティアラが輝く。

　ドレスは、悠斗が見立てた薔薇の飾りのついたふわふわの姫系ドレス。まるで自分が本当にどこかの国のお姫様になったみたい。

　――コンコン。

　そこへ部屋のドアをノックする音が聞こえた。

「はい」

　返事をすると、男性がふたり、室内に足を踏み入れてきた。

「お父さん！」

　海外に駐在していて、八ヵ月もの間会えなかったお父さんがそこに立っていた。

「やあ、百合子。ごめんな、長い間近くにいてやれなくて。ああ、綺麗だな。よかった。幸せそうで。悠斗くんは優しいかい？」

「ええ。とっても」

　涙を堪えて、久しぶりのお父さんの顔を見上げる。

「彼を愛しているかい？　結婚を決めたのは、家のためじゃないよな？」

　不安そうに尋ねてくるお父さんに、とびきりの笑顔で答える。

「大好きよ。会社のためなんかじゃない。彼もそう言ってくれてるわ」

　お父さんはホッとしたように表情を緩めると、自分の後ろを振り返った。背後に立つ男性の顔が見える。

「澤乃井。百合子は彼を愛しているそうだよ。心配いらないみたいだ。ようやくお前との約束を果たせそうだな」

　親しげに話すお父さんの言葉を聞いて、私は驚いた。

　澤乃井社長!?　どういうことなの？

「約束は時効だと勝手に思っていたよ。運命が勝ったんだな」

　澤乃井社長が嬉しそうにお父さんに答えた。

　ふたりは微笑み合っている。私はそんな様子を見ながら目をしばたたかせた。

「やあ、百合子さん。今日のこの日を楽しみに待っていたよ。悠斗のようなわがままな息子との結婚を決心してくれて、本当にありがとう。君じゃないと嫌だという悠斗に、まだ若いから諦めろと喧嘩した五年前が懐かしいよ。年が離れていると言っても、聞き入れてはもらえなくて」

「そうなのか？　いやー、嬉しいな。娘をそこまで想ってくれて。本当に運命的な巡り合わせだよ」

　え？　え？　ふたりは知り合いなの？

「こちらこそ、よろしくお願いいたします」

　私は微笑み合うふたりを交互に見て、不思議でたまらなかったけど、なんとか澤乃井社長に挨拶だけは済ませた。

「あの、お父さん。澤乃井社長と知り合いだったの？」

　お父さんは私に視線を戻すと、ニコリと笑って答える。

「ああ。そうだよ。大学の同期でね、三十年来の親友なんだよ。百合子が小さな頃に何度か会っているが覚えてないだろう。悠斗くんとも子供の頃に何度も会っているぞ。百合子はまだ二歳だったけどね」

　悠斗とも会っているの？　嘘みたい。だけどさすがに二歳じゃ記憶はまったくない。

「あの頃は確か、彼がよくバイオリンを披露してくれて、いたく感動したよ。あ……澤乃井、すまない。この話はダメだったかな」

　思わずバイオリンの話をしたことを、お父さんは澤乃井社長に軽く詫びた。

「いや、鹿島。いいんだよ。もう昔のことだ。悠斗からそれを奪ったときは、父が急に亡くなって俺にも余裕がなかった。また聴ける日が来るといいんだが。鹿島と私の約束が守られたんだから、いつかそれを盾に許してもらうさ。百合子さんと結婚できたのは私のおかげだと言ってね」

　澤乃井社長は軽く片目をつむり、ふわりと微笑む。

　似てる……。悠斗の仕草と、澤乃井社長の仕草が一枚の絵のように重なる。

「悠斗さんのバイオリン、この前聴かせていただきました」

　私の突然の発言に、父親ふたりは驚いてこちらを見た。

「え……？　悠斗が弾いたのかい？」

　澤乃井社長は驚いた様子で聞いてくる。

「……ええ。私は彼にそんな才能があることを知らなかったので、とても驚いてしまって。でも、感動しました」

　なぜそんなに驚くんだろう……？　私、なにかいけないことを言ったのかしら。

「そうか。あの子がバイオリンを手にしましたか。百合子さん、あなたが悠斗を変えたんでしょうね」

　澤乃井社長は嬉しそうに目を細めた。

「私はなにもしてはいませんが……」

「いや、いいんだ。わからなくても。そうか。百合子さん、悠斗をどうかよろしくお願いします」

　澤乃井社長はそう言って、身体を綺麗に折り曲げて私に頭を下げた。私も慌てて立ち上がり、同じように頭を下げる。

　悠斗はお父様にきちんと愛されている。あなたを会社の飾りだなんてこの人は思っていない。

　私は、胸に温かい気持ちが流れ込んでくるのを感じていた。

　だけど、このふたりの約束ってなんなのかしら……？

「あのっ。聞いてもいいですか」

　私は思いきってふたりを見上げ、尋ねてみる。

「おふたりの約束ってなんなのかと思って」

　お父さんが優しく微笑みながらサラリと答える。

「それは、お前と悠斗くんを結婚させることだよ」

　どういうこと……？

　私は父を見ながら首を傾げた。

「お前たちを初めて会わせた日。あれは、十八年近くも前の話だが、桜の花が満開の下で、悠斗くんがお前にバイオリンを弾いてやっていて。目を輝かせて聴いているお前を澤乃井とふたりで見ていたあのとき、父さんたちは約束したんだよ。お前たちを一緒にしようと。ふたりがあまりにも幸せそうに見えてね。口約束だったが、運命はきちんとふたりを引き合わせてくれた。覚えてはいないかい？」

　記憶の糸を必死で手繰り寄せようとしてはみるけど、まったく思い出せなかった。

　お父さんの話が本当ならば、悠斗の言う五年前よりもっと昔から、彼と私の運命の歯車は回っていたことになる。

　悠斗は覚えているんだろうか。幼い日のふたりを。

　――バン！

　そのとき突然、部屋のドアが勢いよく開け放たれた。

　驚いてそちらを見ると、悠斗が不機嫌な顔をしてこちらを見ていた。

「悠斗」

　彼は純白のタキシードに身を包んでいた。その姿は息を呑のむほどに素敵だった。

　正装ではいつも固めて後ろに撫でつける髪は、今日は下ろして、自然にサラサラと遊ばせている。

　白い靴をカツカツ鳴らして私に近づくと、いきなり私の手を取り、引っ張りつけてドアへと向かおうとした。

「ちょ……！　悠斗っ。お父様たちにご挨拶して」

　彼は私の言葉にピタリと足を止めると、私の手を握ったまま後ろを振り返った。

「本日はありがとうございます。突然ですが、百合子を連れていっても構いませんか？」

　お父さんたちはお互いに顔を見合わせると、ふふっと笑った。

「悠斗。もう花嫁が恋しくなったのか？　我慢がきかない息子だな」

「離れてまだほんの二時間ほどだよ。まあ、好きにしなさい。君の花嫁だ」

　ふたりは口々に悠斗をからかうように話しかける。

「我慢がきかない……。まあ、そんなところです。では失礼します」

　否定もせずに悠斗はサラリと言ってのけた。

　ちょっと。なにを言ってるのよ……！

　私が手を振りはらおうとすると、さらに強くグッと握りしめてくる。

　すると突然、彼の唇が私の頬に一瞬ふわりと触れてきた。

　いったい何事か、と彼を見上げる。私を見下ろし、悠斗はニヤリと笑った。

「おとなしくついてこないと、ここでもっとすごいことをするぞ」

　小声で耳打ちされて焦る。

「おやおや。これは相当待ちくたびれていたようだ」

「悠斗。百合子さんをお前の控室にお連れして、なにか飲ませてあげなさい」

「はい、そうします」

　悠斗はそのまま部屋を出ようとする。私も仕方なく素直に従った。

　彼に手を引っ張られながら、私が最後に振り返ると、お父さんたちはニコニコと笑いながらこちらを見ていた。




　花嫁の控室から五部屋ほど離れたところにある花婿の控室に入るや否や、悠斗は私を強く抱きしめてきた。

「ダ、ダメよ。離して。口紅がついてしまうわ」

　とっさに顔を背けて、彼に唇が触れないようにしながら訴える。

　お互いに純白の衣装を身にまとっているため、いつものように触れ合ってしまうと大変なことになる。

　悠斗は私の顔をじっと見てため息をつく。

「キスは……できないな」

　私の赤い口紅が滲んで、さらに彼の唇までも赤くしてしまうことにようやく気づいたようだ。

「急にどうしたの？　お父様たちに失礼だよ」

　私は先ほどの彼の行動について批判がましく言った。

「百合子が他の男を見るから。気に入らない」

　他の男って……！

「私のお父さんと悠斗のお父様でしょ？　他の男ってなによ。他人じゃないのよ」

　ふてくされる彼を見ながら不思議に思う。私と悠斗のそれぞれの父親以外の人は、誰も部屋にはいなかったのに。

「たとえ父親でもダメなんだよ！　男は男だろ。しかも俺より先に花嫁姿を見るなんて。ありえない」

　じゃあ、さっきのキスは父親相手に牽制してたってこと？

「……ぶっ……」

　私は急におかしくなった。

「あはははっ」

　笑いが止まらなくなってしまった。悠斗は怪訝な顔をして私を睨んでいる。

「父親なのに……。悠斗、おかしい」

　しばらく私が声を上げて笑うのをじっと見ていた悠斗は、それから私の手をそっと取った。そのまま片膝をついて身体を低くすると、私の手に優しく口づけをした。

　私を見上げて彼は言う。

「そう。おかしいよな。自分でもわかってる。気が狂いそうなほど百合子に惚れてる。自分でもどうしたらいいのかわからなくなる」

「悠斗……」

　どうしたらいいのかわからないのも、狂いそうなのも……私も同じだわ。

　しばらくそのまま私たちは無言で見つめ合っていた。夢見るような気分で、身体がふわふわしてくるような気持ちになる。

　――コンコン。

　ドアをノックする音が聞こえ、現実に返る。

「そろそろ教会のほうへ移動をお願いいたします」

　ホテルの係の人の声に、悠斗は立ち上がった。

「じゃあ、行くか」

「うんっ」

　私たちは手をしっかりと繋いで部屋を出た。

　悠斗と永遠の愛を誓うために、今歩きだしている。

　教会に向かう途中で、彼にふと尋ねてみる。

「ねぇ、悠斗。小さな頃に桜の木の下でバイオリンを弾いたことがある？」

　悠斗は不思議そうな顔で私を見た。

「桜の木の下……？　なにそれ」

「ううん、いいの。なんでもない」

　首を傾げる彼を見て、私はクスッと笑った。

　彼も覚えていなかった。いつか、お互いに思い出すときが来るだろうか。




『おにいちゃん、しゅごぉい。じょーず』

『すごくないよ。楽しいよ。ゆりちゃんがぼくのお嫁さんになったら、毎日弾いてあげるよ』

『ほんとー！　じゃあゆりこ、おにいちゃんのおよめさんになるーっ』

　私たちふたりが、この頃のことを思い出すのはもう少しあとになるのだろうか。色あせることなく、お互いの記憶の狭間に埋もれているはずの、ふたりの本当のスタートライン。




　一旦外に出て、ホテルの敷地内にある別館の教会へと向かう。

　悠斗は先に中へと入っていった。

　入口の大きな扉が開き、厳おごそかなパイプオルガンの音色が響き渡る神聖な空間へと、足を踏みだす。

　その直前に、隣にいるお父さんの顔を見上げる。

「お父さん、ありがとう。私、幸せになるね」

　彼はニコリと笑って私を見下ろす。

「悠斗くんとなら大丈夫。澤乃井の息子だ。それに、お前をとても愛しているのがわかるからね」

「うん」

　前を向くと、こちらを見ながら優しい笑顔の悠斗が立っている。

　ゆっくり、一歩一歩、彼に近づいていく。

　彼の隣に立ち、見上げると綺麗な笑顔で応えてくれる。改めてまた彼に見とれる。

　ボーッとしていると、彼が口の端を上げて笑った。

「……見とれてんなよ」

　……なっ……なによ。自惚れちゃって……！

　慌てて前を向いた。すると悠斗が私の耳元に口を寄せて、さらに小声で言う。

「百合子が綺麗だから、さっきは我慢するのが大変だったよ。興奮してヤバかった。今もな」

　私の顔がボワッと火照る。

　やめてよ。こんなときに……！

　私のドギマギする気持ちをよそに、式は滞りなく進んでいく。

「澤乃井悠斗。あなたは鹿島百合子を妻とし、病めるときも、健やかなるときも、これを愛し抜くことを誓いますか？」

　聞いたことのあるお決まりのフレーズで愛を誓い合う。

「はい。誓います」

　だけど悠斗がそれに答えた瞬間、どわっと涙が溢れだした。

「鹿島百合子。あなたは誓いますか？」

　ダメだ、涙が……。どうしよう。

「ち……、誓……います」

　やっとの思いで答える。すごい鼻声だった。恥ずかしい……。

「では、指輪の交換を」

　牧師が手にしているリングピローの上には、ダイヤの散りばめられたキラキラ輝くシンプルなリングがふたつ乗せられている。

　悠斗が私の左手をそっと持ち上げ、スッとはめてくれた。私も彼の綺麗な細い指にそれをはめる。

「誓いのキスを」

　悠斗が私のベールを持ち上げ、その綺麗な顔を近づけてくる。

　彼の柔らかな唇が触れて目を閉じる。

　唇を離した瞬間、彼は言った。

「もう無理。早く抱きしめたい」

　ぎゃー！　なに言ってんのよ!!　まわりに聞こえたらどうするの!!

　これからも悠斗にはドキドキ、ハラハラさせられるんだろう。

　私の愛しい旦那様は、魅力的で、わがままで、怒りん坊だから。

　だけど、彼を愛してる。

　お見合いのあの日から……五年前のパーティーのあの日から……。いいえ。きっと、記憶の彼方かなたにある桜の舞い散るその日から……。彼しか見えてはいない。

　彼の耳元に口を寄せて、今度は私が言う。

「愛してる。私も早く悠斗を抱きたい」

　彼が驚きで目を見開く。

　私はニコリと笑って、何事もなかったかのように正面に視線を戻した。

　彼も正面を向き、小声で呟く。

「この状況で俺様を挑発するとは、いい度胸だ。あとでお仕置きだからな……。思い知らせてやる」

　期待と怖さで背筋がゾクッとする。私は視線を逸らしたままとぼけてみせた。

　相変わらず偉そうで、俺様な態度。だけど、心から信じることができる。

　仕事ができて、頼り甲斐があって、女性にモテる。だけど中身は子供で、わがままだ。そんな彼を信じられなくて、悩んだり、悲しんだり、苦しんだりしてきた。

　それでも、愛しさに身を切られそうになりながら伸ばした私の手を、いつでもしっかりと、力強く握り返してくれる。海よりも深い愛と共に。

　ねえ、悠斗。

　私はこれからもきっと、あなたを困らせて、怒らせて、悩ませる。

　だけどこれだけはわかってほしい。あなたを愛しているということを。

　お互いを想うあまりに、糸が絡まるように迷い、喧嘩をしてしまうことがこれからもたくさんあると思う。

　だけどそれが、私たちなりの愛の深め方なのかもしれない。もつれた糸をほどいた先に、さらなるふたりの未来が見えてくるんだろう。

「見つけたよ」

　腕を組んで教会をあとにしようとしたとき、悠斗が言った。

「……なにを？」

　聞き返すと、彼は照れたように私を見ながらふわりと笑う。

「ずっと探していたもの」

「え？」

「自分の人生にはなにもないと思っていた、生きることに無気力だった俺が、生きていくことの意味。百合子に会うために、俺は存在していたんだとわかった」

　そう言ってそっと二度目のキスをする。

　列席客が、全員総立ちになって私たちに拍手を送ってくれた。

　そんな中、唇を離した悠斗は優しい笑顔で言う。

「これから遠慮なく、ビシバシしごくからな。淑女への道は厳しいぞ。覚悟しろよ。礼儀作法から経営学まで、俺のために頑張ってくれるんだよな？」

　え。……嫌なんだけど……！

　私の目は、うっとりから驚きに変わる。

「無理よ。そんなこと、私にできるわけ……」

「もう、着物の裾を持ち上げて逃げだすのは禁止だ。じゃじゃ馬め」

　私は顔を強張らせて、彼の綺麗な笑顔を見上げたまま固まった。

　悠斗は幸せそうな極上の笑顔で私を見つめ返す。

　……悪魔の微笑み……。これに、私は逆らえない。

　そんな私たちを、正面の窓のステンドグラスから降り注ぐ優しい光が照らしている。これから始まる、愛に溢れる日々を祝うように……。

　そのままゆっくりと一歩ずつ、ふたりで足を踏みだした。

　遥か、彼方まで遠く続く、幸せへの道を――。







特別書き下ろし番外編　輝く未来を信じて










日常




　悠斗の唇が、名残惜しそうに私の唇からそっと離れた。

　その直後にお互いゆっくりと目を開く。見つめ合ったまま吐息が交ざり合い、再び唇が引き寄せられる。

　そんなことを何度か繰り返している合間に、私の目線がふと、部屋の壁にかかった時計をとらえた。

「悠斗……まずいわ。このままじゃ遅刻するわよ」

　私の言葉に、彼はぱちくりと目をしばたたかせた。

「あ？　……ああ。もうそんな時間か」

　頭を軽くかきながら、けだるそうに言う。

「どうしたの？　身体の調子でも悪い？」

　リビングのソファで私を膝に乗せたまま、なかなか出社しようとしない悠斗を見て、私は首を傾げた。

　結婚してから四ヵ月が経つけど、悠斗がこんなにゆっくり朝の時間を過ごす平日は初めてだった。いつもなら、少々険しい顔をしながらすぐ仕事に向かうのに。

「いや、身体はどこも悪くない。……なんだか今日は、百合子とこうしていたい気分なんだ。なぜだ……？　会社に行きたくない」

　そう言って、私の腰を抱く腕の力を強め、うなじにキスをする。

　そりゃあ、私だってもちろん離れがたいわよ。それも、悠斗とは違って毎日そう思っている。

　だけどしょうがないじゃない。悠斗が会社に行かないと、澤乃井建設は大騒ぎになってしまうんだろうから。

　でも、この仕草は反則だ。心臓が強く鳴り響いてくらくらしてしまいそう。

「なっ、なにを言っているのよ。子供じゃないんだから、しっかりしてよ」

　私は無理やり彼の腕をすり抜けて立ち上がった。

「私も大学だから。甘えないでよね」

「……冷たいな。まあ、でもそうだな。しっかりしないと。仕方ない。行くか」

　そう言って、ようやく彼は重たい腰を上げた。

　……あ。そう。行くんだ。

　自分で『しっかりしてよ』とか言っておいて、少々残念な気持ちになった。悠斗が私に甘えるだなんてめったにないことだから、もったいなく感じる。

　せめてもと思い、私は悠斗の目の前に顔を突きだして、瞳を閉じた。

「ん？　なんだよ」

「もう行くんでしょ。もう一度キスしてからね」

　すると、クスッと笑う声がした。私は目を開けて彼を見る。

「散々したからいい。百合子も早く準備しろよ」

　私の頭を軽く撫でて、彼は部屋を出ていこうとする。

「新婚の間は、出かける前はキスをしなきゃならないの。経営学ばかりじゃなくて、そういう勉強もしなさいよ」

　悠斗の背中に向かって言うと、彼は振り向きもしないで笑いながら言った。

「ははっ。そうなのか？　だけど今は、しない。俺を邪険にしたから仕返しだ。帰ってきたら死ぬほど可愛がってやるから」

　えっ。本当に？　死ぬほど!?

　そのまま玄関に向かう悠斗を追って、私も部屋を出た。靴を履く彼に、念を押すように言う。

「本当に可愛がってよ。早く帰ってきてね。あ、そうだ。今夜はおいしいものを食べに行きたいな。いつも悠斗の帰りが遅いからなかなか行けないもの」

「だから、悪いと思って毎日うんと可愛がっているだろ？　鈍い嫁だな。しかもまた食い物か。大食い女を養うために残業してるんだから、少しは我慢しろ」

　言いながら靴べらを私によこす。それを受け取りながら反論する。

「大食いじゃないってば！」

「ははは。じゃあ行ってくる。今日はイタリアンを予約しておくよ」

「本当？　やった！　旦那様、愛してる！」

　嬉しくて私が調子よくおだてると、悠斗は振り返って私の手をそっと握った。

「悠斗？」

　どうしたのかな。やっぱり、今日の悠斗はなにか変だと改めて感じた。

「ねえ、どうしたの。本当に大丈夫？」

「愛してると言うのなら、ぜひとも食い物抜きで俺だけ愛してくれよ」

　そう言って私を切ない目で見たあと、極上の笑顔を一瞬見せる。そのまま手を離して背を向けた直後に、バタンとドアが閉まった。

　私は赤く染まった頬を両手で包んで、ドアを見つめながら放心していた。

　相変わらず、なんて顔で笑うのよ。膝が抜けそうになるでしょ。

　食べ物なんて関係ない。本当に好きなんだから。

　結婚前は、悠斗のまわりの女性に嫉妬したり、『彼と私は住む世界が違うから』と、言い訳して逃げだそうとしたりしてきた。悠斗をあの手この手で試そうとやっきになっていた私。困らせて、自分も傷ついて、お互いに疲れた。

　だけどそんな私をいつも変わらず包んでくれた、温かく大きな手。それさえあれば、もう、なにも望まないと思った。どこへ向かえばいいか常に迷っていた私を、優しくここまで導いてくれた悠斗を誰よりも愛している。

　今はただ、ずっと一緒にいたい。これからも、変わらない笑顔でいてほしい。私は悠斗を信じるだけで、強くなれるのだから。

　そんな私の身体中から溢れる愛を、すべて悠斗に捧げたい。

　結婚してからはいつしか、彼に近づく女性たちのことはどうでもよくなっていた。問題は私の気持ちなのだ。彼を信じられるかどうか。

　人を愛する方法を、悠斗が私に教えてくれた。私もそんな彼に応えたいと心から思うようになっていた。

　リビングに向かいながら、先ほどの悠斗の様子を思い浮かべる。今まであまり見たことがないくらい、不安そうな顔だった。

　首をブンブンと大きく横に振る。

　なんでもないわよね。考えすぎ。様子がいつもと少し違っただけで、本当に嫌なことなんて起こるはずはない。

　悠斗が出がけに見せたとろけるような笑顔を思い出しながら、不安な気持ちを無理やり打ち消した。




「百合子、久しぶり。新婚生活はどうだ？　うまくやってるのか」

　大学へ向かう途中で偶然、誠司と会い、並んで歩く。

「うん。大丈夫よ」

　答えながら、あの日のことを思い返す。

　誠司の強い気持ちに、押しつぶされそうになった。そんな中、悠斗のことまでも見失いそうになった。

　悠斗の驚愕した顔。誠司の深く傷ついた顔。昨日のことのように思い出せる。

　あの日は、近い未来に今日のように平穏な日々が訪れることなど知りもしなかった。

　人はどうして迷うのか。もしも、生きていく上でうまくいかないことのほうが多いのが普通なら、私はつくづく幸運な人間なのだと思う。

　悠斗に出会えて、本当によかった。

「誠司は？　最近はどうなの」

「うん。元気でやってるよ。実は、三ヵ月後に留学することが決まっていてさ。いろいろと準備で忙しいんだ」

「そうなの？　どうしてまた」

　誠司の実家は呉服屋を営んでいる。長男である彼が跡を継ぐことになるはずだ、と以前から言っていた。なのに、外国に行ってなにを学ぶんだろう。

　経験を積むためなのかな。最近の呉服商には海外での知識も必要なのかしら。

　ひょっとしたら……私から離れようとしているのかもしれない。もちろん、あの日自分が出した答えにまったく後悔はしていないけれど、そうまでしなくてはならないほどに誠司を傷つけてしまったのかと不安になる。

「まさか……私のせいじゃ？　私に会いたくないから……顔も見たくないとか」

　思わず声に出してしまい、ハッとした。

「え？　いや、違う。あのときのことは……もういいんだ。百合子が幸せならな」

　うろたえたように誠司は言った。

「じゃあ、どうして。どれくらいの期間なの？」

「三年ほどかな。大学は休学してさ。それとも、もしかしたら辞めるかもしれないかな。わからないけど」

「三年!?　大学を辞める？　どうしてよ！　家の仕事はどうするの」

　いつもそばにいた幼なじみがいなくなることは正直、嫌だった。私は本当にわがままだ、と自分で自分を責める。誠司の気持ちに応えなかったくせに、離れたくはないだなんて、都合がよすぎる。

「うーん、実はさ。……なんていうか」

　なかなか話さない誠司をじれったく思う。

「なに？　言って。急に留学だなんておかしいわ。なにかわけがあるの？」

　言いにくそうに、誠司はゆっくりと話しだした。

「実は……悠斗さんなんだ」

「悠斗？　なにが」

　意味がわからず首を傾げる。

「カナダで建築の勉強をしないかって勧められて」

「は!?」

「俺、初めて悠斗さんに会った翌日、すぐに澤乃井本社ビルに行ったんだよ」

「ええ!?　どうしてよ」

　誠司が行ったことなんて、悠斗からはひとことも聞いていない。

「しつこいようだけど、本当に百合子のことが好きなのか確認したかった。政略結婚だと言われたら、本気で奪い返すつもりだった」

　絶句してしまう。まさか、そんなことになっていたなんて。

「応接室で待つように言われて待っていたら、そこに大きな写真が飾られていてさ。なんだか引き込まれてずっと見ていた。百合子と同じ建築科に進めばよかったとさえ思えるような興味深い建物で」

「……建物の写真？　応接室の？」

「うん。すごいんだ。あるオフィスビルの写真なんだけど、形が斬新で。なんて言うのかな、円柱みたいになっていて、上に行くほどに広がっている。うーん……花瓶かコップみたいな感じかな……」

　誠司とこんな話をしたのは初めてだった。誠司は経済学部で、勉強での共通点などなかったせいもあるけど。なんだか不思議な感覚で、楽しそうに話す誠司を見ていた。

「しばらくして、後ろから声をかけられた。『もっと待ってあげたいけど、悪いが次の予定が迫っている。なんならその写真をあげようか』ってな。時間を見ると、俺はいつの間にか二十分も写真を見ていたんだ」

「声をかけてきたのは悠斗だったの？」

「そう。実はずっと前から、俺が応接室に入った直後にはもう来てたって。だけど、俺が写真を見たまま動かないから、見終えるのを待っていたらしい。俺の後ろで黙ったまま」

　なんとなくその場面が想像できた。悠斗は人に厳しいけど、真剣で一生懸命な人はきちんと評価をする。おそらく、建築に惹かれる誠司の心に気づき、邪魔にならないように黙って誠司を眺めていたんだろう。きっと、顔に微かな笑みを浮かべて。

「俺は慌てて断った。『こんなものいらない』って。そしたら『それはカナダにある、俺が設計したビルだ。興味があるのか』って言ったんだ。驚いたよ。顔で売っているだけのお坊ちゃまだと思っていたからさ。あんなものが作れるなんて」

　誠司の言い方に、悠斗への尊敬と憧れが見え隠れする。彼がそれまで抱いていたであろう悠斗に対する印象が、真逆に変わったのがわかる。

「それで？　そのあと私の話をしたの？」

　聞くと、誠司はクスクスと笑った。

「それがさ、そこから建築の話になって意気投合しちゃってさ。しばらくいろいろ聞いていると、彼の秘書が怒って呼びに来た。時間がないのに、いつまで話してるんだって。俺が帰ろうとしたら、『明日もう一度来い。用があったんだろ』と言われて、本来の目的を思い出した。『俺の話は建築の話じゃないけどいいのか』と言ったら、笑いながら彼は答えたんだ。『わかっている。とりあえず聞いてやるけど、お前は百合子の心配をするな』ってさ。百合子のことは任せろって言われた気がしたよ」

　初めから誠司の話の目的がわかっていて、彼から話すのを待ちながら知らん顔をしていた。悠斗らしい。

「それを聞いて、もういいやと思った。確かに初めは政略結婚だったかもしれないけれど、もう違う気がした。それよりも彼の設計の才能に衝撃を受けて、彼自身のことを知りたくなった。あの人って、話しているうちに不思議と引き込まれていくんだよな。なんだろう、人間的な魅力を感じたとでもいうのかな」

　抗うことのできないほどの絶対的な悠斗の魅力は、男女共通で感じることができるのだと初めて知った。まさか誠司がそれを感じるとは思わなかったけれど。

「もっといろんな仕事の話を聞きたいと思った。そこからはもう、百合子の話は出ていない。俺が個人的に、悠斗さんと建築に興味を持っただけだ。何度か会って、留学の話になった。澤乃井建設のカナダの設計部で研修させてやってもいいって言ってくれたんだ。もしかしたら、百合子と結婚することで俺に悪いとでも思っていたのかもしれないな。同情……とか」

「悠斗はそんなことで同情したりしない。きっと単純に、誠司の熱意が伝わったのよ」

　私が言うと、誠司は嬉しそうに笑った。

「興味のあるところで学んでいれば、そのうち俺が百合子を諦めるだろうって、いつか笑いながら言っていたよ。案外ビビッているのかもな、悠斗さん。余裕に見えるけど、俺の存在が邪魔なんだろ。もう諦めたのに余計な心配だよ」

　そうだろうか。確かに嫉妬はするけど、それは留学を勧めた理由じゃないと思う。誠司に将来性みたいなものを感じたんだろう。

「お店はどうするのよ」

「店のことはまだどうするかわからない。弟の芳よし樹きが継いでもいいしな。今は悠斗さんの下で勉強したい。心からそう思えるんだ」

　わかるような気がした。偉そうで、近寄りがたい雰囲気を持っているのに、なぜか人を引きつける。私も初めからそうだった。

「そう。よかったわ。やりたいことが見つかったのね」

「うん。皮肉な話だけど、百合子と悠斗さんが婚約しなければこんなことにはならなかった。今ではふたりを祝福している。本当だよ」

　誠司を拒んだ日から、自分を責めて苦しんでいた。誠司のためになにができるか、ずっと心のどこかで考えていた。

　そんな私の悩みを、またしても悠斗が拭い去ってくれた。彼は無意識だろうけれど。

「俺が頑張って勉強すれば、いつか澤乃井建設で設計をさせてくれるかも。だけど、『ダメだったら放りだす』なんて脅おどされてもいるんだぜ。旦那さんに、『誠司に優しくしてあげて』って言ってくれよ」

　そう言いながらも、誠司は楽しそうだ。

　まさかこんな展開になるなんて思いもしなかった。

　今は、穏やかに時間が流れている。あらゆる濁流も、悠斗の手で清らかなものに変えられている。

　私は悠斗をただ信じて、その手を離さなければいいのだと、誠司と笑い合いながら思った。










事故［悠斗ｓｉｄｅ］




　今朝はなぜか、百合子から離れがたかった。それがなぜなのか、自分でもよくわからなかった。

「副社長、このまま赤あか木ぎのサンライズビルの建設現場の視察に向かいます。そのあと山やま岸ぎし支社にて営業推進会議の予定です」

「ああ。わかった」

　車に揺られながら手短に答える。秘書の浦田は予定を報告すると、助手席で資料を広げながらどこかに電話をかけ始めた。

　俺は窓の外をぼんやりと見ながら、今朝の百合子が最後に見せた照れた顔を思い返していた。




「右！　右！　そのまま下げてー！」

　クレーンが鉄柱を引き上げるのを、地上から見上げていた。赤木のビルは、俺の予想を遥かに超えて工事が進んでいた。

「このままだと、冬になる前には大方のめどがつくな」

「はい。仮設の足場が取れてしまえば、もうあとは早いかと思います。順調で大きな問題もなく、なによりですね」

「ああ。君たちのおかげだよ。ありがとう」

　現場監督を任せた支社の部長と話しながら、ビルを見つめる。

　これからも澤乃井を、今よりもっと世界に通用するような会社にしないといけない。それが全社員のためであり、また、その家族のためになる。

　俺にも守らなければいけない大切なものができた。家族に対する愛情を、結婚してようやく知った。それはとても温かく、愛おしい。

　自分にこんな感情があったことを教えてくれた百合子のためにも、俺はこれからも駆け抜けていく。その細い手を、しっかりと握って。

　クレーンが回転し、太陽の光がチカチカと見え隠れする。その眩しい光景を見ながら、目を細めた。

　――ガシャーン!!

　それは次の瞬間に、なんの前触れもなく、突然起こった。

　ワーワーと人が騒いで集まっている。

　俺は動けないまま、目を見開き、呆然としていた。

「副社長！　落ちました！　鉄柱が二本クレーンから外れました!!」

「人が下にいます！　救急車を手配しました！」

　口々に慌てて報告に来る社員たちの声が、別の世界から聞こえてくるような感覚。

　俺の視界には、鉄柱の下に挟まった人が流している、血の赤さだけが鮮明に映っていた。

　それからすぐ、建設現場のあちこちにあるスピーカーから、正午を伝えるサイレンの音がけたたましく鳴り響いた。




「申し訳ございません！」

　澤乃井建設の幹部十名、そして父と共に深く頭を下げた。

　ここは病室。病院の外にはたくさんのマスコミが押し寄せている。

　鉄柱の下敷きになったのは、あのとき現場作業員の弁当を配達に来ていた女性だった。彼女は、現場からそう遠くはない弁当屋の娘だ。

「いえ……。こうして娘も無事でしたし、大丈夫です。どうか頭を上げてください」

　手術の麻酔からまだ目覚めない娘に代わって、彼女の母親が返事をする。

　全員でそっと顔を上げると、母親は俺たちに、ニッコリと笑った。

「澤乃井さんにはいつもお弁当の注文をたくさんいただいてお世話になっていますし、私も何度か建設現場には出入りしておりますから、皆様がとてもいい人たちだということはわかっているんです。お気遣いは結構ですから、これからもどうかよろしくお願いいたします。娘がこの程度で済んだのは、近くにいた方が捨て身でかばってくれたからだとお聞きしています。ありがとうございます。あとはこの子が怪け我がを治せばいいことです」

　母親の言葉に驚く。怒って追い返されてもおかしくはない事態なのに、彼女はまったくこちらを責めたりしない。

「白しら井いさん、ありがとうございます。本当に申し訳ございません。当方もこのような事態は初めてのことでして、ただいま原因を調査中です。当方にできることがあれば、なんなりとおっしゃってください」

　父が恐縮した様子で言うと、彼女は意外な申し出をしてきた。

「では、あの。ひとつよろしいでしょうか」

「ええ。なんですか」

「あの、副社長さんに……娘の話し相手になってやってほしいんです」

「え？　僕ですか」

　突然自分のことを言われ、俺は驚いた。他の者たちもみんな、意外そうな顔で俺を見る。

「あの、うちの息子がなにか……？」

　父が聞くと、母親は申し訳なさそうに言う。

「娘は……清きよ美みは、悠斗さんの大ファンなんです。以前からずっと憧れていて、雑誌やテレビでお見かけするたびに大騒ぎして喜んでいました。もしも話し相手になっていただけたなら、きっと早く元気になると思うんです。なんとか聞き入れていただけませんか」

　俺たちは全員、唖然とした。そんなことを言われるとは予想外だった。

「ファンですか。ありがとうございます。では、悠斗をこれから毎日こちらに来させましょう。ゆっくりと話をされたらいいですよ」

　父はにこやかに了承する。

　は。本気かよ。俺は毎日、分刻みで働いているというのに。

　廊下のほうにいた秘書の浦田をチラッと見ると、彼は顔を強張らせていた。

「悠斗、いいな。清美さんが元気になられるまで、お前はここに通いなさい。今日も清美さんが目覚めるまでついていなさい」

「……はい。わかりました」

　父の言うことは絶対だ。状況や俺のスケジュールがどうであれ、断ることなどできやしない。

　目を閉じたまま横たわる女性を見る。仕方がない。こんな目に遭わせてしまったのだから責任を取るのは当然のことだ。

『本当？　やった！　旦那様、愛してる！』

　百合子の嬉しそうな顔を思い出しながら考える。

　ごめん、百合子。夕食はキャンセルだ。今度ゆっくり連れていってやるから。

「悠斗、頼んだぞ」

　父に言われ、俺はしっかりと頷いた。

「では白井さん。私共はこれで失礼いたします。また伺いますので、どうぞお大事になさってください」

　父が深く頭を下げ、俺と他の幹部たちも全員が再びお辞儀をした。

「要望を聞いてくださってありがとうございます。悠斗さんがそばにいてくださるならば、心強いですわ」

　彼女は嬉しそうに微笑んだ。

　ぞろぞろと部屋を出ていくみんなについて、俺も一旦退出し、浦田と話す。

「すまない。大幅な予定変更が必要になるな。見舞いの時間を取れそうにない日があれば言ってくれ。白井さんに伝えればなんとか――」

「それはいけません。毎日こちらへ伺いましょう」

　浦田はスケジュール帳を見ながら、俺の話を遮った。

「確かに、副社長の予定変更は大変な打撃ですが、事故の被害者の要望をないがしろにするほうが、さらに大変な事態を呼び起こす可能性がございます」

　彼はスケジュール帳をパタッと閉じると、真剣な顔つきで俺を見上げた。

「今、澤乃井建設が入札をかけている国立音楽歌劇ホールは、半年後に施工会社の発表が行われます。今のところ、当社でほぼ確定だと思われますが、会社のイメージを少しでもよくしておかなければならないこの大切な時期に騒動が起きたら、落札を逃してしまいかねません。もし白井さんがマスコミに当社の不満を漏らしたりなどしようものなら、損害は多大なものになるでしょう」

　それだけ話してから、浦田は窓の外を見下ろした。俺も彼につられてそちらに目をやる。

　十階から見る地上の人影は、まるで小さなアリのようだ。たった今、病院から出ていった父や幹部たちに、マスコミがこぞってカメラを向けている。ざっと百人近くはいるだろうか。

　被害者をぞんざいに扱うと、大変なことになる。父が、俺を毎日見舞いに来させると即答したのは、やはり妥当な対応なのだろう。

「わかったよ。浦田、スケジュール調整はよろしくな」

「お任せください」

　浦田は無表情のまま俺にそれだけ答え、軽く頭を下げた。










揺らぎ




　悠斗から夕食はキャンセルしたいと連絡が入り、わけを聞くと大変なことになっているようだった。

　今は夜の十二時。彼はまだ帰ってこない。

「はぁー。大丈夫かな」

　落ち着かず、ソファにドサッと座るとテレビを点けた。

「あ」

　夜のニュースでいきなり、画面いっぱいに悠斗の顔が映っている。

『では、澤乃井建設の工事に欠陥はなかったと？』

『ですから、今それを調査中でして』

　これは……本社前かな。……疲れた顔してる。

『実際、被害に遭われた方もいるわけですから、はっきりとお答えになってください』

『もちろん、調査の結果がわかり次第、皆様にご報告させていただく場を……』

「なにを観てるんだよ」

「え」

　私の後ろから、テレビと同じ声がして混乱する。振り返ると、悠斗がネクタイを緩めながら私を見下ろしていた。

　彼がリモコンをテレビに向けると、画面がブツッと消える。

「悠斗！　大丈夫だったの？」

「ああ。ごめんな。イタリアンに連れていけなくて」

「そんなのどうでもいいよ！　どうなの？　なんともないの？　身体は？」

　矢継ぎ早に話す私を見て、悠斗は緩く笑う。

「俺も会社も大丈夫。クレーンのロープの金具に欠陥があったみたいだ。うちの落ち度じゃない。金具を作ったところの過失だ。ただ、被害者が出てしまってバタバタしていた。まあ、命に別状はなかったからよかったが」

　話しながらネクタイをスッと首から抜き、私に渡す。それを受け取り、そのまま悠斗の身体にギュッとしがみついた。

「百合子？　寂しかったのか？」

　彼は私の身体を両腕で優しく包みながら尋ねてくる。

「ううん。元気をあげているの。悠斗、きっと頑張ったから。疲れているみたいに見えるから」

　言いながら思う。元気をもらっているのはきっと私だ、と。あんなに敵対心をあらわにしていた誠司のことすら元気にしてくれた悠斗だから、きっとまわりの人がみんな悠斗からパワーをもらっているはず。

「百合子に心配されたんじゃ、俺も終わってるな。大丈夫だ。ありがとな」

　私の髪をくしゃくしゃと撫でてから、悠斗はバスルームへと向かう。その背中を見つめながら、やっぱり元気がないと思ってしまう。

　今朝から悠斗が感じていたのは、今回の事故のことなのかも。悪い予感って本当にあるのね。

　そんなことを思いながら、再びテレビを点けた。

『……被害に遭われたのは白井清美さん、二十四歳で、昼食の仕出し弁当を作業員に届けるために現場に入ったものと思われ……』

　女性の顔写真が映っている。

　そうか、この女性が……。足の怪我だけで済んで本当によかった。

　しばらく、澤乃井建設の事故のニュースをそのままぼんやりと観ていた。

　――ブツッ。

「あれ？」

　またしても画面が黒くなる。

「だから、観るなって」

　悠斗がバスルームから出てきて、私の横に座った。

「なんでよ。気になるんだもの。点けてよ」

「嫌なんだよ」

「なにがよ。はっきり言ってよ」

「だから……テレビ映りが悪いから、百合子に観られたくないんだよ」

「は？」

　そう言って悠斗はプイッと私から目を逸らした。普通に格好よく映っていると思うけど。

「いつもしつこいんだよ、百合子は。何度も聞いてくるから結局、全部言わされる」

　私はおかしくなって、クスッと笑った。

　洗ったばかりの髪が、サラサラと揺れる。今は見た目も態度もまるで子供。テレビの中にいたビジネスモードの悠斗とは別人の、素顔の彼。大人のくせにわがままだし、すぐに拗ねる。私の前でしか見せない本当の姿。

「いつまでもこうしていたいな」

　私はそう言いながら、悠斗の胸にもたれかかって顔を埋めた。

「急になんだよ」

　憎まれ口とは裏腹に、その指は私の髪を優しくもてあそぶ。

「ずっと悠斗を見ていたい。どこにも行かないでね」

「会社と家以外に居場所なんかない。どこに行くって言うんだ。なにを言ってんだか」

「黙って私の話を聞いてくれればいいのに。いちいちうるさいな」

　そのまま顔を上げて悠斗を見つめると、優しいキスが柔らかく下りてきた。

　あなたとふたりの明日を、信じてる。もう困らせたりしないから。

　心で呟きながら、彼の首にそっと腕を巻きつけた。




「悪い。今日も少し遅くなるから先に寝ていてくれ」

　事故から一ヵ月が経った。あの日から毎日、悠斗の帰りは夜の十二時を回っていた。休みの日さえもどこかに出かけている。

「わかった。仕事、大変なの？　まだまだ事故の処理に時間がかかるの？」

「……ああ。まあな」

　あれ。今、一瞬間があったような。悠斗の態度になにか違和感を覚える。

「そっか。頑張ってね」

　きっと私に説明してもわからないと思ってやめたんだわ。

　そうよ。今のふたりには、なにも問題はない。喧嘩だって最近は全然していないんだから。疑うことがないから、確かめることもない。

　今日は講義が休講だから、ゆっくりと夕食の買い物にでも行こうかと思っていたのに。悠斗が帰ってこないんじゃ、夕食を作っても仕方がない。

「じゃあ、行ってくる」

　あれこれ考える私にひとこと言って、悠斗は部屋を出ていく。

「いってらっしゃい」

　玄関まで追いかけたけど、ドアはそっけなくバタンと閉まった。

　事故の処理で疲れているだけよ。きっとそう。

　私は無理やり自分に言い聞かせると、着替えるために部屋へと向かった。




「今日はごめんね。付き合わせちゃって」

　街を歩きながら、隣にいる誠司に話しかける。

「いや、いいよ。出発前に服とか買っておきたかったし、ちょうどよかった。見立ててくれよ」

　結局、今日は誠司を誘ってふたりで出かけることにした。この前の留学の話も途中で終わってしまったし。

「大変だったな、悠斗さん。全国ニュースになってしまって。今も忙しいんじゃないのか」

　心配そうに誠司が言う。

「うん。忙しそうよ。毎日帰りが遅いの」

「そうか。お前、寂しいとか言って困らせているんじゃないだろうな」

「バカね。そんなはずないでしょ。そういうのはもう卒業したのよ」

　得意げに言うと、誠司は吹きだした。

「あははっ。マジかよ。無理だろ」

「失礼ね」

　ふたりで笑い合いながら歩く。

「……あれ？」

　突然、誠司の顔から笑みが消えた。

「ん？　どうしたの」

　彼は道路の向かい側をじっと見ている。

「誠司？」

　呼びかけに反応しないので、私もそちらを見た。

「あ……」

　歩道を進むある人物に、私たちの視線は釘くぎづけになる。私は目を見開いて動きを止めた。

　女性が乗った車椅子を押しながら歩く男性。彼女がショーウインドウの中を指差して、そこで止まる。ふたりで笑いながら話す爽やかなカップル。

　その男性は、悠斗だった。

「え……っと。見間違いかな。行こう」

　誠司がごまかすように言って、進もうとした。

「悠斗……どうして。仕事は……」

　私は思わず呟いた。朝の格好とは違う。スーツではなくカジュアルなジーンズ姿だ。

　それに、その女性は……。彼女の顔を見て気づいた。事故の被害に遭った人だ。間違いない。

「百合子、行こう。今はなにも聞かないほうがいい。帰ってから悠斗さんに聞いてみたらいいよ。今は冷静に話せないだろ。それにここは人も多いし、彼は有名人だからまわりの人が気づいてしまう。もしかしたらマスコミが彼の近くに張りついているかもしれないしさ」

　誠司の話はもっともだった。私も悠斗を完全に疑っているわけではない。信じたい気持ちが強いから、ここで騒ぎ立てるつもりはなかった。

「うん。でも、気になるから電話だけさせて」

「悠斗さんに？　だから、今はやめたほうが……」

「違うわ。彼の秘書によ」

　私は携帯で浦田さんに電話をかけた。どうか、なんでもないと言ってほしい。なにか事情があるのだと。

「もしもし。百合子です。突然ごめんなさい。どうしても聞きたいことがあって」

『奥様、どうなされましたか。今、副社長はあいにく出ていらっしゃいまして。直接お電話が繋がらなかったんですか。今は……その、仕事でお出になられないかもしれません。なにかご用がおありでしたら、私からお伝えいたしますが』

　浦田さんは明らかに動揺したような話し方だ。

「そうですか。仕事ならばいいんです。たとえば……普段着で女性の車椅子を押していても」

『えっ。なぜそんな……。まさか、お会いになったのですか』

「いえ、街で見かけて。回りくどいのは嫌なので、単刀直入に聞いてもいいですか。彼女とは……どうして今、一緒にいるんですか」

　私が直球で聞くと、浦田さんは一瞬黙り込み、そのあと静かに話しだした。

『奥様……本日、お時間をいただけますか。急ぎ、話し合いの場を設定いたします』

　どうして。今言えば済む話じゃない。関係ない、心配いらない、と。

　そう思ったけど、口には出さなかった。

「わかりました。行きます」

　信じたいと思っていた心が、少し揺らいだ瞬間だった。










願望［悠斗ｓｉｄｅ］




　会社に戻ると、夕方の六時を回っていた。

　今日は収支決算報告が各部署から回ってくる予定のため、足早に副社長室へと戻る。

「おかえりなさいませ。決算報告は明日に延期いたしました。二日ほど期日を延ばしても問題ない、と社長のご確認をいただいています」

　部屋に入った瞬間、浦田が立ち上がって言った。

「どうしてだ。早めのほうが都合がいいだろう？」

　バッグをデスクに置いて、スーツの上着を脱ごうとした。

「お待ちください。そのままで。すぐに出かけます」

　浦田に言われて振り返る。

「どこへ。出かけていた時間の分、早く仕事を始めないとまた帰りが遅くなるじゃないか」

「ご案内いたします」

　浦田は俺に答えず、スタスタと副社長室を出ようとする。

「浦田。どういうことだ」

　そんな彼の背中に問いかけた。意味がわからない。

「行けばおわかりになります」

　浦田はドアを開けて俺が来るのを待っている。

　真面目で優秀な秘書。これまでに何度も助けられた。そんな彼が説明もなく、このような行動をすることに驚きながら、俺は彼の指示に従うことにした。

　俺が副社長室を出ると、静かにドアを閉めて施錠する。黙って俺の後ろをついてくる彼に、もうなにも聞かなかった。どうせ答えてはくれないとわかったから。

　ただ、なにかがあったことだけは予想できたが、それがなんなのかはさっぱりわからなかった。




　わけがわからないまま、車に揺られて三十分。

　連れてこられた場所は――百合子と見合いをした、あの料亭だった。

　着物の裾を持ち上げて逃げだす彼女を、目を細めて見送ったあの日のことが思い起こされる。

　後部座席のドアが静かに開いた。

「鶴の間へどうぞ」

　浦田に言われて車を降りる。

　いったい、ここになんの用事があるんだろう。とりあえず言われた場所へと向かう。

　襖を開けて部屋の中を見て、目を見開いた。

「百合子……。誠司……？」

　ふたりが一斉に俺を見上げる。しかし、並んで座るふたりはなにも話さない。黙ったまま無表情だ。俺は部屋に入ってふたりのそばまで進む。

「どうしたんだ。いったいなにが……」

　そのとき、俺の後ろで浦田が説明する。

「おふたりは今日、芳よし野の町ちょうで副社長をお見かけしたそうです。これまでの経緯を説明いたしたく、この場を設けました。社長もご同席の予定でしたが、外せない接待で今日はおいでになりません。滝たき川がわ誠司様には奥様のご意向で同席いただいております。私はどうしたらよろしいでしょうか。私からご説明いたしますか。それとも、副社長からお話しになりますか」

　一気に話されて、頭が真っ白になる。

　……見られた？　芳野町ということは、清美さんといるところを？

　俺が黙ったままでいると、浦田は部屋の中に入ってきて襖を閉めた。

「私からご説明いたします。そのほうがよろしいでしょう。副社長は奥様と滝川様とご一緒にお聞きください」

　俺がうまく話せない状態だと思ったんだろう。浦田は俺に、ふたりの向かいに座るように勧めると、自分はテーブルから少し離れたところに座った。

「澤乃井建設が手がける、赤木サンライズビルの鉄柱落下事故は、もちろん奥様もご存じかと思います」

　浦田の話に、百合子と誠司が頷く。

「その事故で不運にも、鉄柱に足を挟まれた方がいらっしゃいました。彼女は、白井清美様。お年は二十四歳です。手術は無事に成功し、あとは快復に向かわれるものと思われていました。ただ、清美様のお母様である白井様から、澤乃井建設に対する要望がございました」

　俺は浦田を見た。まさか、本当に全部話すつもりか。ここでふたりにすべてを？

「浦田、ちょっと待て……」

　俺が止めようとすると、彼はチラッと俺を見た。

「副社長。この問題は奥様にも知る権利がございます。いつまでも隠し通せるものではございません」

　それはもっともだ。浦田の強い言い方に、俺はなにも言えずに黙る。

「白井様の要望は、清美様が退院するまで毎日、副社長にお見舞いに来ていただくことでした」

「え……どうして悠斗に……？」

　百合子がここに来て初めて口を開いた。ためらいの色が、その瞳に浮かんでいる。

「清美様は以前から、副社長に憧れていたとのことでした。そのため、副社長が会いに来てくだされば、清美様が早く快復なさると白井様はお考えになったのです。社長がそれを承諾なさって、次の日から毎日、副社長は病院に通われたのです」

「毎日？　悠斗さんは仕事で忙しいんじゃないんですか」

　今度は誠司が口を挟む。

「ええ。ですから、病院から会社に戻られて、毎日残業することでそれを補ってきたのです」

「だから、帰りが遅かったの……」

　百合子は納得したような言い方をしたが、その表情は腑ふに落ちないもののように見えた。

「そんな中、重大で不幸な事実が判明してしまいました。清美様の脚は……もう二度と動かないということです」

「そ……そんな」

「ええっ……マジかよ」

　ふたりが同時に驚いて、再び俺を見る。俺は黙ったまま、そんなふたりを見つめ返した。

「これから一生、車椅子の生活を余儀なくされてしまった清美様を金銭的に援助するお考えで、社長と副社長は白井様と話し合ってこられました。ですが……白井様のさらなる要望は、お金ではありませんでした」

「な……なに？　なんだったの……」

　百合子の目に、涙が滲み始めていた。おそらく、これから浦田が話す内容を予測したんだろう。

「……副社長との……婚姻です。一生結婚できないであろう、と清美様を不ふ憫びんに思った白井様が言いだしたことです」

「そんな！　悠斗さんは百合子と結婚してる！　それに若いんだから、これからだって出会いはあるだろう？　歩けなくたって結婚はできるよ」

　誠司が立て膝の状態になって、浦田に抗議した。

「ええ。ですが……清美様は……そもそも副社長をお慕いしていますから、ご本人もぜひそうしたいと同意されました。副社長は時間の限り、それは無理だと彼女を説得してこられました。今日も『街に出たい』と言った彼女を病院から連れだして、できるだけ楽しませようとなさったのです。せめて今だけでも楽しんでいただけたら、清美様の気が済んで諦めてくださるのでは、とお考えの上での行動でした」

　そのまましばらく、誰もなにも言わなかった。

　誠司は再び静かに腰を下ろす。百合子は俯いたままで、なにかを考えているようだ。伏せたその目に、涙はなかった。

「……あの……私……」

　突然、百合子が口を開いた。

　俺はギクリとする。百合子の性格は熟知している。こうなった場合、百合子がなにを言いだすのか、もう……知っている。

「私は……」

「言うな！　なにも言うな！　なんとかする！　待っていればいいから」

　俺は慌てて彼女の話を遮った。今すぐ飛んでいって、その口を塞ぎたい衝動に駆られる。

「悠斗と別れます」

「百合子！」

　俺は叫ぶように彼女を呼んだ。

　とうとう、彼女は言ってしまった。俺が恐れていた言葉を。

「百合子？　どうしてだよ！　なんでお前が！　悠斗さんがなんとかするって言っているだろ！」

　誠司も責めるように百合子に言う。

「私は、大丈夫。私には、歩ける脚がある。悠斗がいなくても、私は生きていける」

　そう言って彼女は微かに笑う。

「嘘だ。……俺がいなくなったら、ダメだろ」

　違う。生きていけなくなるのは俺のほうだ。

　お願いだから、嫌だと言ってくれ。どうしたらいいのか、一緒に考えてくれ。ふたりが共に生きる方法を。

「よかった。……私ね、ずっと考えていたの。悠斗にたくさんのことをしてもらうばかりで、なにも返せない。役に立ちたいって、結婚してからずっと思っていた。ようやく、悠斗のためにできることを見つけた」

「待ってくれ。……こんなことを俺は、望んでは……いない」

　なんと言えばいいのか。どうしたら君を失わずに済むのか。俺は必死で考える。

「私が身を引くことで……この問題が解決して、清美さんが絶望の淵ふちから帰ってこられるのなら、これ以上の恩返しはないわ。悠斗と澤乃井建設の役に立てる。私の一番大切なものを手放すことで」

　俺の目から涙が滴り、頬を伝う。

　わかっていた。初めから、この話が出た瞬間から、百合子がどんな答えを出すのか、すべて知っていた。

　気丈で、正直で、優しい。そんな君はきっと、自分のことなど後回しにするのだと。

　だからずっと百合子には相談せずに黙っていた。百合子のそんなところに、俺は惚れたのだから。

「悠斗さん……」

　誠司が驚いた顔で俺を見ている。泣き顔を他人に見せたのは初めてだ。だけど、取り繕う余裕もない。

「……嫌だ。別れない。絶対に解決策を見つける。離したりなど、できるわけ……」

　俺は目頭を押さえた。これ以上は、言葉にならなかった。

　浦田はそんな俺たちを、黙って見守っていた。




　そのまま百合子と車でマンションに戻った。誠司と浦田には、そのまま夕食をそこで食べるように言って置いてきた。

「ありがとうございました」

　百合子は運転手に明るく礼を言って車を降りる。俺は終始黙ったままでいた。

「ね、悠斗。今日ね、誠司と一緒に夕食の材料を買ってきたの。まだ九時だし、今からなにか作るわ。天ぷらなんてどう？　好きでしょ」

　マンションのエレベーターを待ちながら明るく話す百合子の、本当の心情がわかる。彼女は悲しみから気を紛らわせようとしている。

「今日は一緒にお風呂に入ろうか。こんなに早いのは久しぶりだし、たまには背中を流すよ」

　ひっきりなしに話す彼女に返事をしないまま、部屋までたどり着いた。

　リビングに入るといそいそとエプロンをつけ始めた百合子を、ソファに座ってぼんやり眺める。

　こうしていると、先ほどの話が嘘か、夢のように思える。

　別れる……？　本当に？　百合子はいなくなるのか？　もう、それは決まったことなのか？

　何度考えても実感がない。

「なあ、百合子」

「んー？　なぁに？」

　何事もなかったかのように返事が返ってくる。

「ここから……いなくなるつもりなのか……？」

　俺の問いに、彼女は一瞬手を止めた。だが、またすぐに食材の準備を始める。

「そうよ。明日にはね」

　俺は立ち上がった。

「俺は別れない。さっきそう言っただろ」

　すると百合子はキッと俺を睨んだ。

「私は出ていくわ。決めたの。歩けないことと引き換えに、彼女は悠斗のそばにいられる。そうじゃなきゃ不幸だわ」

「じゃあ、百合子は？　……俺がいなくて幸せなのか」

　切ない想いで彼女を見つめる。ガラスよりも薄く、割れそうな心を必死で守っているのがわかる。

　だけど、それを俺があえて割らないと、その下に隠れている本心が見えない。

「私は……これから見つけるの。悠斗以外の生き甲斐を」

「そんなものはどこにもない。……俺ほどに百合子を愛しているやつはきっといないから」

「勝手に決めないでよ！　わからないじゃない！　じゃあどうしたらいいのよ！　要求を呑まないと、会社だってどうなるか……！」

　そこまで叫んで、百合子はぺたりと床に座り込むと泣き始めた。俺はそんな百合子に近づいていき、その横に座る。

「もう……決めたのか」

　尋ねると、彼女は泣きながらコクリと頷いた。

「それが……百合子にとって最良の方法なのか？」

　そう言うと、彼女は俺に抱きついてきた。肩を震わせ、すがるように。

「お願い……。わかって。清美さんは、もっとつらいから。悠斗の手が救ってくれるのを待ってる。私は……人を不幸にしてまで、悠斗を縛りつけたくはないから」

　俺はその小さな身体を抱きしめて、彼女の髪に顔を埋めた。

　ずっと、欲しくて、待って、願って。ようやく手に入れた最愛の人。

　これ以上愛しく思えるものに、これからはきっと出会えない。

　だからこそ、俺に今できることは、君の思いを叶かなえることだ。苦しめたくはない。いつだって、君には笑っていてほしいから。

　涙が止まらない。俺の頬を伝って滑り落ち、そのまま百合子の髪を濡らしていく。

　こうして泣けるのも、百合子がいるから。俺の感情のすべてが、百合子から引きだされている。

「明日から……俺は南急ホテルに泊まる。あとは好きにしていい。なんなら、ここにいてもいい。このマンションをやるよ」

　俺が鼻声で言うと、百合子は言い返してきた。

「いらないわ。私も明日出ていく。思い出の詰まったところに住めだなんて、デリカシーのない男ね」

　そのまま、そっと唇を重ねる。

　愛している。どうにかなってしまいそうなほどに。

　離したくない。どこかに閉じ込めて、しまっておきたいほどに。

　明日には別れてしまうだなんて、どう納得したらいいのかわからない。

　だけど君がそう望むなら。耐えて、手放すしかない。

「百合子。愛してる」

　首筋に口づけながら、涙を堪えようと必死になる。

「言わないで。もう、そんなこと……言わないで」

　百合子の目からも、涙が溢れている。

「愛してる……」

　もう二度と、君に囁けなくなるのならば、この想いはどこに持っていけばいいんだろう。

　どうして君と出会ってしまったのか。こんな別れが待っているのならば、いっそ会いたくなかった。

「気が変になりそうだ……。百合子がいなくなったら……俺にはもう、なにもない。愛してるんだ。どうしたらいいんだよ……」

「バカね。……清美さんの支えになるのよ。きっと、悠斗を愛してくれる。……私のことなんて、忘れてしまうほどに……」

　忘れられるはずなんてない。勝ち気な笑顔。悔し泣きする顔。言い返してくるときの怒り顔。どれも可愛くて、楽しくて、心から笑った日々。

　初めて抱いた日には、涙が出そうだった。俺の胸で眠る君を見つめながら、大切にしようと心に誓ったのに。

「ああ。……そうかもな。きっと忘れる。百合子のことなんて、思い出さない」

「うん。そうして。……清美さんと、幸せになって」

　身体が震えてくる。今夜を最後に、最愛のものを失う怖さ。

　絶望を感じ始めている心を悟られないように、俺は努めて百合子に笑った。

「ああ。百合子も、幸せにな。誠司もまだきっと百合子を想っているさ。やり直したら……いいんじゃ……」

　ダメだ。最後まで言えない。心がだんだん壊れていく。なにも考えられなくなる。

「誠司となんて……今さら。……余計なお世話……」

　なにを言い合っても、次の瞬間には悲しみに変わっていく。そう悟った俺たちは、ただ黙ってお互いの体温を感じるように抱き合っていた。

　明日からは、感じられない。このぬくもりも、愛しさも。

　明日が来なければいい。このまま消えてしまいたい。君と共に。










決意




　……温かい……ここは……？

　ふと目覚める。頬から伝わるぬくもりが心地いい。

　ゆっくり顔を上げると、目の前に悠斗の顔があった。すやすやと寝息をたてている。

　どうやら座って抱き合った姿勢のまま、リビングの隅でふたりとも眠ってしまったようだ。自分の身体に巻きつけられていた毛布を取り、悠斗の上にそっとかける。

　出ていくと言った私を責めることなく、涙を堪えた悠斗の顔を思い出す。そのまま私を抱きしめた彼の腕が微かに震えていることに、わざと気づかないふりをした。

　私だって別れたくなんかない。これからも、この綺麗な寝顔を見つめたい。叶うことならば、彼のすべてをずっと感じていたい。

　悠斗の艶やかな頬に優しく触れる私の指先が、ピクッと震えた。彼は眠ったまま、顔を少しだけ逸らした。

　そんな悠斗を見つめていると、悲しくてたまらなくなる。私はそのまま顔を両手で覆って、声を殺して泣き崩れた。




　＊　＊　＊




　昨夜、料亭をあとにする直前に、浦田さんが私を手招きした。悠斗と誠司を部屋に残したまま、私は彼について廊下に出た。

「奥様、すみませんでした。突然こんな話をして、申し訳なく思っています」

　私は深々と頭を下げた彼の肩に軽く手を添え、慌てて言った。

「やめてください、浦田さん。あなたのせいじゃない」

「私がなにか、お力になれたならよかったのですが。結局は奥様にすべてをお伝えしてしまうことになって」

　彼は落胆した様子のまま、顔を上げようとしない。

「いいの。あなたが責任を感じることはないわ」

「実は……もうひとつ、奥様にお話ししたいことがございまして」

「……まだ、なにかあるの？」

　少しだけビクッとする。これ以上、私になにかを受け止められる余裕があるだろうか。今でさえ、気を抜くと涙が溢れだしそうになるのに。ぎりぎりのところで、なんとか平静を保っていられるように自分自身と戦っているのだ。

「これは、副社長にはお伝えしていないことです。副社長がお知りになると、清美様にどう接したらいいかわからなくなってしまうのでは、と思いまして」

　俯いたままの状態で、浦田さんは静かに話し始めた。

「担当医から聞いた話ですので、私もご本人に確認を取ってはいないのですが、実は、歩けなくなったと診断された直後に、清美様は……自殺未遂騒ぎを起こしたそうです。幸いにも手首をわずかに切っただけで、軽傷で済んだようですが」

「自殺……？」

　身体中の力が抜け、目の前が真っ白になったような気がした。

「はい。夜中に担当医が発見したそうです」

　私はなにも言えなくなってしまった。歩けなくなった人の気持ちなんてわかるはずがないから、言葉が浮かばない。

「このようなことが世間に知られると、澤乃井だけでなく、知名度のある副社長の立場も厳しいものとなってしまいます。どうか……どうか、ここは副社長をお助けになると思って、堪えてください。私がこんなことを奥様にお願いするのも、おかしな話ですが……」

　浦田さんの苦悩が痛いほどに伝わってくる。この人は、いろいろなことを自分だけの中に押し込めて苦しんできたのだろう。

「今の清美様は、副社長の存在だけが唯一の生きる希望になっています。それを奪えば、また同じことをしかねません。担当医も、精神状態が非常に不安定だと言っています」

「……わかっています。私が、ふたりを救いますから。……大丈夫です。どうか安心して」

　浦田さんは私の言葉に顔を上げた。その目が微かに、赤く潤んでいる。

「奥様……」

　私はニッコリと微笑んでみせた。

「副社長がどれほど奥様を愛していらっしゃるか、私は存じております。そんな奥様に、ひどいことを……本当に申し訳ございません」

　そう言って、彼は再び顔を伏せてしまった。

「ご結婚なさってから、副社長はさらに素晴らしいお人柄になられました。明確なご意思は元来お持ちでしたが、そこに思いやりが加わったのです。奥様の存在が、副社長を大きく成長させてくださっているのでしょう。そんなおふたりを引き離すのは間違っていると、私もわかっております。ですが、今回のことにつきましては……」

「浦田さん、ありがとう。そんなふうに言ってもらえて、とても嬉しい。悠斗にはあなたがいるから大丈夫ね。彼を、これからもよろしくお願いします」

　この瞬間、私は再び決意を固めた。
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　眠っている悠斗の髪を撫でると、サラッと私の指の動きに沿って流れる。

　これでいい。離れて見守る愛情を私は選ぶ。悠斗の愛に飢えて苦しくなっても、きっと乗り越えていける。それだけの強さを、私はすでに彼からもらっているはずだから。

「……悠斗、ごめんね。私を……憎んでくれていいのよ」

　昨夜は伸ばされた彼の手を振りはらい、拒絶した。悠斗を傷つけてしまった。泣かせてしまった。

　その口から絞りだされるように囁かれた愛を、受け取らなかった。

　彼の胸に身体を預ける。今だけは、私のもの。

　息が止まりそうな苦しみを、これから味わうことになっても、この場所を手放す決意は変わらない。

　悠斗のためなら、なんでもできそうな気がする。それほどの愛をあなたに教えてもらって、皮肉なことに、それが私に別れを決意させた。

　死んでしまいたいとさえ思うほどの絶望を、私は知らない。悠斗と別れることになっても、私は生きていきたい。あなたが生きるこの世界を、感じていたいと思う。

　だからきっと、つらいのは私より清美さんのほう。悠斗ならば、清美さんを救える。幸せな女性に変えてあげられる。だって、私が愛した人だもの。

「こんな方法しか思いつかなくて……ごめんね……」

　結婚式の日に感じた運命。でも、そのフィナーレが今訪れようとしている。私たちに、遥か彼方の未来はなかった。

　燃え上がるように恋をして、燃えつきた。それだけのこと。

　悠斗の手を取って、自分の頬にくっつける。それだけで泣きたくなるほど、愛しさが込み上げてくる。

　もう、一生触れられない。見つめ合うことも、会うことすらなくなってしまう。

「さよなら……。大好きだったわ。きっと、これからも……」

　私の肌に触れるのは、悠斗だけ。以前、彼に伝えた言葉だ。それはこれからも変わらないだろう。

　たとえあなたが、清美さんをこの温かい腕に抱いて眠る日が来ても。

　今夜だけ。今夜だけは、私ひとりだけの愛しい旦那様でいて。このまま朝まで離さないで。

　眠る悠斗の首にそっとキスをすると、私の想いが伝わったかのように、彼は私の身体を無意識に抱きしめ直してくれた。

　この手が、明日も明後日あさっても、私を包んでいてくれたなら。

　あなたの笑顔を、これからもずっとそばで見ることができたなら。

　きっと、これ以上の幸せなんてないのに……。










告白［悠斗ｓｉｄｅ］




　朝になった。

　昨夜、抱き合ったままリビングの片隅で眠ってしまった百合子を包むように毛布でくるんで抱きしめ、そのまま見つめていたが、俺もいつしか座った姿勢のまま眠ってしまったようだ。

「百合子、朝だ。起きないと」

　このままずっと、見ていたいけれど。余計に離れがたくなる。

「うー……ん。……あれ……？」

　百合子は目を開けた瞬間、驚いた顔で俺を見た。

「やだ。あのまま眠っちゃったの？　ごめん、痛かったでしょ」

　起き上がって首をコキコキ鳴らす彼女を見て、俺は笑った。

「色気がないな。朝のチューとかはないのかよ」

「え。そんなの期待してたの。しょうがないなぁ」

　そっと交わされる、軽いキス。今日で最後の。

　お互いに泣きはらした目を見て、笑い合う。

「やだ。顔洗ってこないと、出社しても悠斗だって気づかれないわよ」

「百合子こそ。合コンの話が来なくなるぞ」

「なによ。行けば怒るくせに。……って、あ。もう今日からは行ってもいいのよね」

　お互い無言になる。

　行ってもいいわけないだろ。指一本でも他のやつが触れたならと思うと、腹が立って仕方がない。

　……だけど、もう言えない。百合子がなにをしても、誰とどうなっても、もう、怒る権利なんてなくなるんだ。

　俺はただの他人になる。彼女の中では、昔の男のひとりになる。高橋と同じように。

「おう。いい男と出会えるように願っていてやるよ。俺の代わりに百合子を守ってくれる頼もしいやつとな」

　自分の言葉に虫むし唾ずが走る。

「そう……？　ありがとう。……頑張るわ」

　百合子の返事も元気がない。

　時間は無常にもどんどん流れていく。

「朝ご飯は食べる？」

「いや、いらない。準備してこのまま会社に行く」

「……そう」

　これ以上、ここにいたら、きっと抱きしめてしまう。キスをして、舌で耳をくすぐって、君が笑ったなら、たちまちそのすべてに触れたくなる。際限なく求めてしまう。傷つけて壊すまで、きっと離せないだろう。




　出社の準備を終えて、寝室を覗いた。

「百合子？　もう行くよ」

　声をかけてギクッとする。大きなスーツケースに詰め込まれている服。本当に出ていくつもりなんだと実感する。

　さらに服を詰めながら、百合子が返事をした。

「そう？　気をつけて。いってらっしゃい」

　このまま抱きしめたい。身体に痕が残るほどに。

『行くな』とわめいてしまいたい。街中の人に聞こえるように。

「百合子も。気をつけてな」

　このままもう、会うこともないだろう。

　これから俺は、どうしたらいい？

　動揺しながらも、平気なふりで部屋を出る。素直に気持ちを伝える方法なんて、知らないから、どうすればいいかわからない。

「ねえ、悠斗」

　百合子に呼ばれ、振り返る。

「……ありがとう。短い間だったけど、私、幸せだったわ。悠斗と結婚してよかった。本当よ」

　もう、ダメだ。抑えきれない。想いが溢れてくる。

「百合子……っ」

　俺は部屋に戻って百合子を思いきり抱きしめた。

「悠斗……」

　そんな俺を抱きしめ返してくる、その細い腕に感動する。たったこの程度のことで、泣きたくなるほどに君が好きだ。

「別れたくない。どうしても嫌だ。どうしたらそばにいてくれるんだよ」

「……震えてる。……怖いの？」

　百合子は俺の背をそっと撫でる。

「……怖いよ。百合子がいなくなったら、きっと立ち直れない。結婚式の日に言ったはずだ。気が狂いそうなほどに惚れているって。どうしても、諦めるなんてできないんだよ」

　もう、時間がない。このまま平気なふりをしていたなら、君は本当にいなくなってしまう。

「悠斗、でも……」

「百合子が好きだ。離れられない」

「私だって……」

　――ピンポーン。

　そのとき、インターホンの音が鳴り響いた。ふたりでビクッとする。

　誰だ……？

　百合子をそっと離し、おそるおそる玄関のモニターに近づいた。

『おはようございます。浦田です』

　画面には浦田が映っていた。こんな朝早くになにがあったのかと面倒に思いながら、玄関のドアを開ける。

「なんだよ、いったい……」

　ブツブツ言いながら顔を上げて、俺は目を見張った。

「え？　これは……」

　浦田の横にいる人物は、ばつの悪そうな顔で俺を見上げている。

「す、すみません。あの、私……」

　そこには、自分の脚でしっかりと立つ、白井清美がいた。

「清美さん……。どういう……ことですか」

　彼女に尋ねながら、その身体を上から下まで眺め、改めて確認する。脊せき髄ずいを損傷してしまい、もう歩けないと説明を受けていたのに。

「清美様は、もう完治されています。私が思ったとおりでした」

「浦田……どういうことだ？」

　俺は全然、そんなことを思いもしなかった。今はこれから先の人生をどう生きるか、どうすればいいのか考えることで精いっぱいだった。

「実は最近、違和感を覚えておりました。医師からの説明も私共には充分にされてはいませんし。こんな事態に陥りながらも、清美様からは人生に悲観したような感じも受けませんでした。副社長にお会いできることを、むしろ喜ばれているようにさえ感じていたからです」

　俺と、その隣に来た百合子は、唖然としてふたりを交互に見つめた。

「すっ！　すみません！　私！　どうしても、澤乃井さんと会えなくなるのが嫌で！足がよくなるにつれて、どうしようって思って。もう、来てもらう理由がなくなると思うと……」

　そこまで話すと、彼女は顔を覆って泣き崩れた。

　俺は放心してしまい、そんな彼女を責める気にもなれなかった。

「そのあたりのことをもう一度確認しようと、先ほど出社前に病院に寄ったんです。奥様に話してしまった責任も感じていましたし」

　浦田の話に、百合子が反応する。

「だって浦田さん。あれは昨日、私が聞いたから」

「いえ。話すと離婚は避けられないのではないかと思っていました。申し訳ありません。もっと早く、病院に行って確認すべきでした」

　そう言って浦田は俺たちに深々と頭を下げる。

「病院に入った途端に偶然、普通に歩いている清美様に鉢合わせしてしまいました。医師に確認するまでもありませんでした。まあ、その担当医は清美様のご親戚で、嘘の診断書を当社に渡してきた方ですが。以前、奥様にお話しした例の事件も、どうやら清美様と担当医のでっち上げだったようです」

　浦田は、同情するような視線で清美さんのほうを向いた。

「……えっ……そんな」

　百合子は驚いた顔をして、両手で口を押さえた。

「例の事件？」

　俺が浦田に問うと、彼は「まあ……いろいろありまして」と言葉を濁した。俺もそれ以上は聞かず、彼と共に清美さんを見た。

「清美様。このたびの婚姻のお話は、なかったことにさせていただきます。よろしいですか」

「はい……」

　蚊の鳴くような声で彼女は答える。

　そのあと浦田は俺たちを交互に見て、ため息をついた。

「この件につきましては、あとは社長にお任せいたします。では、副社長、奥様。私はこれで失礼いたします。清美様、お送りいたします」

「待って」

　歩き始めたふたりを百合子が呼び止めた。ふたりは振り返って彼女を見る。

「あの、清美さん。本当に……よかった。歩けるんですね。大変だったでしょう。申し訳ないんですけど、やっぱり私は、悠斗とは別れられないんです。彼、本当はわがままで、横暴で、俺様な、扱いにくい人なんです。あなたに向けていた笑顔はきっと偽者だと思います」

「おい、百合子」

「だけど、悠斗が欲しいなら、本気でぶつかればいいと思います。嘘のない、本当の気持ちで」

　百合子が清美さんに言うと、彼女は赤い顔で俯いた。

「あ……私……。ごめんなさい」

　小さな声で言ったあと、清美さんは、逃げるように慌ててエレベーターに向かった。その様子を見ながら、百合子は言う。

「これで……よかったのかしら。彼女、大丈夫なのかな……。私やっぱり……」

　それだけ言うと、百合子は部屋の中へと入っていった。

　やっぱり……？　なんだよ。今、なにを言おうとしたんだ。

「浦田。……悪いが出社は少し遅れる」

「はい。承知いたしました。私も、副社長は奥様とゆっくり話し合われるのがいいかと思います。今日は午後から出社していただければ結構ですから」

「ああ。ありがとう」

　浦田とそれだけ話すと、俺も部屋へと戻った。

　百合子にこのあと、なにを言われても仕方がない。でも、もしも『やっぱり別れる』と言われても、もう一度説得する。

　覚悟を決めてリビングのドアを開け、百合子の顔を見る。

　すると彼女は、今にも泣きだしそうな目で俺を見て、その直後に飛びついてきた。

「うわ！　なんだ！」

　驚きながら、よろける。

「悠斗……！　よかった」

　俺の首にぶら下がった百合子に、おそるおそる聞いてみる。

「……言いたいことがあるんじゃないのか。なんでも言ってくれ。聞くから」

「たくさん考えていたけど、もう、どうでもよくなったわ。やっぱり悠斗が好き」

　素直に甘える百合子は可愛い。ギュッと抱きしめる。

「……苦しいわ、悠斗」

　俺の胸の中で、もぞもぞと動きながら息をしようとする。そんな百合子に少し意地悪をしたくなった。

「そういえば。昨日、一緒に風呂に入ると言っていたよな」

　俺の呟きに、百合子は顔を上げた。

「久々に背中を流してくれるんだろ。それから、いやらしいこともするんだよな」

「なんですって!?　言ってないわよ！」

「いやいや。言った。確かに聞いた」

「嘘つき！　そんなこと言ってない！」

　わめく百合子を抱きかかえ、バスルームに向かう。

「離して！　入らないから」

　ポカポカと俺の胸を叩きながら抵抗しようとする百合子の耳元で、そっと囁く。

「嫌だ。……離さない。もう、絶対に。これから先の人生に、なにがあってもな」




　――君と歩く道は、どこまでも続いていく。

　たとえ前が見えなくなっても、茨に足を踏み入れて傷ついても、これからは俺を信じて、この手を一生離すな。

「百合子。……俺は生涯、君だけしか愛さない。信じて……くれるか？」

　俺の問いかけに、彼女は表情を緩める。

「……信じる。悠斗の言うことは、なんでも」

　可愛すぎて、切なくなる。俺の征服欲がどんどん刺激されていく。

　もっと、君を俺だけのものにしたい。その瞳に映るのは、これからずっと俺だけでいい。

「可愛すぎて、参る。……俺をどこまで狂わせるつもりだ。一生敵う気がしないな」

　きっと、征服され、独占され、支配されているのは俺のほうだ。

　……百合子には言わないけれど。

　これからも、死ぬほど可愛がっていくから。

　覚悟しろよ？

「ねえ、悠斗。……私を、本当に離さないでね？」

　……ヤバい。……どうやら覚悟しなければならないのも、俺のほうか。

「百合子がいい子にしていられるならな」

　余裕のあるふりをしながら答える。

　百合子には俺がいて、俺には百合子がいる。

　当たり前のようなことだけど、きっとこれは奇跡が集まってできた現実だ。

「愛してるよ。百合子」

　何度でも言おう。この幸せの奇跡をこれからも繋いでいくために。

　ふたりの輝ける未来のために。
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あとがき




　皆様、こんにちは。鳴瀬菜々子です。

　このたびは、三冊目の文庫化となりまして、再び皆様にお会いできましたことを心から嬉しく思っています。




　この『俺様婚約者～お見合いからの始まり～』は、私が小説を書き始めてから二作目のもので、ずいぶん前に執筆した作品です。

　ずっと大切にしまってあった宝箱をそっと開いて、中にある宝物を磨くように改稿作業を進めていきました。

　作品を読み返したり、加筆したりする作業はとても楽しく、あっという間に時間が過ぎていきました。そして悠斗や百合子は、数年前と変わらないときめきを、再び私に与えてくれました。

　誰かを愛し、傷つき、苦しんだとしても、愛する人の笑顔や優しさが、恋の苦しみをすべて甘い極上のスパイスに変える。そんなふたりの恋心を楽しんでいただけるようにと願いながら、この作品をリニューアルいたしました。

　どうか読んでくださったすべての皆様に、ときめいていただけますように。

　そして、多くの方が幸せな気持ちになってくれたなら、こんなに嬉しいことはありません。




　最後になりますが、今回の文庫化にあたり、携わっていただいた多くの方々に深く感謝いたします。

　編集担当の三好様、矢郷様。これまでも、今回も、ずっと変わらずご尽力いただき、ありがとうございます。

　イラストレーターの加藤綾華様。イメージどおりの、綺麗なイラストを描いてくださり、ありがとうございます。

　読者の皆様。いつも応援してくださり、本当にありがとうございます。

　どうか、これからもよろしくお願いいたします。

　また、お会いできることを祈って。





鳴なる瀬せ菜な々な子こ
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